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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　日吉丸晃


口絵デザイン　朝倉哲也
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　プロローグ







　噂うわさってやつには尾おひれがつきもので、場合によっては背せびれ胸むなびれ尻しりびれのデラックスセット、購こう入にゆう者には更さらにもう一セットプレゼント！　ってな具合に、とにかく元の話が大きくなることはよくある。そんなことはおそらく皆みなが承しよう知ちの上で、それでもここ数日、クラスの話題は、今日やってくる転校生についてのものが中心になっていた。来てしまえば「あーなんだたいしたことねぇな」なんて思うことはうすうす確かく信しんしながら、「なんでもすっげぇ美人らしいぞ」「家が大金持ちの超ちよう箱入りお嬢じよう様さまらしいぜ」「なにぃ！　俺おれが恋こい人びと候こう補ほ一番乗りだ！」「待て待て、抜ぬけ駆がけは許ゆるさん。ここはフェアプレイでだな」「そうこうしてる間に俺がお嬢様ゲットー！」とやんややんやで喧けん喧けん囂ごう囂ごう。大金持ちのお嬢様が俺らみたいな一いつ般ぱん庶しよ民みんを相手にするのかとか、そもそも自分から告白するような勇気があるのかなんて野や暮ぼな突つっ込こみは無し。要は騒さわげれば良し、楽しければ良し、話のネタになれば良し。文化祭みたいなもんだ。前日までの雰ふん囲い気きを目一いつ杯ぱい楽しむ、それが文化祭。本ほん編ぺんまったくどうでも良し。あるいはおまけ欲ほしさに買ってしまうお菓か子しのような、まぁそんなもの。


　来きたるべき美人転校生の噂。先日うちの学校に訪おとずれた時の話。この田舎いなか町には明らかに不ふ似に合あいな黒くろ塗ぬりのリムジンが数十台わが校に襲しゆう来らい。続々と降おりてくる黒スーツのいかにも屈くつ強きような男たち。彼らは瞬しゆん時じに軍隊の如ごとく隊列を構こう成せいし、その中央がぱっと割われる。現あらわれたのが真っ黒なワンピースに身を包んだお嬢様。しかし黒リムジンに黒スーツに黒ワンピース、よっぽど黒が好きなのかそれとも喪も中ちゆうなのか。もしや仮か面めんライダーブラックの末まつ裔えい？　おお、この素す晴ばらしい思いつきを前の席でプロレス雑ざつ誌しに没ぼつ頭とうしている佐藤に話してみたところ、「なんだそりゃ？」との返事。くそぅ、これがジェネレーションギャップってやつか。同級生だけどな。まぁ俺自身も仮面ライダーについてはライダーマンが顔の下半分を外部にさらしているくらいしか知らない。知らないことは言わないほうがいいよね。教訓教訓。


　閑かん話わ休題で転校生の噂に戻もどろう。モーゼの如く黒服の男たちの群むれを真っ二つに割って悠ゆう々ゆうと歩くその転校生でお嬢様で黒ワンピース。グラウンドで「うぇあーし！」という訳わけの分からん掛かけ声と共に白球を追い掛けて青春の汗あせを撒まき散らす坊ぼう主ず頭曰いわく、「ゴッドファーザーのテーマソングが流れてたっス！」……これはさすがにやり過すぎな噂じゃないだろうか。確たしかにマフィアのボスを思わせるような登場シーンではあるけども。うーん、個こ人じん的には猪いの木きボンバイエあたりを流してくれた方が傑けつ作さくなんだが、っておお、これは面おも白しろそうだ。教室に現れた美人転校生が「元気ですかー！」と一いつ喝かつ。そして山センにビンタ一発。こいつはすげぇ。元気があればなんでもできる！　「俺の猪木を愚ぐ弄ろうするな」と佐藤が一いつ蹴しゆう。駄だ目めか。第一印象はインパクトが大事って言うぞ。それぐらいやってくれたら俺はそのお嬢様に一生ついて行くね。なんなら執しつ事じに立候補して将しよう来らい的にはセバスチャンなんて呼よばれたりするね。「アホかお前は。ほら、山セン来たぞ」と佐藤は今度もつれない言葉。くそぅ、ここからがお嬢様と執事のめくるめくラヴストーリーの始まりだっていうのに。





　椅い子すを引く音が教室中に響ひびく。談だん笑しよう中のクラスメイトがそれぞれの持ち場に戻る音だ。俺もわずかに前の席に乗り出していた体を元に戻す。朝のホームルーム開始。山センはごほんとわざとらしくせきを一つ。相川、市井、伊藤──出席確かく認にん。しかし山セン、相変わらず冴さえない格かつ好こうだことで。スーツくたびれすぎですよ。へばってますよ。早いとこ嫁よめさん見つけた方がいいですよ。三十代前半でその頭とう頂ちよう部ぶがまだなんとか持ちこたえているうちに！　おっとはいはーい、藤ふじ倉くら居いまーす。目指せ皆かい勤きん賞。健康なのは良いことね。


「んあー、皆ももう知ってるとは思うがー、えー、今日からうちのクラスの新しい仲間を紹しよう介かいする」


　おいおい日本語おかしくないか？　なんだよ「今日からうちのクラスの新しい仲間を紹介する」って。それでも国語教きよう師しか。緊きん張ちようしてるなさては。ふむ、山センが緊張するほどの美少女。悪くない、悪くないよー。ちょっと山センにロリコンの疑うたがいがかかるけど悪くないよー。はいはいバーンと出てらっしゃい！


「巫み城しろ君──」


　と山センの言葉を合図に、転校生は姿すがたを現した。


　ごくり、と。


　おそらくは男子生徒の全すべてが息を飲んだ。もしかしたら女子の多くも。


　確かに美人だ。お嬢じよう様さま、というのも多分正しい。歩き方からして違ちがう。すっすっすっ。どう動けば美しいか、という事が意い識しき的にでは無く本ほん能のう的に分かっている、そんな感じ。襟えりと袖そでだけがわずかに白く、他は全て黒という服ふく装そうはおそらく前の学校の制せい服ふくなのだろうが、これがまたまるで彼女の為ために作られた服であるかのようによく合っている。彼女の存そん在ざいが黒のイメージを昇しよう華かさせている──おお、なかなかいい表現かも。黒い物ってのは高級品って感じがするよね。タンスとか家の柱とか。うーむ、庶民丸出しのへっぽこな喩たとえだ。反省。横顔からもちらりと見える彼女の目。その鋭するどさは美人特有のものかもしれないが、どこか普ふ通つうとは違う雰囲気を持っている。一にらみで熊くま一匹ぴきを倒たおせるような。うーん、これは言いすぎか。新聞勧かん誘ゆう員いんなら眼がん光こうで撃げき退たい！……またしょぼ過ぎる喩えだなこりゃ。まぁ仕方ない。こんなタイプの人間には今まで会った事が無いのだ。


　端たん的に言ってしまえばこうだ。


　モノが違う。


　俺とは違うし、この教室に居る誰だれとも違う。質しつ的な違いはあるだろう。向こうが箱入りのお嬢様ならこっちは根っからのど庶民。しかしそれ以上に、彼女はおそらく世界の誰とも違うのだと思う。まさしくオンリーワンの存在。圧あつ倒とう的な存在感と威い圧あつ感。まず間違い無く俺なんかじゃ恋こい人びとはおろか友人にすらなれまい。せいぜいただ従したがうだけの下男だ。声を掛けることができるか？　という点も微び妙みようだ。正直怖こわい。取って食われる訳わけじゃないだろうが、オーラに押おしつぶされそうだ。オーラ？　うん、これは上う手まいこと言ったね。まさに彼女は世紀末覇は王おう！　我わが生しよう涯がいに一片ぺんの悔くいなしゴゴゴゴゴ！　もう世紀末は終わってるけど気にしない。


　うーん、なんか教室静まり返っちゃってるし。まだ一言も発してない状じよう態たいでこれなら、何か言ったら一体どうなっちゃうんだ？


「巫城都みやこです。本当に短い間ですが、よろしくお願いします」


　静せい寂じやくを破やぶる彼女の声。深々と一礼し、軽く黒くろ髪かみが揺ゆれる。そうした一連の動作もえらくさまになっているのはお嬢様のなせる業わざか……ってあれ？　ちょっと待った。本当に短い間ですが、って何だ？　今はまだ高二の五月だぞ。入学からって考えたらそりゃ一年ちょい居なかった訳だが、普通はクラス替がえってもんがあってだな。俺だってまだこのクラスで親しくなってないやつなんていくらでも居る。話すらまともにしてないやつも居る。特に女子に。いやまあ純じゆん情じようなんで今後も関係の進しん展てんはあまり期待できないけど。ともかく友人関係はクラス替えで一いつ旦たんリセットされてる。たかが一ヶ月の遅おくれなんてたいしたこと無い。そう、だから五月に転校してきたからって何ら臆おくすることはないのだ。短い間？　律りち儀ぎなのか謙けん虚きよなのか。あ、短期留学生って可か能のう性せいもあるのか。日本から日本へ、ってのは留学生とは言わないのかもしれないが、なにしろ違った世界から来たお嬢様、下々の生活をわずかに経けい験けんしてさようなら。なるほどあり得ない話じゃないねぇ。


　なんてぼんやりと考えていた俺の視し界かいいっぱいに、真っ黒な制服が割わり込んできた。おおなんだなんだ。急に視力が良くなった説浮ふ上じよう。俺は意い識しきを研とぎ澄すますことによって対象物をまるで数十センチ前に居るかのように感じることができるのだ！　知らなかったよこんな能力持ってるなんて。いつから今日からさっきから。なんだかいい匂においもする。甘あまくて優やさしくて眠ねむくなる──うーん、癒いやし系けい？　もう流は行やってないんだっけ癒し系。好きなんだけどな。なんか母親って感じするよね癒し系。料理で言うところの肉じゃが？　おふくろの味を求めて三千里、その先にあったのは肉じゃが王国だったのだー！　煮に汁じるもご飯にかけて食べるんでよろしく！


　……うん、分かってる。分かってるってこんちくしょーめ！　知ってるんだってすぐ目の前に誰が居るかなんて。無む視ししてるんじゃなくてだな、顔を上げて目を合わせたらだな、なんかこうすごく悪いことが起こりそうな訳よ。それ以前に怖こわいし。俺なんかしたかな。そういえば一回目が合ったっけ、教室に彼女が入ってきた時。ガンつけてると思われたか？　まずいなー。「這はいつくばって靴くつをお舐なめ！　この豚ぶた！」なんて言われちゃうのか？　ん、ちょっとぞくぞくする展開。俺って変へん態たいかもね。


　あーくそぅ、教室内のざわめきますます大きくなってるし。山センも何か言えよ担たん任にんだろ。そのくたびれスーツは飾かざりか？　スーツなんて飾りですかそうですか。……はいはい顔上げりゃいいんでしょ。ほいほーい。


　顔を上げた。目が合った。そして、捕とらわれた。


　彼女は綺き麗れいに微笑ほほえんで、視し線せんが外せなくなった。


　あーもうこうなるって分かってたから顔上げたくなかったんだ！　ってそれは噓うそだけど。予想以上の破は壊かい力りよくだなお嬢様。うー、周りのクラスメイトから見たらきっと今の俺はずいぶん間ま抜ぬけな顔してるんだろうな。まぁいい、存分に鑑かん賞しようするがいい！　敗北を認みとめようじゃないか男らしく！


「──貴方あなた、名前は？」


　その小さな唇くちびるから紡つむがれた言葉が強きよう烈れつに脳のう髄ずいを打つ。熱を持った塊かたまりが体の中に進入してきたような感覚。ゆっくりと、内部から、溶とかされていくような。間近で聞くとこんなにも──っていかんいかん。向こうは質しつ問もんしてるんだ。答えずただぼぅっとしてたら馬ば鹿か丸出しだ。


「藤倉。藤倉冬とう麻ま、だけど」


　うまく言えたと思う。少しだけ、喉のどの奥おくが痛いたかった。


　続けて質問。


「姓せいが変わったことは？」


　おいおいおいおいちょっと待て！　ひと様の家族のことに土足でずかずかと乗り込むってのは一体どういうことかねお嬢様。まったく教育がなっとらんよ、と思いつつも、


「……それは、ある、けど」


　と答えてしまう俺。うがー、かっちょ悪い！　だいたい「けど」って何だ。「あるけどそれがどうした何か悪いか！」なんて言うつもりだったのか。無理だね言えない。完全に呑のまれてるって分かってんだ。


「そう、詳くわしくは聞きません。それで充じゆう分ぶんでしょう」


　何か納なつ得とくした様子で彼女は小さく頷うなずくと、教室の後ろのドアに顔だけを向け、


「八や千ち代よ！」


　と声を上げた。今までの穏おだやかな声とは全く違ちがう強い声。


　静かにドアが開き、入ってきたのは和服を着た女の子だった。目の前のお嬢様に関かかわる人間が全すべてそうであるように、真っ黒な和服に、上のほうでまとめられた髪がなんとも時代掛がかっている。こちらも同じくすっすっすっ。決して音を立てること無く歩き、お嬢様の真横で足を止めた。


「都様」


　それだけ言ってお嬢様に視線を向ける。それに答えてお嬢様が頷き、和服の女の子が視線を俺へ。おいおい二人だけで何納得しちゃってんのさーと思うやいなや、和服の袖そでから伸のびた白い腕うでが俺の首に回される。きゃー、ひんやりして気持ちいー！　じゃなくて顔近い近い！　ちょっと待った待った。ちゅーですか？　ひょっとしてちゅーなのですか？
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　あのそういうのかなり嫌きらいじゃないというか大好きで、その後の展てん開かいも前向きに検けん討とうしたい所しよ存ぞんであり──


　ちくり。


　あれ？　今、首の後ろのあたりで何か──ってああっ、顔離はなれていくし！　ちゅーはおあずけ？　がっくり。和服の子のほうも凄すごい可愛かわいくてもうどうにでもしてって感じだったのに。どれくらい可愛いかって言うとだね、そうそう目が四つで鼻が二つ、口が二つで……あれ？　おかしいおかしいちょっと待て。視界がぼやける意識が重い。寝ね不ぶ足そく？　違うだろー、昨日はたっぷり十二時間睡すい眠みんの超ちよう健康体ですよ？　なんなら今ここで腕立て千回だって！　ごめんそれ噓。十回が精せい一いつ杯ぱい。なにせもやしっ子だから！　うわちょっと体もなんか言うこときかなくなってきたし、なんだか耳も、


　遠くで、声が。


「私、巫城都と藤倉冬麻は、本日をもちましてこちらの高校を退たい学がくすることになりました──では、ごきげんよう」


　ごきげんようって挨あい拶さつ初めて聞いたよ流石さすがはお嬢様！


　そう思ったところが限げん界かい。リミットぷつんシャットダウン。接せつ続ぞく終しゆう了りようさようなら。




　１　困こん惑わくの朝







　何かが違うなんてすぐには分からなくて、んー良く寝た良く寝た、でも時間があったらぜひとも二度寝……とぼんやりしたまま枕まくら元もとに置いてあるはずの目覚まし時計を捜さがすものの右手はやたらに空を切り、まぁいいかそんなこともあるだろ、時計だって旅に出たりもするさと再ふたたび眠ねむりに落ちようとした時、少しずつの違い和わ感が一気に塊かたまりになって脳のうに突とつ撃げきそして突然に気付く。ここは違う。家じゃない。慣なれ親しんだ我わが家じゃない。


　上体を起こし、ぐるりと部屋を見み渡わたす。広いと思う。ホテルの一室、なんてことを想そう像ぞうする。ただそれにしては物が少ない。本当にベッドぐらいしか無いんじゃないか？　あ、壁かべに時計がある。白い壁紙に黒くてシンプルなデザインがよく目立つ。あーなんだ、まだ七時前か、それなら学校にも余よ裕ゆうで間に合うな。よし二度寝。この決定は覆くつがえりませんごめんなさい。二度寝って何でこんなに幸せなんだろう。いやもう素す晴ばらしいね。さておやすみなさいもう寝ます。……ああもう、うるさいうるさいうるさいうるさい！　静まれ俺の心しん臓ぞう！


　現げん実じつ逃とう避ひすんなって体が言ってる。ちゃんと考えろって本ほん能のうが告げている。駄だ目めなのか？　問題先さき延のばしは許ゆるされないのか？　大だい丈じよう夫ぶなんとかなるって。白馬に乗った王子様が現あらわれて救い出してくれるって。そーゆーもんだって。うまいこと出来てるんだって。だから何にもしなくても構かまわないんだって。そうだろ？　くそう、それでもおさまらない心臓ちゃん、いったいどうしろって言うんだ！


　とにかく冷静に冷静に冷静に。目を瞑つむって念ねん仏ぶつのように繰くり返す。


　ゆっくり、順番に。ひとつひとつ、思い出そう。


　美人転校生現る。和服娘むすめ参上。首元ちくり。──以上。


　……成果ゼロだ。どうしようもない。さっぱり分からん。何がどうしてどうなってこうなってんだかまったく見当もつかない。ここはどこなんだ。いったいこれからどうなるんだ。ヤバイのか。ひょっとして売られたり？　もしかして内臓限げん定てい販はん売ばいだったり？　待て待て待ってくれ、せめてバラ売りは無しで──


　コツン、と。


　小さな音がした。聞き逃のがしてしまいそうなほど小さな音。ドアのほうだ。誰かが居いる。間違いなく誰かがドアの向こうに居る。ノックだったんだろうか。それにしては弱々しい。静まりかけていた心臓が再び大きく波打つ。どうする？　どうすればいい？


　ゆっくりとドアのほうに足を進める。音を立てないように、気配を感じられないように。ドアの向こうの何者かが突然入ってきていきなり内臓を引きずり出す、なんてことは無いだろう。無いはずだ。頼たのむから無い方向でお願いします神様。本当は怖こわい。もの凄すごく怖い。踏ふみ出す足が震ふるえる。手に汗あせがにじむ。なんでこんなことやってんだって自分でも思う。でも仕方無い。気になるんだからしょうがない。もしかしたら、ひょっとしたら、いやそうであって欲ほしいと思ってるからきっとそうであってくれるはずだ。そーゆーもんだ。信じるものは救われる。信じてるから救ってくれ！


　ドアの向こうにはきっと白馬に乗った王子様が居る！　そしてこの状じよう況きようからあっさりと救い出してくれるのだ！　分かってる。白馬に乗ったなんて今時流は行やらないってことは分かってる。譲じよう歩ほしようじゃないか。乗ってなくていい。徒歩で問題ナッシング！　とにかく助けてくれる誰かであればもう何だってオッケー！


　姿し勢せいを低くする。ゆっくりと息を吐はく。胸むねに手を当てる。心臓はまだ速い。足音が聞こえる。足踏みをしているような、入るかどうか迷まよっているような。これで誰か居ることは確かく実じつだ。せめて何者か、どんなやつか分からないだろうか。話し声か何か──と、ドアに耳を寄よせようとした瞬しゆん間かん。


　側頭部に強きよう烈れつな一撃げき。思いっきり吹ふっ飛んでフローリングの床ゆかに転がる。突然に開いたドアは全く容よう赦しや無しだ。そりゃそうだ。向こうのやつだって誰かが近くに居るなんて思ってなかったはずだ。そのためにこっそり来たんだしなぁ、あぁ今までの人生が走そう馬ま灯とうのように──とまではいかないものの、頭はくらくら耳はがんがん。視し界かいがぼんやりするのは涙なみだのせいか？　廊ろう下かから差し込こむ逆ぎやつ光こうは、ドアを開けた主の姿すがたをシルエットで表ひよう示じする。人ひと影かげは、思ったよりずっと小さかった。


「長なが峰みね泉いずみといいますっ！　これからよろしくお願いしますっ！」


　そして女の子だった。声と背せ格かつ好こうからして小学生ぐらいだろう。


　何が何だかはやっぱりさっぱり分からない。王子様にしちゃいかにも頼りなく、そもそも女の子って時点で間違ってる。──ってことは助けてくれる誰かじゃ、ないんだろうなきっと。結局のところ自分でなんとかするしか無いらしい。そーゆーもんだ人生ってやつは。ここで演えん歌かが流れてバックに日本海。男の哀あい愁しゆうをテーマに歌いきります藤ふじ倉くら冬とう麻ま。ちゃちゃちゃー、ちゃちゃちゃー、ちゃーらー。……あー、もう駄目だこりゃ。眠い。





　　　　□□□





　すっごく不安だった。


　だから、ばーん、って勢いきおい良くドアを開けて、出来るだけ元気な声で言った。


「長なが峰みね泉いずみといいますっ！　これからよろしくお願いしますっ！」


　たったこれだけのことを言うために、前の日の、ううん、前の前の日の夜からずっと練習してた。


　とびっきりの笑え顔がおと、せいいっぱいの明るい声。鏡の前で何回も練習したんだ。


　うまくいくはずだった。第一印象は最高のはずだった。


「あの、えっと……藤倉、さん？」


　でも違った。部屋の中には誰だれもいなかった。


　部屋を間違えたのかと思った。でもそんなはずない。だって、何回も部屋の前で確かく認にんしたから。


　ごーまるさん、よし。ごーまるさん、よし。ごーまるさんだ、よし、入ろうって。


　本当は、すっごく不安でなかなか入れなかったんだけど。


　なんでも複ふく雑ざつな人らしくて、八や千ち代よちゃんは何度も気をつけてって心配してくれて、都みやこさんは泉なら出来るって頭を撫なでてくれた。だからがんばらなきゃって思う。


「ふ、ふーじーくーらー、さん？」


　返事が無いのって──


「藤倉さん藤倉さん藤倉さんっ！　藤倉冬麻さんどこですかっ！　ふじくらさーんっ！」


　どうしようどうしようどうしようどうしよう！


　からっぽの部屋に向かって名前を呼よぶ。たくさんたくさん呼びかける。


　ひょっとして。


　……ひょっとして逃にげちゃったんだろうか。これって泉の責せき任にんになっちゃうんだろうか。


　せっかく、にーさまの居いるＳ棟とうに入れたのに、そんなのダメだ。ぜったいにダメだ。


　にーさまと一いつ緒しよに居るためにも、藤倉冬麻さんを捜さがさなきゃ！


　その時、泉の足あし下もとから声がして、びっくりしてひっくり返った。うぅ、おしりが痛いたい……、急に声かけちゃダメだって──ってひょっとして？


「あのっ、もしかして？」


　倒たおれている人に声をかける。


「いや、その、ドアが、急に……」


　痛そうに頭を押さえて、目には少し涙が溜たまっている。


「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ」


　とにかくひたすらに謝あやまった。ばーんってドアを開けちゃった泉が悪いんだ。


　もしこれで、パートナー失しつ格かく！　なんてなったら大変。にーさまの傍そばに居られなくなる。


　にーさまのことはすごく心配。だから、パートナーの仕事もちゃんとしなくちゃって思う。そう、だから確認しなくちゃ。


　犬みたいな格好のまま顔を近付ける。


　ちょっとかっこ悪いかな？　でもいいんだ。このほうがちゃんと目を合わせてお話しできるから。うん、大だい丈じよう夫ぶ。


「あのそのそれでそのっ、えっと、藤倉冬麻さん、ですよね？」


　泉の質しつ問もんは正せい解かいだった。


　真っ赤になって何回も何回も頷うなずく冬麻さんは、なんだかすごく可愛かわいい。


　いい人だなって思う。泉はちっちゃいけど、ううん、もう高校生だからちっちゃいってこともないけど──とにかく！　人を見る目には自信あるんだ。いい人で良かった。ずっと不安だったぶんの緊きん張ちようはいっぺんに和やわらいだ。だからつい、いろんな順番を飛ばして言葉が出ちゃってた。


　両手をぎゅって握にぎって、


「これから、泉と冬麻さんはずっと一緒ですっ！」


　冬麻さんのぽかんとした表ひよう情じよう。そこでようやく気付いた。


　突とつ然ぜん、ずっと一緒です、なんて言われても困こまるよね……うぅ、大失敗。




　２　私し立りつ御み城しろ学がく園えん







　父さん母さん琴ことちゃん元気ですか。俺おれは元気です。元気すぎてここ二ヶ月で七度脱だつ走そうを試こころみ、七度とも失敗に終わりました。七度も捕つかまると、三さん国ごく志しの武ぶ将しようあたりなら帰順してしまうところですが、そこは元気があり余あまっているので、ここ御み城しろ学園からの八度目の脱走を計画中です。私し立りつ御城学園、父さんたちも名前ぐらいは聞いたことがあると思います。十年ほど前に出来た中高一いつ貫かんの新しん設せつ校こうで、ここ最近は旧きゆう帝てい大だいクラスの大学にばんばん合格者を出す、まさに飛ぶ鳥を落とす勢いの進学校、そこに今は通っています。これは入って知ったことなのですが、学園の生徒は全すべて寮りよう生活です。つまり全寮制せいの学校ということですね。Ａ棟からＬ棟まで計12棟が一いつ般ぱんの生徒が入る寮になっているのですが、どういう訳か俺はＳ棟で暮くらしています。ＭからＲまで飛ばして急にＳなのが怪あやしい感じがします。スペシャルのＳだとかスーパーのＳだとか言われ、なんでも学年で《トップ３》と呼ばれる優ゆう秀しゆうな生徒のみがそこで暮らすことを許ゆるされるらしいのですが、俺は優秀でもスーパーマンでもスペシャルマンでもたけしでもさんまでもタモリでも無い訳わけで、正直言って早くそっちに帰りたいです。よく言われることですが、失ってみて初めてそのありがたみが分かる、ということを身をもって実感しています。普ふ段だんの生活の中でも、家を思い出すことのなんと多いことか。


「はいトーマさんっ、あーんしてください。あーんですよー」


　しますよしますよするってば、そんな目で見るなよもぐもぐ。


　そう、例えば焦こげた目玉焼きを食べねばならないときなんて、母さんの作ってくれた料理を、


「どうですか？　おいしいですか？」


　思い出すことで気を紛まぎらわさないと、この朝食タイムは、


「うー、何か言ってください……」


　かなりつらいものがある訳で──じゃりじゃりじゃり、うぇ、にがい。


「……やっぱりおいしくなかったんです。泉いずみはだめだめにんげんです。パートナー失格です死んじゃったほうがいいんです。むしろいま死に──」


「いやぁやっぱり泉ちゃんの作る朝メシは最高！　この香こうばしさ加か減げんが絶ぜつ妙みようだよね、朝の始まりはこうでなくっちゃ！」


　感かん傷しように浸ひたってもいられずフォローに入る俺。香ばしさを誉ほめるとはなかなか上う手まいこと言ったもんだ。実じつ際さいは香ばし過ぎるんだけど間違い無く。いっそ生なま卵たまごのほうが良かった。今度言ってみるか？　いいから早くその先が輪になったロープをしまいなさいって！　おお笑顔に戻もどったひと安心。


「うれしいですっ！　おかわりもありますからいっぱいいっぱい食べてくださいっ！」


　わーい、目玉焼きがたくさんだー！……ぐすん、いつも通りで予想通りだが嬉うれしくない。どれもまんべんなく焦がすというのはなかなかできるもんじゃない。その点は少しだけ感心する。一向に上達の気配が無い点に関しては、もしやわざとなのか？　という疑ぎ問もんも生まれている。しかしやたらと楽しそうで嬉しそうな（時に鬱うつモード全開の）泉ちゃんがわざとやっているとも考えにくい。要は料理が壊かい滅めつ的に苦手ということなのだろう。ちなみにこの朝食メニューは以前「朝は目玉焼きと白いご飯に限かぎる！」と主しゆ張ちようしたからだが、別にこれは俺が敬けい虔けんな目玉焼き信者だという訳ではない。初日の惨さん状じようを踏ふまえての苦肉の策さくである。そもそも《トップ３》の人間は《パートナー》と共に朝食をとらねばならない、という決まりからして驚おどろきだったのではあるが、それ以上に驚かせたのは初日に運ばれてきた朝食だった。拉ら致ち同然にこの学園に連れてこられたということもあって、まずその料理に抱いだいた印象はこうだ。


　これは何かの実験食物に違ちがいない。


　良いほうの想そう像ぞう、食わせることによって急きゆう激げきに知力や体力を上げる。悪いほうの想像、食べた者が何日で死に至いたるか観察。ひたすらに黒く燃ねん料りようにしか見えない物体（アジの開きだったらしい）、どういう訳かごぽごぽと白い泡あわを立て続ける液えき体たい（味み噌そ汁しるだったらしい）、唯ゆい一いつまともだった白いご飯に対しての解かい釈しやくは、餓が死ししない程てい度どの栄養分、である。その朝食を運んできたのが泉ちゃんで、まさかそれを作ったのが泉ちゃん自身だとは微み塵じんも思わなかった俺はこう言ってしまったのだった。




[image: ]


「……これ、どうにか食べないで捨すててくることってできない？」


　この言葉で泉ちゃんの鬱モード（「泉はだめだめにんげんですパートナー失しつ格かくです、死にますもう死にます──」）を俺は初日から知ることになり、その対たい処しよ法を身をもって学んで今に至る、という訳である。


　少しでも味を変えるために醬しよう油ゆをどばどばと三つめの目玉焼きにかけ、さらに塩コショウをやはり大量にかけながらちらりと泉ちゃんのほうをうかがう。が、すぐに目があって視し線せんを箸はしに戻す。うーん、じっと見られてると食べにくい。でも食べるよ安心してね！


　御城学園《トップ３》、これはあくまで称しよう号ごうであって、学園内で権けん力りよくを持つことを意味するものではない。ただ特権として全寮で唯一ひとり部屋となるＳ棟で暮らすことができ、《パートナー》と呼ばれる生徒がその補ほ佐さ役として日々の生活を支えることになる。泉ちゃんは鬱モードとその壊滅的な料理の腕うで以外は本当にいい子であり、補佐役としての役目という建前はとりあえず置いといて、妹みたいな子に甲か斐い甲が斐いしく尽つくされる、というのは少し恥はずかしくはあるが正直悪い気はしない。こういうの、ある種、男の夢ゆめじゃないだろうか。「泉ちゃん」と呼ぶと「はい、なんですかっ？」と返ってくる。特に取り得も無く、絶ぜつ対たいに何かの間違いで《トップ３》になっている俺をなによりも立ててくれる。ダメダメな俺のもとに天使が降ふってきたよブラヴォー！　ってな訳で、そりゃ泉ちゃんが笑ってくれるならこれぐらいはもぐもぐ。うぷ、四つめの目玉焼き終了。あと二つ？　ちょっと朝からしんどいなぁ。玉子って一日一つ以上食べると馬ば鹿かになるって聞いたことがあるけど大だい丈じよう夫ぶか俺もぐもぐ。それでも笑顔は絶たやさないぜスマイルスマイル！　嬉しそうだね泉ちゃん。だからそのロープ、そろそろしまってもいいんじゃないかな。


「あ、そういえば今日って二年は月イチの試験なんだけど、一年も？」


「一年生は昨日で終わりました。今回は泉としてはなかなかの結果が出ると思いますよー。トーマさんも期待しててくださいっ！　さすがは俺のパートナーって言わせてみせますっ！」


「んー、泉ちゃんは凄すごいと思うよ。俺は今回もダメっぽいけど」


「そんなことないですっ！　トーマさんはたまたま調子が悪かっただけなんです！　都みやこさんや春さんはきっと今ごろトーマさんを怖おそれて布ふ団とんの中で震ふるえてるに違いないです！」


　あいつらが？　ありえねー絶対ありえねー。そもそもあの成せい績せきで調子が悪かったなんて言い訳できるわけねー。と思ってるだけで言わないのはなんだろ。泉ちゃんの前では少しでもかっこ良くありたいとか頼たのもしく見せたいとかまぁそのへんか。


　テストについては前回から俺なりに努力はしたけど、これまでの年季が違うからあまり期待できないだろうなぁ……。ぶっ続け五時間三本セット。うーむ、気が重くなる。


「でも泉、きっと今回も八や千ち代よちゃんには敵かないそうにないです。えぅ、トーマさんに申し訳無いです。やっぱり泉はだめだめで──」


「そういえば泉ちゃん！　授じゆ業ぎようの準じゆん備びはできてるかっ！」


「はいですっ！　テストに備そなえて消しゴムは三つ、シャープペンシルはしっかり芯しんを補ほ充じゆう済ずみ。念のために鉛えん筆ぴつも用意しておきましたっ！」


「制せい服ふくは大丈夫かっ？」


「はいですっ！　アイロンがけ万ばん全ぜんですっ！」


「よし！　いざ行かん俺たちの戦場へ！」


「はいですっ！　泉はどこまでもお供ともしますっ！」


　毎度馬鹿馬鹿しいこんなやり取りももう何度めだ？　それでいてこんな一日の始まりが少し気に入りつつあるってのは悪い傾けい向こうなんだろうか。こんなとこ、早く出て行きたいって思ってるのにな。ひょっとしたら《パートナー》の存そん在ざいはそのために……ってそれは考えすぎか。ともかく元気にいこうじゃないか。カラ元気でも元気は元気。言い続ければ噓うそだって真実。輝かがやける未来のために、俺は行くのだババババーン！　ちなみに泉ちゃんとは同じ部屋で暮くらしてる訳じゃなくて、あくまでＳ棟内別々の部屋。朝食はどちらかの部屋で一いつ緒しよにってのが決まりごと。念のため念のため。父さん母さん琴ちゃん、くれぐれもそのへん誤ご解かい無いように。
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　今日一日あったことで何を話そうかな、なんて考えてると待ってる時間なんてあっという間。だから二時間前から待ってることに決めた。トーマさんのクラスは二年Ｄ組で、もう何回も来てるから慣なれっこ。きっと目隠かくししててもちゃんと着ける。


　廊ろう下かの壁かべに背せ中なかを預あずける。邪じや魔まにならないように、教室の中を覗のぞくのはがまんした。


　トーマさんはちょうど今試験中。まさしく戦いの真っ最中。いっぱいがんばってた。すっごく大変そうだった。だから終わったら、一番に「お疲つかれ様でした！」って言おう。泉に出来ることって本当に少ない。こんなことでいいのかなって時々思う。


　本当はトーマさんは、前居いた場所に帰りたいんだって思う。ここに縛しばり付けるのは違うかも、って思うこともある。《パートナー》を引き受けたきっかけは、にーさまの近くに居られるから、なんて単たん純じゆんな理由だった。だからもし、それでトーマさんを苦しめてるんだったら、いっそトーマさんの脱だつ走そう計画に協力したほうがいいんじゃないかって悩なやんだこともある。それでも──時々見せる表ひよう情じようがすごく、危あぶない時のにーさまに似にてて不安になる。だからここに連れてこられたのかなって思う。まさか自殺なんて、とは思うけど、もしかしたらってこともある。一緒に居なきゃいけないって思う。ひとりにしちゃいけないって思う。泉がトーマさんを変えられたら一番いいんだろうけど……どうしたらいいのかな？


「考えごと？」


「わうっ！」


「……そんなに驚おどろかなくてもいいでしょう？」


　都さんだった。くす、と笑うと途と端たんに幼おさなく見えて可愛かわいい。都さんは背せが高いから、泉が少し見上げる格かつ好こう。長い髪かみはいつもさらさらで、甘あまい匂においがする。うらやましいなっていつも思う。もうちょっと泉の髪も柔やわらかくならないかなぁ……、と髪をなでてみても、手に返ってくるのは相変わらずの感かん触しよく。ふわふわやさらさらにはほど遠い。うぅ、なんでこんなに違ちがうんだろう……。


　あれ？　でもでもでもっ！　なんでここに都さんが？


「都さん、あのそのっ、試験はどうしたんですか？」


「ちょうど終わったところです」


　さらりと言う。やっぱりかっこいい。できる女の人って感じがして憧あこがれる。泉もこんなふうになれたらなぁ……うー、道のりはなんとも遠そう。


　都さんはまっすぐ前を見てる。視し線せんの先には二年Ｄ組の教室。その中の誰だれか──ううん、誰かじゃなくてきっと、トーマさんのことを考えてる。都さんはトーマさんのことを話すとき、懐なつかしそうな、それでいてほんの少しだけ辛つらそうな顔をする。だからよく分かる。


　しばらく、何も話さなかった。廊下には誰も居ないけど、寂さびしくなんてなかった。二人きりだけど、考えてることは同じだって思った。


「泉は──罪つみを犯おかした人は、一生許ゆるされるべきじゃないって、そう思う？」


　呟つぶやくように都さんは言った。答えられなかった。きっとこれはトーマさんのことだって、説明されなくても分かった。それでも、簡かん単たんに答えちゃいけないって思った。


　都さんは顔を伏ふせる。その様子が辛そうで、痛いた々いたしい。話したくないなら話さなくていいよって、思い出したくないなら思い出さなくていいよって、そう言いたかったけど言葉がうまく出てこなくて、都さんの袖そでを右手でぎゅっと摑つかんだ。


　小さく首を振ふって、気にしないで、って都さんは言って──ゆっくりと、話し始めた。今からちょうど十年前の、辛くて、痛くて、悲しい、そんな出来事。都さんは淡たん々たんと語るから、余よ計けいに胸むねが苦しくなる。


　一通り話し終えると、都さんは、


「ごめんなさい。泉は優やさしいから、こうなるって分かってたはずなのに──」


　と言って、泉の頰ほおを撫なでてくれた。涙なみだが出ていることに、その時ようやく気付いた。


　そのまま都さんはぎゅって抱だき締しめてくれて、少しだけ気持ちが落ち着いてくる。


　それでも、涙は止まらなかった。泣いてばっかりじゃダメだって思う。今は涙が止まらないけど、出来ることってきっとある。このままじゃダメだって分かった。なんとかしなくちゃいけない。トーマさんは優しいから、ずっと自分を責せめ続ける。それじゃダメだって教えなきゃいけない。なにか方法があると思う。それがどんなに難むずかしくたって──やらなくちゃいけないって思う。トーマさんのためにも、そして、都さんのためにも。




　３　《トップ３》と《パートナー》







　全校生徒に知れ渡わたるよう大々的にテストの成せい績せきを発表することに果たしてどんな意い義ぎがあるのか、という点について考えてみることにする。競争意い識しきを篝あおることで個こ々この成績アップを目指す、まぁこんなところだろう。つけ加えて言えば成績上位の人間に自じ尊そん心しんを植え付けるということもあるだろうか。自分は他の人間よりも優すぐれているというプライド。たかがテストの成績と思うなかれ、学校という閉へい鎖さ空間においてその価か値ちは絶ぜつ大だいであり、特にここのような進学校においてはなおさらである。上にいる人間はそこに居い続つづけようと努力を重ねる。プライドを持った人間特有の好循じゆん環かん。勝者は勝者であり続けるべく努力し、結果としてそうあり続ける。それはまさしく資し本ほん主義における持てる者のごとく。御み城しろ学園のような新設校が急きゆう激げきに国内屈くつ指しの進学校に登り詰つめたことにはそんな要よう因いんがあったのかもしれない──。文ぶん責せき、藤ふじ倉くら冬とう麻ま。


　うむ、なかなか深いこと考えてみたもんだ。我われながらびっくり。ただこの考えには一つ問題がある。非ひ常じように重大な問題。さて、最初っから競争になってない場合はどうしたもんかね。しかも上のほうなら自尊心云うん々ぬんの話も成り立つのだが、下のほうで。しかもとびっきり下のほうで。こりゃまったくＦ１のレースにチョロＱで参加してるぐらい競争になってない。最初から相手になってない。そもそも走るべきじゃないだろチョロＱ、なに走ってんのさ馬ば鹿かみたいに。そんでもってチョロＱはチョロＱなりに「自分のベストは尽つくした！」なんて悦えつに入ってたもんだから更さらに救われない。かっこ悪いにもほどがある。俺おれはだめだめにんげんです死んだほうがいいんですむしろ死にます今ここで。ん、泉いずみちゃんちょっとパクった。ごめん許してもうしません。でもまぁそんな鬱うつって訳でもないんだけどさ。こんだけぶっちぎり最下位だとむしろ気持ちいい。どうせ負けるならＫＯ負けで華はな々ばなしく！　ごめん強がりぐっすんしょんぼり。くそぅ、お前らが頭いいのが悪いんだバーカバーカ！　あぁもう自分でも何言ってるやらさっぱり。俺の器うつわってちっちぇーなぁ、ついでに俺の名前もちっちゃかったなぁ……とまるで相撲すもうの番付表のようなテスト結果発表を思い出す。一番左下にあるのでかろうじて見つけやすいが、そうでなければ見落としてしまいそうな小さな名前。馬鹿にしてるのかこのやろう！　さて横よこ綱づなは巫み城しろ都みやこ。俺をここに拉ら致ちした張ちよう本ほん人にんにして巫城グループ会長の孫まご娘むすめ。生きつ粋すいのお嬢じよう様さまにして容よう姿し端たん麗れい成績優ゆう秀しゆうときたもんだ。まさしくパーフェクトシーイズパーフェクト！　持てる者の典型か？　天は二物も三物も与あたえすぎなんで少しぐらい分けて欲ほしい。燦さん然ぜんと輝かがやくその名前はひときわ大きいフォントでばーんと主張。『巫城都　一〇〇〇点』千点、千点満点中千点。はらたいらさんにでも預あずけるつもりかその千点。信じられんどういうことだ。なんでお嬢様ともあろう者が俺なんかを連れてきたんだ。俺かっこ悪い。なんか食堂に居いる連中がみんな見ている気がするよ。はぁ、今日のきつねうどんはしょっぱいなぁ……。


「泉がいけないんです。八や千ち代よちゃんに勝って勢いきおいをつけなきゃいけなかったんです。パートナー失しつ格かくですもう死ぬしかない──」


　わぉ！　死ぬ以外の選せん択たく肢しナッシング！　恐おそるべし鬱モード。


　とりあえず自分の器から油あぶ揚らあげを泉ちゃんの器に移うつす。すうどんになってしまったが仕方無い。


「えぅ？」


「泉ちゃんはすごい！　俺の自じ慢まんのパートナーだ！　だからごほうびな。とっときたまえとっときたまえ！」


　泉ちゃんの表ひよう情じようがぱぁっと明るくなる。よし、鬱モードから復ふつ帰き完かん了りよう。油揚げが好きだってことでは無いだろうけど。その小さな体に不ふ釣つり合いな大おお盛もりのうどんの器を腕うで全体で抱かかえ込こむようにして、（別に俺と同じものを注文しなくてもいいだろうに）油揚げにはぐはぐとかぶりつく泉ちゃん。熱そうだけど大だい丈じよう夫ぶなのか。なんか一生懸けん命めいに見えるけど、そこは別に頑がん張ばるところじゃないと思うよ。


　泉ちゃんはぷはぁ、と顔を上げると、これ以上無いってくらいの嬉うれしそうな顔で、


「えへへ、おいしいですっ！」


　と微笑ほほえんだ。


　そんなに喜んでくれると食堂のおばちゃんも油揚げ業者の方々も幸せだよね。すうどんになっちゃった俺のきつねうどんも報むくわれるよね。よかったよかったみんなハッピー。


　とその時背せ中なかに走る衝しよう撃げき三発ばんばんばん！　げほっ、ちょっとむせただろ何すんだよ。この登場の仕方はよく知ってる、春はる太ただ。


「おートーマス！　なんだお前またうどんか？　そんなんじゃ力出ねぇぞって。俺ぐらい食ってこそ男だっての──あー、悪い、兄ちゃんたちそこ詰つめてくれ。ん、もう一つな、人が来るから」


「……春太、その機関車みたいな呼よび方どーにかならんか」


「まー細かいことは気にすんなって、呼ぶほうの勝手だろ」


　トレーにカツ丼どん天丼親子丼を載のせ（これを俺は春太のどんぶりセットと呼んでいる。理由、いつも同じだから）、向かいにどっかりと座すわったのが秋あき月づき春太。御み城しろ学園二年《トップ３》の一人である。自じ称しよう１８８センチだがおそらく低いほうにサバを読んでいるであろう長身のがっちりした体の上に、チョコレートのＣＭにでも出てきそうな人当たりの良いさわやか顔がのっかっている。外見からすればまさしく優等生タイプであり、事実巫城のお嬢様に次ぐ学年二位の成績は優等生と呼ぶのに問題は無いだろう。ただ中身は悪く言えば粗そ雑ざつ、良く言えばざっくばらんであり、付き合いやすいその人ひと柄がらは特に同級生、下級生あたりの男子に人気がある。もちろん《トップ３》の威い光こうによるものが大きいのだが、「兄あに貴き」と呼ばれて親しげに話し掛かけられているさまは、その威光と威い厳げんで他人を寄よせ付けないもう一人の《トップ３》巫城都とは対照的である。どうでもいいがあともう一人の《トップ３》は普ふ通つうすぎて日にち常じように溶とけ込み影かげが薄うすい。俺のことだけど。


　さて、春太がここに居るってことはもう一人来るのは必然な訳わけで。お、来た来た。ショートカットの眼鏡めがねっ娘こ参上！　なんつって。


「やっぱ春やんは遠くからでも目立つなー、目印には最さい適てきや！『全国分かりやすい待ち合わせ場所百選』に今度推すい薦せんしとかなあかんな。うーす、トマぴょんいずみん！　相変わらず仲ええなー。同じもん頼たのみよってからに。どうせなら一つの器で食べさせあいこしたらええねん。な？　ええやろこのアイデア！　らぶらぶ全開やな！　おっと、邪じや魔まするでー」


　相変わらずのハイテンションで一気にまくし立てる。


　関西生まれなのか、それともただ単に気に入っているだけなのか、それでも慣なれたイントネーションで関西弁べんを操あやつるのが春太の《パートナー》、カンナである。ちなみに俺と泉ちゃんが二年と一年という組み合わせなのに対し、春太とカンナは二年同士。そのせいか《トップ３》と《パートナー》というよりはむしろ親しい友人同士という雰ふん囲い気きの二人だ。


「おっ、トマぴょんは今日もうどんやな！　春やんこれやで、トマぴょんはいつ何が起こってもええようにすぐ力に変わるうどんを愛しとる。それにひきかえ春やんはどんぶりばっかりかい。昨日もどんぶり今日もどんぶり、明日もどんぶりで生きてる気がしないんだ～、お兄ちゃ～ん！　ってか」


　お兄ちゃんって何だ。昨日もうどんだった俺にもあてはまりそうだし。


　春太はそれに対し憮ぶ然ぜんとして「好きなもん食って何が悪い」と反はん論ろん。ごもっとも。俺もうどんが好きなだけですハイ。それなのに「そんな意味があったんですねっ！　やっぱりトーマさんはすごいですっ！」と目をきらきら輝かがやかせる泉ちゃん。それ違ちがうって信じるな。カンナは手元のＢランチ（和食メイン）に箸はしを伸のばしながら、おもむろにあまり触ふれて欲ほしくない話題を切り出した。


「せやせや、成せい績せき発表見たでトマぴょん。今回も目立っとるなー、さすがや！　うちは初めて会おうた時からトマぴょんは芸げい人にん魂だましいのあるやつやと思うとったで」


「カンナ、お前トーマスを馬ば鹿かにすんのやめろって。仕方無いだろ、まだこっち来て短いんだから。あの試験は慣れてないと厳きびしいっての」


　おお、フォローさんきゅー春太。お前はいいやつだなぁ。今度脱だつ走そうするときもよろしく。


「なんや春やん、うちは別に馬鹿にしてなんかないで。純じゆん粋すいに誉ほめとるだけや」


「どう聞いたって皮肉だろっての」


「皮肉？　皮肉言うたか。せやな、どっかの中ちゆう途と半はん端ぱに二番におるやつとは違うっちゅー意味やし」


　おいおい二位でも不満なのか？　厳しすぎないかそりゃ。一位二位がぶっちぎりの成績なら中途半端ってことも無いだろうに。俺は最下位脱出しただけでも泉ちゃんと「やりましたねトーマさんパーティー」を開こうと思ってたのに。うわぁ、我われながらすごいネーミングだ。


　春太はそんなカンナの言葉を意に介かいしたふうでもなく、いつの間にかカツ丼をたいらげていた。


　早い、早すぎるぞ春太。大食いチャンピオンに出ろ。きっといいとこまで行く。そういえばあーゆうのって太ってるやつはあんま食べないんだよね。謎なぞだ。


「んー、なんだっけ？　ああ試験か。あれはあくまでも日々の学習成果の確かく認にんだろ。順位なんて相対評ひよう価かはどうでもいいんだっての。トーマスも気にしない。俺も気にしない」


「ふん、男だったらトップ目指さんかい！　言い訳なんか聞きたないっちゅーねん」


「言い訳なんかしてねぇって」


「それが言い訳やろ」


「いつだって満点を目指してるぞ？」


「重要なのは結果や結果！　目指すだけならサルでも出来る」


「さっきお前『トップを目指せ』って言ってただろうが」


「そんなん知らんわアホ春！　言葉の綾あやや！」


「まぁ結果が出てないのは言い訳しねぇって、努力不足だな」


「見てみい、絶ぜつ対たい評価でも足りてないやろ」


「ん？　まーそれは言葉の綾でだな……」


　なんだか終わりそうも無い。更さらにテンポが速いので会話に割わり込む暇ひまも無い。ま、無理して割り込む必要も無いか。こと成績トークに関しては口出しできそうもない。おとなしくうどんをずるずる。うむ、ここの食堂ってけっこうレベル高いよね。満足満足、さすが私し立りつの新しん設せつ校こう。


「あ、八千代ちゃんですっ！」


　泉ちゃんはそう言うと、立ち上がって「こっちこっちー！」とぶんぶん手を振ふった。きっと仲がいいんだろう、えらく嬉うれしそうだ。視し線せんを追うと確たしかに発見八千代ちゃん。人込みの中でも目立つその和服姿すがた。何な故ぜ和服なのかはいまだに謎であり、教員などの存そん在ざいを除のぞけば唯ゆい一いつ学園内で制せい服ふく以外のものを着ている存在である。


　泉ちゃんの声に気付いたようで、すっと振り返りこちらに歩いてくる。特に何を持っているでもなく、何の用で食堂に居いるのかよく分からない。お茶でも飲みに来たんだろうか。無料飲み放題だし。


　八千代ちゃんはかすかに批ひ難なんの色のこもった一いち瞥べつを俺に向けた後、すぐ右の椅い子すに座すわっていた男子生徒に向かって、


「ここ、よろしいですか？」


　と尋たずねた。その口調は疑ぎ問もん形けいではあるが「よろしいですね」「よろしいに決まっています」「さっさとどきなさい」という意い志しありありだ。一年にしてこの威い厳げん。「は、はいぃ！」と声を上げて退たい散さんする男子生徒。うわぁ、かわいそ。人じん権けんって何だ。平等って何だ。誠せい意いって何かね。きみは本当にこの可愛かわいい泉ちゃんと同い年なのか。本当に親しいのか。一体どんな会話してるんだ。想そう像ぞうもつかん。まさしく「お人形さんみたい」に綺き麗れいな顔立ちなだけに表ひよう情じようと感情がつかみづらい。四六時中ころころ表情を変える泉ちゃんとは対照的である。


　八千代ちゃんは空いた席に座ろうともせず、ただじっとその場に立っている。


　その場というのがまた俺のすぐ右横ぴったり近くで、プレッシャーを感じて仕方が無い。食べにくい。息もしにくい。わざとか、わざとなのか。嫌いやがらせなのか。新手の精せい神しん的な。


「……あのさ、せっかく空いたんだし座ったら？」


　精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほの台詞せりふを言ってみる。実じつ際さいはあまりそばに居て欲しくは無いのだが、じっと立ったままよりはいいだろう。そもそも泉ちゃんに呼ばれたなら泉ちゃんの方に立ちなさい。実は仲が悪いのか？　泉ちゃんが一方的に好きなだけだったら報むくわれないなぁ。


「いえ、すぐに都様がいらっしゃいますから」


　うわ、巫城のお嬢じよう様さまが来るのか？　こりゃ早く食っちまったほうがいいな。触さわらぬ神にたたり無し。関かかわらなければ俺がここに居ることも無い訳で──ああ、そうか。無む駄だだ。向こうから来たんだ。それは避さけられぬ運命。がっくり。


　突とつ然ぜんに起こるざわめき、そして人の波が割れていき、現あらわれた。長い髪かみを優ゆう雅がになびかせて登場。全すべてが絵になるさまになる。一つ難なん点てんを挙げるならば、お嬢様ともあろう存在が手にトレーを持ちＡランチ（洋食メイン）を載せていることだろう。


　八千代ちゃんに一言「ご苦労様」と言うと、お嬢様は俺のすぐ右横の椅子に腰こしかけた。ひー、来ちゃったよ！　緊きん張ちようすること八千代ちゃんのときのおよそ三倍。当社比で。食堂内の他の連中の話し声がかすかに聞こえる。おいおい《トップ３》が勢ぞろいだ。こりゃ何か起こるな。近寄るな危き険けんだぞ。


　確かに珍めずらしい事じ態たいではある。俺と春太はそれなりに仲が良く、Ｓ棟とう内でもつるんでることは多い。逆に巫城のお嬢様に関しては、ほとんど一いつ緒しよに居たためしがない。春太とお嬢様という組み合わせは無くはないだろう。何せ同じクラスだ。ただ、こうして三人が揃そろうというのは、おそらく初めの顔合わせの時以来だ。揃わないのは主に俺の問題なんだけど。自分が一いち応おう《トップ３》として周りに認にん識しきされていることは喜ぶべきところだろうか。んー、割とどうでもいいかそんなこと。


　あれ、ちょっと待った。ここに巫城のお嬢様が座るのはいいとして八千代ちゃんはどうする。立ったまま？　それはいくらなんでもひどいだろう。しかも昼食はどうした。もう食べたとか？　ひょっとしてメシ抜き？


「八千代ちゃん、昼メシは？」


　尋たずねてみる。じっと立たれてるのも気になる。


「後で食べます」


　と一言。んー、どうせなら一緒に食べればいいんじゃないかなぁ。食べてるところを見られるのが恥はずかしいとか？　うむ、年とし頃ごろの女の子って難むずかしい。


「私たち《パートナー》は《トップ３》を守ることが求められています。至し上じよう命令と言っても過か言ごんではありません。時には自分の体を盾たてにしてでも《トップ３》をお守りする、それが《パートナー》です。特に都様のような方はいつ何なん時どき誰だれに襲おそわれるか分かりません。ですから私はこうして周囲を監かん視しする必要があるのです。食事中という人間が無む防ぼう備びになる時間帯に、呑のん気きに一緒に食事をすることは──私にはできません」


　わぉ、年頃の女の子って本当に難しいね！


　しかし最後の一言、えらく皮肉っぽかったな。まさか泉ちゃん──と見ると特に何も気付いていない様子で、ちょうど麵めんを口に含ふくんだところだった。目が合うと小首を傾かしげる。「なんですか？」と言いたいようだ。ふぅ、なんでもないなんでもない。鬱うつモードに入らなくて良かった。


　たださっきの台詞にあの皮肉のスペシャリストが気付かない訳がなかった。


「相変わらず頭堅かたいなー、やっちん。『全国頭堅い女子高生百選』に今度推すい薦せんしといたるわ。食事ってのはやな、言うてみたらコミュニケーションの場や。《トップ３》との信しん頼らい関係を深めること、それが一番大事なんとちゃうか？　至上命令と言っても過言ではありません、なんつってな。──まったく、そんなことやから前の《トップ３》に置いてかれてしもたんやろ。違ちがうか？」


「なっ──」


　おお、八千代ちゃんが怒おこっている。表情の変化は小さいにせよ確たしかに怒ってる。普ふ段だん無表情なだけに怖さ倍ばい増ぞう。助けて誰か、八千代ちゃんが俺から近いよ。八つ当たりで首でも絞しめられそうなオーラ感じるよ。ひぃー。


「八千代」


「──都様」


「お茶、くんできてくれる？」


　おお、天の助け。さすがは二年のカリスマ巫城のお嬢様！


　しぶしぶ従したがう八千代ちゃんと、その後うしろ姿すがたに「へん、小こ童わつぱが！」と言うような視し線せんを浴びせるカンナ。あーその何だ、仲悪いんだね二人とも……。


「しかし、みやちゃんが食堂とは珍しいな、なんや心しん境きようの変化か？」


　箸はしに里イモを刺さしたままカンナが言った。気持ちの切り替かえは速いらしい。


「ちょっとした気まぐれです。そういうの、カンナも嫌きらいじゃないでしょう？」


　お嬢様はそう言うと、ハンバーグを器用に切り崩くずし口に運んだ。普通のものを食べるのが驚おどろきだ。かと言って何を食べるのが一番似に合あうかと問われると難しい。さすがに霞かすみを食って生きている訳わけでも無いだろう。うーむ、キャビアとかフォアグラとか？　見たことないけど。それも何か違ちがうな……。おお、ジェラートってのはどうだろう。広場でジェラート、これだね！


　ん？　なんか誰かの視線が俺おれに刺さっているような……。誰だ。


　前を見る。春太がカンナのおかずを奪うばおうとして、すぱーんとはたかれている。違う。泉ちゃんは、と。おー、うどんと格かく闘とう中しかも苦戦中。はふはふ、ぷはぁ、えぅー、はふはふ、の繰くり返し。ファイト！　もう少しだ。とすると残りはあと一人。首を回す。ギロリ。あ痛いたたたた……視線が痛いよ八千代ちゃん。さっきお茶くみに行ったと思ったらもう帰ってきている。さすがの仕事の早さ。感服。両手に湯飲みを一つずつ。


　しかしなんだってんだ。お嬢じよう様さまをじろじろ見るなってことか？　そんなもん目がついてるから仕方無いのだ。別に足から頭まで舐なめまわすように見てた訳じゃない。


　八千代ちゃんは視線を外すと、まずお嬢様の前に湯飲みを置く。そしてもう一つを俺の前に。……何な故ぜ俺に。なんかこう、変な意図を感じてしまう。まさか毒入りじゃないよね八千代ちゃん。


「……あなたのせいです」


　ぼそり。去り際ぎわに耳のすぐ近くで八千代ちゃんがつぶやく。


　俺のせい？　何がだろう。心当たりがあるような無いような──ってそもそも何のことだか分からないとどうしようもない。とりあえず謝あやまっとこうかな。うむ、それが良さそうな気がする。


「結果に至いたる過か程ていを事象の連続として捉とらえるなら、確かに藤倉のせいなのかもしれませんね」


　周りに聞こえないように、ということなのか小さめな声で巫城のお嬢様。


　ですがすいませんごめんなさい、それますます訳が分かりません。


「八千代は自分が寝ね坊ぼうしたことを貴方あなたのせいだ、と言いたいのでしょう」


「あー……なるほど」


　納なつ得とく。つまりはお嬢様の昼食の用意は八千代ちゃんの仕事であり、その八千代ちゃんは昨夜寝ているところをＳ棟とうからの脱だつ走そう者のため叩たたき起こされて寝坊、と。毎度毎度のことになると、さすがの八千代ちゃんも辛つらいってところか。まぁこっちも脱走の張ちよう本ほん人にんなだけに朝はかなり辛いものがある。実じつ際さい今朝なんかは泉ちゃんにマウントからのボディーブローを三発受けてやっと目覚めた訳で、「えぅー、トーマさんが死んじゃったかと思いました。えぐえぐ」という嬉うれしいやら恥はずかしいやらな一日の始まりだった。


「第二警けい戒かい網もうまで突とつ破ぱするとは予想外でした。貴方一人の力では無いですね。カンナか秋月か──おそらく秋月でしょう。脱出ルートの構こう築ちく、ベターなものであったのは間違い無いですが、ベストにはほど遠い」


　おおバレバレですか──って待て待て、あれでようやく第二警戒網なのか？　なら第何警戒網まであるんだよちくしょう！　暗がりの中で真っ黒な和服の八千代ちゃんに会った時は、「おお、ラスボスっぽい！」なんて思ったんだがあれはひょっとして中ボスか？　どちらにせよあっさりやられたんでしょうがないんだけど。いやあれ騙だまし討うちだろ。まったく許せん。もう油断しないぞくそう。八千代ちゃんに近寄って、「俺、どうしても行かなきゃならないんだ」なんてかっこつけたところ、すっと両手を首に回されて、おお、これは別れのラブシーンなのか！　と思ったところでちくり。二度目なら気付けよ俺……。


「しかし、少し釘くぎを刺しておく必要がありますね。──秋月！」


　ひときわよく通る強い声で呼よびかけられ、春太がこちらを向く。それほど動じた様子が無いのは慣なれているからなのかもしれない。食堂に居いる他の関係無い連中のほうがはるかにびびっている。


「今後、藤倉の脱走計画には手を貸かさないように。いいですね？」


「んー、都ちゃんそれちょっと無理。友人が助けを求めてるのを無む視しするのは男じゃないんだっての」


　おお、かっこいいぞ春太！


「友人としての私の頼たのみです。聞けませんか？」


「それなら仕方無いな。すまんトーマス」


　うわあっさり。なんだよなんだよそんなに簡かん単たんに引き下がるなよ。ここで重視すべきは男の友情だろ？　それがロマンってやつだろちきしょうめ！


「お、なんやなんや。トマぴょんまた脱走したんかいな」


　カンナの言葉に「まぁね」とだけ答える。それ以上言いようが無い。失敗してるし。


「なかなか阿あ久く沢ざわのにーちゃんみたいに上う手まくはいかへんもんなんやなぁ……。そーいや阿久沢のにーちゃんがこっちに戻もどってきとるっちゅー噂うわさ、みんなは聞いたか？」


　その一言で周囲の空気が変わる。


　ここら一帯だけで無く、食堂内全すべてが。


　阿久沢という名前はそれだけタブーなのかもしれない。噂ぐらいは確かに聞いた。なんでも「ヤツが帰ってきた」「平へい穏おんな生活も終わりだ」「今度こそ殺される」エトセトラエトセトラ。どこまで信じていいものやら分からないが、とりあえずいい人では無いらしい。それは確かく実じつだ。


　巫城のお嬢様、八千代ちゃんの表ひよう情じようが特に硬かたい。張はり詰つめた空気が漂ただよっている。触ふれたら感電しそうだ。ばちばち放電中。この二人が警けい戒かいする、ということでただものでは無い事が容よう易いに理り解かいできる。


　その時、


「ぷはぁ、ごちそーさまでしたっ！」


　と呑のん気きな声。それでいて場を和なごます天使の声。左手で泉ちゃんの頭を撫でる。


「えへへー、えらいですか？」


「えらいえらい。残さず食べる、これ最高！」


「トーマさんにそう言ってもらえると嬉しいですっ！」


「よし！　ごほうびにうどんもう一杯ぱい買ってきちゃうぞー」


「えぅー、それは無理です。もうおなかぽんぽんです……」


　最後のはもちろん冗じよう談だん。ちょっといじめてみたくなっただけ。


　巫城のお嬢様がそんなやり取りを見てくすと笑う。ん、なかなかいい表情。馬ば鹿かにしてるって訳わけで無く、ただただ楽しそうな表情。まずい、下へ手たしたら惚ほれちゃいそうだ！


　お嬢様はわずかに姿し勢せいを正すと、少し考えた様子を見せこう言った。


「もし阿久沢がこちらに来ているにせよ、私たちが会うことは無いでしょうね。彼に用があるとすれば、それは長なが峰みねに対してぐらいのものでしょう。もちろん、その過程における被ひ害がいは考えておくべきですが」


　過程における被害？　そりゃまた物ぶつ騒そうな。台風じゃないんだから。


「まーせやな。長峰はんに会いに来てるってとこか。うち阿久沢のにーちゃんに聞いときたいことあったんやけど、たぶん無理やろな。──って春やん何してんねん！　うちの大学イモ食うなー！」


　もうすでに大学イモは春太の口の中である。


「んぁ？　食わねえのかと思ったんだって」


「こんのアホ春！　好きなもんは最後にとっとくのが常じよう識しきやろ！」


「俺おれは最初に食うけど？」


「そんなん知るかー！　返せ返せ返せー！」


「お前はだいたい食うのが遅おそいんだっての」


「あぁ、うちの、うちの大学イモ……」


　がくりと項うな垂だれるカンナに「すまん」と春太が謝り、「なんやその謝り方は！」と続き、しばし二人の間で謝しや罪ざい方法において必要なのは物か心かというやり合いが繰くり広げられる。


　春太お疲つかれさん。


　そもそも俺と泉ちゃんはもう食べ終わっているので、この場を後にして何ら問題は無いはずである。しかし以前そうしたところ、カンナによる「なんやトマぴょん、連れがまだ食事中やのに席を立つっちゅーのはどーゆーこっちゃ！　みんなが食べ終わるまで待つのが礼れい儀ぎやろ！　いっぺん耳の穴あなから礼儀叩たたき込んで奥おく歯ばガタガタ言わしたろか！」とご飯つぶが飛んでくる程ほどの勢いきおいでたんかを切られたので、少なくともカンナが食べ終わるまで席を立つことはできそうもない。喋しやべってばかりで一番食べ終わるのが遅いのがカンナであるにも拘かかわらず、である。今もまだ春太とやり合ってるし。早く食ってくれ。


　仕方が無いので泉ちゃんの丸ほっぺをつついて手持ちぶさたな時間をやり過すごすことにしよう。


　ふに。「ふぇ？」


　ふにふに。「トーマさん？」


　ふにふにふにふに。「どうしたんですか？」


　ふにふにふにふにふにふにふにふに。「えぅー、痛いたいです……」


　しまったやり過ぎた。鬱モードに入る前にひたすら謝る。ごめん泉ちゃん悪かった。何が悪いって本当はこの暇ひまな時間が良くない。さてどうするか。どうもこうも何も無いけど。


　せっかくの機会だ。疑ぎ問もんだったことをぶつけてみるってのも悪くないか。珍めずらしく巫城のお嬢じよう様さまと話せそうってこともある。こんなときじゃなきゃ話すら出来ないってのが情なさけないが、ま、それはおいおい考えておくとして。


「巫城のお嬢様は──」


「藤倉、なんのつもりですかその呼よび方は？」


　倒とう置ち法でぴしゃり！　視し線せんでギロリ！　うわっ怖こわっ！


　穏おだやかでいながら明らかに怒ど気きを含ふくんだ声だった。かすかに眉まゆのあたりもぴくぴくしている。しまった。ファーストコンタクト完全失敗。撤てつ退たいするか？　いや前進、俺の生き様を見よ！


「えと、その、都お嬢様は──」


「都で構かまいません。もちろん、貴方あなたが呼びたいように呼ぶことを妨さまたげるつもりはありませんが」


　ぐげ。これで他の呼び方が出来るやつが居たらお目にかかりたい。


　要するに都と呼べ、そういうことだろう。まぁ春太みたいに「都ちゃん」とかカンナみたいに「みやちゃん」と呼ぶのはさすがに馴なれ馴れしいだろう。無ぶ難なんなところだ。


「──都はその、なんで俺をここに連れてきたんだ？」


「貴方は私の個人的な判はん断だんで連れてきた、そう思っているのですか？」


「違ちがうのか？」


「半々といったところですね」


　涼すずしげに答える。よく分からん回答をありがとうお嬢様。


「でも俺ってそんな成せい績せき良くないだろ。良くないどころかその、ぶっちぎりの最下位な訳で、そんな人間が《トップ３》ってのは──」


「藤倉様、それは違います」


　言葉を挟はさんできたのは八千代ちゃんだった。


「《トップ３》は成績上位者が選ばれるといったものではありません。私はその選考方法を詳くわしく知る訳では無いですが──事実、現げん三年第十二期に優まさるとも劣おとらず評ひよう価かの高かった第七期《トップ３》は試験そのものにまったく興きよう味みを持たなかったと聞いています」


　澱よどみ無く八千代ちゃんが言い切る。


　はたして本当に選考方法を知らないのだろうか。お嬢様が何か言うのを前もって制せいしたように思える。いずれにせよ、あまり言いたくないことだ、ということだろう。どうなってんだ御城学園。何考えてんだ巫城グループ。


「せや、うちらの代の《トップ３》がなんて噂うわさされとるか知っとるか？　なんでも『史上最低のトップ３』らしいで。こりゃなんとも傑けつ作さくやな！」


「どこが傑作だっての」


　笑いながら机つくえを叩くカンナに春太の突つっ込こみが入る。


「評価の高かった年代の次はどうしても厳きびしく見られるのでしょう。仕方の無いことですね」


　湯飲みを片かた手てにお嬢様は動じない。それは自分に対する確かつ固こたる自信からきているのかもしれないし、巫城グループ会長の孫まご娘むすめとしていろいろ言われてきたという過か去このせいかもしれない。嫉しつ妬とや僻ひがみや陰いん謀ぼう渦うず巻まく巫城グループの中で──ってこれはあくまで想そう像ぞう。金持ちのところってそーゆーもんじゃないの？　という、ま、偏へん見けん。


　八千代ちゃんが静かに口を開く。


「私は都様のいらっしゃる現二年《トップ３》は今までのどの年代にも負けないと思っています」


　言い切る。やけに「都様のいらっしゃる」の部分を強調。お嬢様への忠ちゆう誠せい心がなせる業わざか。


「もちろんうちは第十三期《トップ３》が最高やって思うとるで！」


　今度はカンナ。第十三期《トップ３》とは現二年のそれのことだ。おお、ノリがいいね！　とすると次は誰だれの番だ？　いやー、照れちゃうなー、俺ってば実じつ際さいへぼへぼで無む能のうでぶっちぎり最下位な訳だし？　でも頼たのむよ泉ちゃん、ばーんと言っちゃってください！


　……。


　…………。


　あれ、来ない。


　泉ちゃんを見ると、湯飲みを両手に抱かかえて「はふー」とひと休み中。いままでの話なんて聞いてないような雰ふん囲い気きだ。それ以前になんとなく泉ちゃんの周りだけ空気が違う。そこだけほんのり森の中。マイナスイオン放出中。


　まぁ、いいか。幸せそうだし。


　気を取り直していこう。こんな機会が次いつあるか分からない。


「例えばの話だけど──普ふ通つうの人と違った能力を持った人間が《トップ３》に選ばれるってことはあるのか？」


　突とつ飛ぴなことを言っているのかもしれない。なに馬ば鹿かなこと言ってんだ、でおしまいかもしれない。それでも、もし想像が正しいなら早めに誤ご解かいをといておいた方がいいと思う。前居いた場所に帰れるなら、最高だ。


「なにをもって普通の人と違うとするかでしょうね」


　特に興味も無いといった調子で返すお嬢様。八千代ちゃんは八千代ちゃんで微び動どうだにしない。特に表ひよう情じようの変化も無い。こう受け流されると失敗だ。何も分からない。身動きが取れない。


「お、なんやなんや！　トマぴょんはそっち系けいなんか。ええなー、そーゆーの。うちも欲ほしいなぁ」


　ああ素す晴ばらしきかな関西人。ノリがいいよね関西人！　乗ってくれてサンキューサンキュー！　カンナが実際に関西人なのかは知らないけどね。とにかくオッケー、ここで重要なのは会話が次に進むことなのだそうなのだ！


　人と違う能力。人と違うということ。普通ではないチカラ。本当は話されたくないし話したくない、そんなものだろう。下へ手たすりゃ化け物扱あつかいだ、ってこれは言い過すぎか？　違うね真実だ。知ってる、知りすぎてる。


　ただ今の場合、俺おれは自分自身で自分の能力について語ろうとしている。まったく問題無しだ。自分のことを理り解かいしてもらおうとしている？　そんな目的じゃない。へっぽこ能力をアピールしてさっさと帰らせてもらうのが目的。脱だつ走そう失敗も八回を数えたら、ちょっとは工く夫ふうしないとね。父さん母さん琴ことちゃん、帰ったらおかえりなさいパーティーよろしく！


「おお！　よく帰ってきたな」「本当にこの子は心配させて……」「お兄ちゃん、お帰りなさい！」なんつったりして。いいね、一家団だん欒らん。狭せまいながらも楽しい我わが家。やっぱり家が一番だなぁ～、って言うんだ絶ぜつ対たい。


　さて、いざ切り出す段だん階かいになると再ふたたび緊きん張ちようが襲おそってくる。


　久ひさ々びさだしなぁ……。うまくいくのか？　ええい、ままよ！


「はい注目注目！　えー、今この湯飲みには冷たいお茶が入っております。種も仕し掛かけもございませんアルよー」


　馬鹿っぷり丸出しだ。俺はえせマジシャンか？　語ご尾びも変だし。ええい知るか！　後あと戻もどりなんてしないぜ！　死ぬときはいつだって前のめりにつんのめり気味だ！


　持ち込んでいたサッカー雑ざつ誌しから目を離はなす春太に、「お、なんやおもしろそうやな」と身を乗り出すカンナ。お嬢様と八千代ちゃんはこれといって反はん応のうを見せてはくれないがまぁいい。何が起こったか分かればいいのだ。えーともう一人……わお！　泉ちゃんその期待に満ちたまなざしは何かね！　困こまる。正直困る。期待するほどのもんじゃないんだ。がっかりするよきっと、うん。


「それに俺が指を入れる」


「うわ、汚きたないやん」と言うカンナに「いいだろっての。本人が飲むもんなんだから」と春太。あー、ちょっと俺も指突っ込んだもの飲むの嫌いやかも。飲む必要は無いし。


　出来るだけもったいぶった調子で言う。


「すると、どうなるか──」


　……。


　…………。


　……………………。


「どうなんねんな」


「顔色悪いぞトーマス、失敗なら失敗で俺は全く構かまわないからな」


「トマぴょん、オチの無い話は最低やって知ってるか？」


「カンナお前な、どんな話にもオチを期待するのやめろっての」


「なんや悪いんか？」


「お前の話も落ちてないこと多いだろ」


「ケースバイケースや。トマぴょんはネタ振ふりをした。ならばオチは必要不可欠。どや、まちごうてないな？」


　あーもう静かに静かに。もうちょっともうちょっと。一休み一休み。


　ふぅ、顔色悪くなってるのか。気分が悪くなってきてるのは事実だけど──よし、こんなもんだろ。


「完成！　じゃんじゃじゃーん！　はいカンナ、確かく認にんよろしく」


「お、うちに最初に渡すあたり分かっとるなートマぴょん」


　カンナはほくほくした表情で湯飲みを受け取る。いや単たん純じゆんに一番周りに伝えてくれそうな気がしただけなんだけど。


　湯飲みをしばし観察し、きょとんとなるカンナ。


「なんも変わってへんみたいやけどな……」


「中身のお茶を、あー、飲む訳にもいかんだろうから指ででも確認して」


　カンナは言われた通りにする。そして「おおっ！」と声を上げて目を見開く。さすがナイスリアクション！
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「熱なっとる、冷たかったはずのお茶が熱なっとるで！　うわぁ、こりゃなんともびっくりや！　──ってトマぴょん、ひょっとしてこんだけか？」


　それだけでございますお代官様。ええ、それ以上は何も出てきませんです。


　視し線せんが冷たいのが辛つらいな、しかし。


「カンナ、お前それ失礼だろ。触ふれたものの温度を上げるってことか？　すごいじゃねーか」


「そんなん電子レンジでええやん」


　まさしくごもっとも。カンナの言う通り。


　さて、これで俺の能のう力りよくがどれだけ役に立たないか証しよう明めいされた訳だ。どうするお嬢じよう様さま、どうでるお嬢様？　意味無いよー、こんな人材使えないよー。さっそくスタッフサービスに電話しなきゃ！


『進歩した科学技ぎ術じゆつは魔ま法ほうと見分けがつかない』って言ってたの誰だっけ。まさしく真実。触れたものの温度を上げる能力、昔なら重ちよう宝ほうされたかもしれない。薪たきぎが貴き重ちようだったころとか、湯を沸わかすのが一苦労だったころとか、木をごしごしやって火をつけてたころとか──っていつの時代だそれ。ともかく今や俺の代かわりは電子レンジで充じゆう分ぶん。数分待ってチーン！　ときたもんだ。便利だね科学技術。


「トーマさんが居れば電子レンジなんていらないですっ！」と感動した様子の泉ちゃん。


　いや違うんだよ。まったく逆ぎやく。電子レンジがあれば俺いらない。俺不要。ゴミの日にでも捨すててくれ。


「えぅ、トーマさんはこんなに凄すごいのに泉はなんの取り得も無いです……。もういっそ死んじゃいたいです……」


　待て待て待て待て！　鬱うつモードに入るとこじゃないぞ泉ちゃん！　なにか間違ってる。


　もう油揚あげは無いぞどうしたら？　無言のまま左ひだり肩かたを、とん、と叩たたかれる。ん、八千代ちゃん？　何それ飴あめ玉だま？　いや今は呑のん気きに飴舐なめて「アマーイ！」なんて言ってる場合じゃ──ってなるほどそうか。


「泉ちゃんは凄い！　なんてったって今日はうどんを残さず全部食べたからね！　よーし、そんな泉ちゃんに俺からプレゼントだ！」


　温うん州しゆうみかん、と書いてある大きな飴玉を手て渡わたす。


　泉ちゃんの顔が途と端たんに明るくなって、


「トーマさん、泉の好きなもの知っててくれたんですね！　すっごくすっごく嬉うれしいですっ！　泉はこれを一生の宝たから物ものにしますっ！」


　これでひと安心。しかし喜んでくれるのは嬉しいけど、食べてやったほうが飴としても幸せなんじゃないだろうか。ともかくこれにて鬱モード終しゆう了りよう。助かったよ八や千ち代よちゃん！　と目で合図。


　八千代ちゃんはいつものようにいつものごとく、無む反はん応のうで無む表ひよう情じよう。


　まぁいい。八千代ちゃんがいい子だってことが分かったし、泉ちゃんと仲がいいってことも分かった。


　忘わすれちゃいけない本題に戻もどろう。


「で、まぁその、なんというか」


　落ち着け俺。


「能力って言ったってこんな何の役にも立たないもんだし、成せい績せきのほうもアレだろ？　なら──」


　俺が《トップ３》なんてのは何かの間ま違ちがいだ。誤ご解かいだ。そもそもこの学園に居いるべき人間じゃない。なんとかして俺を叩たたき出すべきですよお嬢じよう様さま、と続ける、はずだった。が、妨さまたげられた。


　その言葉にはいかにも含ふくみがあって、忘れていたはずの不安や恐きよう怖ふや自じ虐ぎやく心を思い出させるには充分だった。


「いろいろ応用がききそうな能力ですね」


　お嬢様は不ふ敵てきに笑った。私は知っていますよ──そんな目だった。


　頭がずきりと痛いたむ。内部で直ちよく接せつ針はりが暴あばれているような痛み。


　ずっと昔。まだ、小さかった頃ころ。


　はっきりと覚えてる。ちょうど十年前。忘れられるはずがない。


　真っ赤で。血ち塗まみれで。人が、たくさん、倒たおれていて。


　それで、そこで、俺は──


　記き憶おくの中の少女と巫城のお嬢様が重なり合う。いや、そんなはずはない。そんなはずはないんだ。もしそうなら──その左手はどういうことだ？





　　　　□□□





　えいっ、てトーマさんに体当たり！


　うわっ、ってよろめくけどトーマさんは平気。さすがトーマさん、見た目よりずっとがっちりしてる。


「……泉ちゃん、突とつ然ぜん飛びつくのはその、危あぶない。かなり危ない。俺も危ないけど泉ちゃんも危ない。下へ手たしたら廊ろう下かに顔面スライディングになるから、ね？　オッケー？」


「オッケーです！　泉、了りよう解かいしましたっ！」


　軽く右手で敬けい礼れいびしっ！　でも左手はトーマさんのシャツを摑つかんだまま。


　せめて教室に着くまでの間に、午後の授じゆ業ぎようが始まる前に、少しでも気が楽になれたらいいなって思う。


　だってトーマさん、ずっと怖こわい顔してたから。お昼からずっと──正せい確かくには、あの能力を見せてからずっと。


　トーマさんが向こうに帰りたいってことは前々から知ってた。でも、そのために能力まで見せちゃうなんて思わなかった。それは、思い出したくないことまで思い出しちゃうことだから。


　何があってもいつも通りでいられる都さんはすごいなって思う。


　都さんだって、辛つらいことを思い出したはずなのに。すっごく痛かったはずなのに。


　それに比くらべたら泉なんて全然ダメだ。


　トーマさんのことが心配で、すっごくすっごく心配で、少しも目が離はなせなかった。


　変だなって思われちゃったかもしれない。不自然だったって自分でも思う。


「……泉ちゃん、その」


「はいっ、なんですか？」


「その、くっついてると歩きにくいから」


「うー、トーマさんは泉が邪じや魔まなんですか？」


　ちょっと拗すねてみる。トーマさんは優やさしいから、これだけでもう何も言えなくなるって知ってる。


「トーマさん？」


「いやいやいや、邪魔なんかじゃないってもちろん！」


　やっぱりまだ辛いんだって思う。


　作ったような笑顔が大だい丈じよう夫ぶなんかじゃないって教えてくれる。


　シャツのあたりをぎゅっとして、無理しちゃダメだよって伝える。こんなときいつも、トーマさんは困ったような顔をする。泉はちっちゃいから、一つ歳とし下しただから、いけないのかもしれない。頼たよりないのかもしれない。例えば都さんなら、トーマさんの傍そばに居いて、一いつ緒しよに歩いていけるかもしれない。過か去この辛い記憶も乗り越こえていけるのかもしれない。それはトーマさんと都さんの二人でしか出来ないことなのかもしれない。──でも、今、トーマさんの傍に居るのは泉だから。だから、出来ることをやらなきゃ。


　後で医い療りよう棟とうに行ってお薬を貰もらって来よう。元気がいっぱい出そうなのがいい。


　お薬？　なら──もっといい人が居た！　なんで思いつかなかったんだろう。お話ししなきゃいけないこともあった。それに、もっといいことがある。トーマさんとにーさまが会うことで、二人がすごく仲良くなって、いろんなことがいい方へ向かうかもしれない。ううん、きっと、うまくいく。


「トーマさん、あの、あのあのっ！」


「体は大丈夫！　泉ちゃんが心配することなんて何にもナッシング！　なんてったって超ちよう健康優ゆう良りよう児じだから！」


　いやそうじゃないですトーマさんっ！　うぅ、なんだか会話が少しずつずれてる……。


「いえあのそのっ、えっと」


　慌あわてて舌したを嚙かみそうになる。落ち着いて落ち着いて。うん、大丈夫。


「にーさまに会ってくださいっ！」


　このときの様子を見たクラスメイトから、プロポーズしてるのかって思った、なんて冷やかされたことはトーマさんには内緒。




　４　屋上に響ひびく音ね色いろ







　敵てきを知り、己おのれを知れば百戦危あやうからず。別に戦いに行く訳わけではなく、長なが峰みねさんが敵である訳でもないが、要するに情じよう報ほうは重要だってことだ。そういう解かい釈しやく。己については引き出しが多くない為ため割かつ愛あい。自分がどの程度の人間かってことは少なくともわきまえてる。


　で、今いま更さらながらに長峰さんについて級友に聞き回ったところ、それなりの情報は集まった。現げん三年《トップ３》で有名だということも幸いしたと言える。長峰亮りよう平へい、《パートナー》は榊さかきみどりで共に三年。そしてもちろん妹は長峰泉いずみ。まぁこれは知っているが念の為。成績優秀で性せい格かくは温おん厚こう。温厚、というのは同じく《トップ３》の一人だった阿あ久く沢ざわ氏がもっぱら人や物を殴なぐる蹴けるの暴ぼう挙きよに出るタイプの人間だったらしく、その後始末を全すべてこなしていたことによるところが大きい。阿久沢氏とは親友だったが、脱だつ走そうの際さい長峰さんが止めに入って大喧げん嘩か。その時長峰さんの左眼めを阿久沢氏は素す手でで鷲わし摑づかみにし、奪うばい取り、その場で食べた。そのため長峰さんは文字通り左眼を失い、それを隠かくす為に眼がん帯たいをしている、と。


　ひええ、想そう像ぞうしただけで恐おそろしい。やり過ぎだ。スプラッタだ。なんかこっちの目も痛いたくなってくる。幸運なのはこれから会いに行くのが阿久沢氏では無く、長峰さんだってことだ。人の目を食べるような人間に会いたくない。道理で阿久沢って名前に敏びん感かんに反はん応のうするやつが多い訳だ。ただ、長峰さんの話を聞くとき、たいていは阿久沢という名前もセットで出てきており、そんな人と仲良くしていた長峰さんもただ者じゃないんだろう。数回会ったときは特に何も感じなかったが、ひょっとしたらオーラを隠かくしていたのかもしれない。能ある鷹たかは爪つめを隠す。そして獲え物ものを見つけたら一気に襲おそう！　うわ、俺おれひょっとして危き険けんなのか？


　どうしよう。止やめよっかな。今ならまだ間に合う。せめてゆっくり、考えをまとめながら歩いてもいいかも。泉ちゃんに言われるまま会いに行くことを決めたのは、ひょっとしたらＳ棟からの脱走に成功した阿久沢氏の話も聞けるかも、なんて軽い気持ちだったんだけど……ねぇ？　さすがに命が大事だ。


「どうしたんですかトーマさん？」


　第四校こう舎しやから音楽室のある別館へと続く渡わたり廊ろう下か。その真ん中あたりで立ち止まった俺を見上げて泉ちゃんが尋たずねる。もともと泉ちゃんを連れてくるつもりは無かったのだが、「泉はトーマさんといつも一いつ緒しよなんですっ！」と押し切られてしまった。《トップ３》と《パートナー》はそういうものらしい。授じゆ業ぎよう中と寮りよう内ないを除のぞいての話ではあるが。あとトイレに行く時ももちろん除く。それでもまぁ一人の方が都合が良い場合もある訳で、そんなに仕事熱心じゃなくても……なんて思う。今回は負けたけど。


「んー、ちょっと緊きん張ちようしてきた」


　正直に答える。別べつ段だん人見知りをするほうでは無いが、相手は現三年《トップ３》。巫み城しろのお嬢じよう様さまが居るにも拘かかわらず現二年のそれより圧あつ倒とう的に評ひよう価かが高い。それに加えて集めた情じよう報ほうによるものがある。もちろん、現二年の評価が低いのは主に俺のせいなんだろうけど。


「大丈夫ですトーマさんっ！　きっとすぐ仲良しになれますっ！」


　泉ちゃんは気持ちいいぐらいの笑え顔がおで言う。泉ちゃんならそれこそ地じ獄ごくの番人とだってすぐ友達になってしまいそうだ。俺はどうだろね。うーむ、無理して地獄の番人と友達にならんでもなぁ。


　まぁいっか。悩なやむのは無し。当たって砕くだけてこんにちは！　泉ちゃんが言うならきっと大だい丈じよう夫ぶ！


　顔をぱんぱんと二度叩たたいて気合注入。よし！


「オッケーオッケー、サンキュー泉ちゃん。よし行くか！」


「はいですっ！」


　足取りも軽く──というほどでも無いがほんの少しだけ大おお股また歩きでゴー！　気持ちが大切なのだそうなのだ。


　すぐにいかにも重そうな銀色のドアに辿たどり着く。音楽室なだけに防ぼう音おんなんだろう。そういえばまだ音楽室には入ったことが無い。ひょっとして初体験？　きゃー、入っちゃうー！　なんつって。


　ドアノブに手を掛かけ、いざ！　という瞬しゆん間かん。小こ窓まどから見える内部の様子で動きを止めた。


　一人は長峰さんで間ま違ちがい無い。遠くからでも左眼の眼帯が良く目立つ。ついでに言えば俺自身記き憶おく力の悪いほうじゃない。一回ならともかく数回は会ってる。


　問題は、長峰さんのすぐ傍そばにもう一人居いる、ということだ。《パートナー》のみどりさんでは無く、知らない人。普ふ通つうの状じよう態たいで居るなら構かまわない。一緒にピアノを弾ひいている程てい度どなら入るのに躊ちゆう躇ちよしたりはしない。そのもう一人はピアノの前に置かれた椅い子すに座すわる長峰さんの両足の間に自分の足を入れ、体をこれでもかというほどに密みつ着ちやくさせている。しかもスカートがいくらかめくれ上がって太ももが見え、非ひ常じように艶なまめかしい。けしからんねまったく！　いやありがとう目の保ほ養よう。


　上半身はというと、残念ながら着衣の乱みだれは無いものの、右手を長峰さんの頰ほおに当て、左耳に口付けをしているような状じよう況きようである。長峰さんは長峰さんで、軽く紫むらさき色いろの入った相手の髪かみを触さわってまんざらでもない様子。うわー、乱れてるよ最近の高校生ってば！　今後の展てん開かいに激げき期待！　と自分一人ならこのまま変態ちっくな覗のぞき行こう為いを続けるところだが、泉ちゃんが居る。だめだ！　こんな光景、泉ちゃんには見せられない。俺が泉ちゃんを乱れたハイスクールライフから守るのだ！


　ドアに背せを向け、小窓をちょうど自分の体で隠す。


「あー、その、居なかった、長峰さん。帰ろっか」


「えぅー、残念です……」


　分かりやすく肩かたを落としてがっかりする泉ちゃん。ただすぐに何か思いついたらしく顔を上げる。


「せっかく来たんです。泉、トーマさんのためにピアノを弾きますっ！」


「え？　あの、それは……」


「喜んでもらえるかは分からないですけど、いっしょうけんめいがんばりますっ！」


　引くに引けない状況、とはまさしく今のことじゃないだろうか。弾くに弾けない、なんてね。いや俺上う手まいこと言うねサイコー！　ってそんなこと考えてる場合じゃない。うわどうするどうする。向こうが終わるまで間を持たすとか？　んー、三十分くらいなのかな。長峰さん早めによろしくね！　我が慢まんせずにね！　品が無いな俺。いやまいった。本当にまいった。なんか変な汗あせも出てきたよ？


　あ、誰か更さらにこっちに。うわうわうわうわ大ピンチ？


「あらあら、冬とう麻まくんと泉ちゃん。亮平さんに会いに来たんですかー？」


　ちょうど音楽室に今来た、といったところなんだろうか。それほど顔を合わせたことは無いが、名前を覚えてもらっていることがなんとなく嬉しい。まぁこっちだって顔と名前は一いつ致ちする。長峰さんの《パートナー》のみどりさんだ。


　手には何か入ったビニール袋ぶくろとピンク色の傘かさ。傘？　とても雨なんて降ふりそうも無い快かい晴せいの今日。用心深い人なんだろうか。


「いや、その、長峰さん居ないみたいなんで……」


「そんなはずありませんよ？　亮平さんはお使いを頼たのんでー、私は今戻もどってきたところですから」


　おっとりというかゆったりというかまったりというか──ああ、みどりさんってこんな喋しやべり方だったのか。スローではあるが決して他人をいらつかせるような部分が無い。というのは終始にこにこしていて邪じや気きがまるで無いからだろう。


　この人を前にすれば全すべての人が毒気を抜ぬかれてしまうような気がする。


「では、一いつ緒しよに入りましょうー」


「ちょ、ちょっと待ってくださいみどりさん！」


　体でドアを死守する。


「きっと長峰さん、忘わすれて帰っちゃったんですよ！　そうに違いないですって！」


「亮平さんはー、そんなひとじゃ、無いですよー？」


　みどりさんは頰ほおを少し膨ふくらませて反はん論ろんする。怒おこり方が可愛かわいい。幼よう稚ち園えんの先生あたり似に合あいそうだ。しかし引き下がってくれないのには困こまる。どうすればいいんだ。もし今入ってコトの真っ最中だったら──うわぁぁぁぁぁぁ！　うらやましい！　いや違う。それはまずい！　防音の音楽室ってひょっとしたらそういうことなのか？
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　みどりさんは顔を近付けてくると、真正面でにっこりと微笑ほほえむ。


「こうしたらー、入れてくれるかな？」


　人差し指をもったいぶってぴんと立て、それをみどりさんは俺の頰に当てる。


　ん？　なんだなんだ。何をするんだろう。


「ほらー、つんつん、ですよー。入らせてくれないともっとつんつんしちゃいますよー」


　うわ、なんだこの攻こう撃げきは。新手だ。精せい神しんに訴うつたえるタイプだ。やたらとこっちが恥はずかしい。


　みどりさんは楽しそうにつんつん、つんつん、を繰くり返す。しかも台詞せりふ付きで。ある意味すごい攻撃だ。真ま似ねできない。


　くそぅ、こんなことで屈くつしてなるものか！


「泉ちゃんも、一緒につんつんしましょうー」


「トーマさん、いいんですかっ？」


「よくないって泉ちゃん！」と言おうとするところを、みどりさんが先に俺の唇くちびるに指を当てて制せいす。慣なれている。達人だ。達人に違いない。タイミングが絶ぜつ妙みようだ。


「冬麻くんも、きっと喜んでくれます」


　いや喜ばないって！　という思おも惑わくはどうにも届とどかないらしい。


「はいっ！　泉もつんつんしますっ！　つんつん、つんつん──えへへ、トーマさんうれしいですか？」


　……泉ちゃん、あの、背が低いのは分かる。俺の顔までなかなか手が届かないのは分かる。だからといってそこはまずい。ひたすらにまずい。どこがどうまずいって自分の顔が耳まで赤くなってるのが分かるぐらいまずい。うわ、なんか鼻血出そう……。


「あらあら、冬麻くん、まっかっかでりんごみたいですよー、そんなに気持ちいいんですか？」


　この人は悪女だ。きっとそうだ。魔ま性しようの女じよ性せいだ。


　最後のあたりを耳に息を吹ふきかけながら言うあたりやばすぎる。そりゃもう色々と。


「泉、トーマさんに気持ち良くなってもらえるなら、もっとつんつんしますっ！」


　いやそんなに張り切らなくても。気持ちいいのは噓うそじゃないけど。


　泉ちゃんの言葉にみどりさんはくすくすと笑う。何かたくらんでいる雰ふん囲い気きだ。空気が妖あやしい。


「なでなでもすると、もっといいですよー」


「なでなでですねっ！　なでなで、なでなで──トーマさんの体、あったかいです」


「ぺろぺろも、いっちゃいましょうー」


「ぺろぺろ、ですか？」


「そうですよー、まず、その苦しそうなジッパーを下ろしてあげましょうー」


「ストップストップストォォォォォォォォォッップ！」


　ぜーはーぜーはー。


　くそうハメられた。ハメられそうだった？　なんつって。もういいです。俺の負けですみどりさん。


「……俺が悪かったです」


「冬麻くんは、悪くないですよー？　すごく可愛かわいかったです」


　みどりさんは楽しげに微笑む。きっとこの人は昔いじめっこだったに違いない。しかもかなりの腕うで前まえの。


「では、一緒に入りましょうー」


　仕方無い。観念しよう。ここで「俺たち用事があるんで帰ります！」と言ってもみどりさんには無む駄だな気がする。じたばたするのは良くない。やるだけのことはやった。ある程てい度どの時間は稼かせいだ。願わくば中の状じよう況きようが十八禁きんなものでありませんように……。


　重そうなドアを軽々とみどりさんは開ける。見た目より力持ちだ。


　その後に俺と泉ちゃんが順番に続く。念のため泉ちゃんがすぐ中を見ないよう巧たくみに体を入れておく。最悪の場合は目と耳を塞ふさごう。それでなんとか、なって、欲ほしい。


　音楽室の中は思っていたより広く、小こ窓まどから覗のぞいていたときよりも更さらに広く感じられる。二クラスぶんの人間は軽く飲み込むだろう。鮮あざやかな緑色の絨じゆう毯たんが綺き麗れいに敷しき詰つめられ、上うわ履ばきで歩くのも悪いような気がしてしまう。歩くたびに足に弾だん力りよくを感じる。うーむ、この絨毯、高いんだろうな。さすが巫城グループだ。


　クリーム色の壁かべは最近塗ぬり替かえられたのか、それとも単に新しいのか傷きず一つ無く、等とう間かん隔かくに小さな穴あなが空けられている。きっと防ぼう音おんのためのものだろう。以前の学校もそんなだった。そしてお約束のように並ならぶ肖しよう像ぞう画が。夜に目玉が動く、なんてここでも言われているのだろうか。いつも七不思議と共にある偉い大だいな作曲家様に敬けい礼れい、びしっ！


　部屋の左手奥おく、グランドピアノのすぐ近くに椅い子すを一つ用意し、長峰さんはそこに座すわっていた。しかも一人で。


　あれ？　おかしいぞ見み間ま違ちがい？　ひょっとして俺溜たまってる？　妄もう想そうだった？


　そんなはずは無い、と思う。確たしかにもう一人居いた。紫むらさきの混まざった髪かみの女じよ性せいがさっきまで居たはずだ。もう帰ったのか？　それもおかしい。入り口にはずっと俺や泉ちゃんが居た訳わけで──なら隠かくれたってとこか。右手奥側にはもう一つドアがある。いわゆる準じゆん備び室というやつだろう。楽器やら資し料りようやらが置いてある部屋。気配を感じて女の人がそこに隠れたか長峰さんが隠したか。ちょっと待て、何な故ぜ隠れる必要が？　えーと、裸はだかだってのはどうだ、やった！　なんとかして俺準備室へ！　なんてね。そんなことはしないよもちろん。


　長峰さんはこちらに気付くと、椅子から立ち上がってその右手を軽く上げる。突とつ然ぜんの来らい訪ほうにも歓かん迎げいされている、と解かい釈しやくして良さそうである。みどりさんについて、そして泉ちゃんを連れて長峰さんの近くへ。


「みどり、買ったものはそこに置いといていいよ。そう、そこだね。ご苦労様」


　長峰さんは一通りみどりさんに指し示じを出すと、両手を広げて、


「藤ふじ倉くらくん、よく来てくれたね。待ってたよ」


　いくらか芝しば居いじみた雰囲気が、わざとらしくなく様になっている。美形は得だ、なんてひねくれ根こん性じよう丸出しで思う。ちくしょううらやましい。


　はっきりした目元やあごのラインはいくらか女性的で、泉ちゃんの兄であることが分かりやすい。ただ違い和わ感があるとすれば──明らかに異い質しつなその眼がん帯たいだろうか。


「さて藤倉くん、これから二人だけで話をすることに、何か問題はあるかな？」


「もちろん、特に問題は」


「だろうね」


　回答を既すでに知っている質しつ問もんに果たして意味はあるのか。会話のリズム？　そんなとこか。これが長峰さんのやり方なんだろう。


「──みどり」


「はい、なんですか？　亮平さん」


「泉を連れて一時間ほど散歩してきてくれるかな？」


「分かりました。では泉ちゃん、行きましょうー」


　みどりさんが泉ちゃんに手を差し出す。てっきりその手をすぐに握にぎるものと思っていたが、泉ちゃんはそうしない。


「だめですっ！　泉は行かないですっ！」


　おや？　何が不満なんだ泉ちゃん。えらく頑かたくなな雰ふん囲い気き。


「《パートナー》と《トップ３》はいつも一いつ緒しよじゃないといけないんです！　トーマさんがここに居るなら、泉もここに居るんですっ！」


　おお泉ちゃん、実は役目に対する意い識しきが強かったのか。純じゆん粋すいなんだろうな、うん。悪くは無いけど融ゆう通ずうがきかないってのは困こまる。


「泉ちゃん、あのさ、ほんのちょっとの間だから……」


「トーマさんは泉が邪じや魔まなんですか？」


「う、」


　この場合は確たしかに邪魔と言えば邪魔なんだけど、正直に言って鬱うつモードに入られても困る。邪魔なんですねそうですね泉はだめですもうだめです、とっとと地じ獄ごくへ落ちやがれなんです、とかなんとか言い出しかねない。


「泉」


　長峰さんは膝ひざを屈かがめて視し線せんを泉ちゃんの高さに合わせる。


「にーさま……」


「藤倉くんは泉のことを邪魔だなんて思っていないよ。とても大切に思ってる。もちろん僕ぼくもだよ。だからこれから二人だけで話をしないといけないんだ。泉のためにね。分かってくれるね？」


「えぅー……」


　まだ不満らしく、頰ほおをふくらませて泉ちゃんは俯うつむく。長峰さんは手を伸のばすと、泉ちゃんの頭を撫なでる。優やさしい兄がぐずる妹をあやしている。そんなふうだ。


「そうだね、今度一緒に遊園地に行こう。ジェットコースターや観かん覧らん車しややメリーゴーランド、いっぱいいっぱい乗ろう。それでいいかな？」


「……そんなの、にーさまには無理です」


「無理じゃないよ。約束する。泉は、にーさまのことが信じられないかな？」


「…………」


　泉ちゃんはしばらく黙だまったままだったが、どうにか気持ちの整理がついたらしく、


「ぜったいぜったいですよ！　泉はぜったいにーさまと一緒に遊園地に行くんですっ！」


　と顔を上げた。少しだけ泣いているようにも見えた。





　ゆっくりと閉とじられる銀色の扉とびらを見ながら、二人が出て行くのを確かく認にんする。


「うまいこと言うもんですね」


「ん？　何のことかな？」


　長峰さんは一つだけ空いていた窓を閉とじる。音楽室には今や二人だけで、静かに空調の音だけが聞こえる。


「さっきの、泉ちゃんのために話をするってやつです」


「なんだ、それのことか」


　長峰さんはピアノの前に腰こし掛かけ、黒と白の鍵けん盤ばんを撫でる。すぅ、と左から右へ。長く綺き麗れいな指がその感かん触しよくを確かめるように動く。


「もちろん、泉のためでもあるんだよ。藤倉くんが泉にとって、泉が傍そばにいて安全な人間だということを確かめなきゃいけない。それが兄としての僕の義ぎ務むでもある」


「……はぁ」


「きみは、泉が『死にます死んじゃいます』なんて言うのをもう聞いたかな？」


「まぁ、何度か」


「それは良かった。ならまず第一段だん階かいはクリアだね」


　長峰さんは椅子を回してこちらを向く。嬉うれしそうな表情。そうか、と今いま更さらながらに思う。笑った顔が泉ちゃんのそれによく似にている。人ひと懐なつっこくて、子こ猫ねこのような。


「あれはもともと僕の台詞せりふでね」


「え？　あの──」


　だめだめ人間なんです死にますもう死にます！　ってやつが？　うーん、ちょっと似に合あわない。


「もちろん藤倉くんは、泉が本当に死ぬつもりであんなことを言っているとは思っていないだろう？」


「まぁ、そうですね」


「あれはね──傍に居いる人を元気付けるための、泉なりのやり方なんだよ。少し自じ虐ぎやく的だけどね」


「そう、なんですか？」


　言われてみれば、泉ちゃんが鬱モードに入る時は、たいてい俺おれが落ち込んでいる時だったように思う。泉ちゃんを元気付けるために明るく振ふる舞まって──でも、もっと他にやり方があるんじゃないのか。効こう率りつがいかにも悪そうだ。


「少しだけ、昔話をしよう」


　長峰さんはそう言って話し始めた。心地ここち良よい声とリズムにあっという間に引き込まれる。もしこれが長峰さんの能のう力りよくだとすれば──それは凄すごい才能で、誰にも真ま似ね出来ないだろうと思う。





　自分というものはどこに存そん在ざいするか？　そんな議ぎ論ろんがあるね。大別すると二つ、脳のうか心しん臓ぞうか。我われ思う故ゆえに我有り、思考することこそが人間そのものだと考えるなら、自分というものは脳にあるんだろう。ただ、脳の機能が停止しても人間は生きていくことが出来る。対して心臓は人間の生命活動の中心だ。心臓が停止してしまえば、そこで生命活動は終しゆう焉えんへと向かう。しかし思考することの無くなった人間は果たして生きていると言えるのか？──そんな問いはひとまず置いておこう。この話の本ほん質しつはそこじゃないからね。


　さて、あるところに一人の少年が居た。少年は生まれつき脳と心臓に障しよう害がいがあった。それは日にち常じよう生活をおくる上で致ち命めい的なものでは無かったが、時折頭が割われるほどの頭ず痛つうが彼を悩なやませ、全身が跳はね上がるほどの心音で夜中に目を覚ますこともたびたびあった。


　医者は少年が長くても十五歳さいまでしか生きられないだろうと判はん断だんした。両親はそのことを少年には話さなかったが、少年は知っていた。少なくとも自分が人間として不完全な存在であることを理り解かいしていた。だってそうだろう？　脳と心臓、どちらに自分が存在するとしても関係無い。少年はそのどちらにも障害があったのだから。少年はいつも死にたいと考えていた。自分は要いらない人間だと考えていた。出で来き損そこないで、生きていてもしょうがない存在と考えていた。


　少年には妹が居た。妹はもちろん健康で、屈くつ託たく無ない明るさと恵めぐまれた才能で両親から愛されていた。少年は妹のことが大嫌きらいだった。嫉しつ妬としていた。だから傷きず付つけてしまえと思った。この無む垢くな少女に一生消えない傷を残すにはどうすればいいか、少年は考えた。ただ少女の体に直ちよく接せつの傷を付けることにはためらいがあった。嫉妬していたと同時に憧あこがれを抱いだいていたからだ。その体は僕のものだったかもしれないのに──そんなふうにも考えていた。目に見えない傷がいい。それが少年の出した結論で、同時に少年は死ぬつもりだった。少女の心を崩ほう壊かいさせ、自分は死ぬことでその美しい体を支し配はいする。これはもう常人の発想では無い、ということは少年自身も理解していた。けれどそれが当然だと思っていた。何な故ぜなら、自分は出来損ないの人間だから。


　ある日のことだ。少年は妹と絵を描かいていた。どこから見ても仲の良い兄妹だった。少女は画用紙いっぱいに花の絵を描いた。黄色と緑の一面の花畑。それはとても綺麗で、少女の性せい格かくがそのまま紙に投とう影えいされているようだった。少女は誉ほめてもらいたくて、上うわ目め遣づかいで少年を見上げた。


　この時だ、今だ、と少年は思った。少年は持っていた鉛えん筆ぴつで自分の左腕うでを、足を、腹はらを、胸むねを、めちゃめちゃに刺さした。途と中ちゆうで一本目は折れたが、二本目三本目と少年は手を休めなかった。周りが血で染そまり、折れた鉛筆のくずが散らばった。花畑は赤く汚よごれ、少年は笑い出した。おかしくてたまらなかった。こんなにも簡かん単たんだ。馬ば鹿かみたいだ。もっと、もっと！　少女の顔に血が飛び散るのが、ただ愉ゆ快かいでたまらなかった。


　少女は泣くものだと少年は思っていた。嗚お咽えつし、苦く痛つうに顔を歪ゆがめ、徹てつ底てい的に打ちのめされるのだ──そう思っていた。しかしそうでは無かった。少女は少年から鉛筆を奪うばい取ると、それを自分の脇わき腹ばらに刺した。二度、三度、四度──。少年と少女の血が混まじって、辺りはただひたすらに赤く澱よどんでいた。「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」少女はただごめんなさいと言うばかりだった。少年には訳が分からなかった。意味が分からなかった。少女は壊こわれてしまったのか？　それなら意図した通りだ。しかし、何かが違ちがっていた。


「わたしが、死ぬから」少女はそう言った。どういうことだ？　何を言っている？　少年はただ狼ろう狽ばいして、とにかく叫さけんだ。助けてくれ、誰だれか来てくれ、妹が死んでしまう、死んでほしくないんだ、妹のことが好きなんだ、頼たのむ、誰か──少女はそこでかすかに微笑ほほえんだ。その時になってようやく少年は理解した。これが目的だったんだ。言わせたかったんだ。好きだ、という台詞を。ひたすらに否ひ定ていしていた、嫉妬の裏うら側がわにある感かん情じようを。妹は聡そう明めいで美しく、兄は愚ぐ劣れつで醜みにくかった。何もかも敵かなわなかった。全すべてお見通しだった。


　愚おろかな少年はその後も自じ暴ぼう自じ棄きな行こう為いを繰くり返し、その度たびに少女にわずかばかりの迷めい惑わくを残すものの、逆に格の違いを見せ付けられていた。どちらが兄でどちらが妹なのか、全く馬鹿げた話だ。ただそんな愚かな少年の話は彼が十四歳になった春に終わりを告げる。


　少年が、死んでしまったからだ。





　まだ終わりじゃない気がする。これで終わりならあまりにも話として不完全だ。少年が救われない。ハッピーエンドが全てだとは言わないけど、ただ、今の状じよう況きようとあまりに違う点が多すぎる。


「……どこまでが本当なんですか」


　問い掛かける。


「全部本当だよ。もちろん登場人物は想そう像ぞうの通り」


「でも、長峰さんは生きてる」


「自分というものが脳にあるのか、心臓にあるのか──」


　長峰さんは眼がん帯たいをした左眼めに触ふれ、続ける。


「僕の出した答はどちらにも無い、ということだ。そもそも自分という存そん在ざいが内部にあるという発想は、ちょっと短たん絡らく的だとは思わないかな？　いや、僕の考えを押おし付けるつもりは無いよ。あくまでも個こ人じん的な意見だからね。ともかく、あの時の少年は十四の春に死んだ。ちょっと抽ちゆう象しよう的かな？」


「それに詩的ですね」


「確たしかに」


　自じ嘲ちよう気味に口を歪ゆがめると長峰さんは再ふたたび椅い子すを回し、鍵けん盤ばんに手を触ふれる。やはり一通り撫なでた後、静かに指を沈しずめる。


　一つ一つの音が重なり、繫つながり、連なり、曲を紡つむぎ出す。長峰さんはまるで呼こ吸きゆうするようにピアノを弾ひく。少し大げさだがピアノと一体になっている、といった感じだ。詳くわしくは無いがかなりの腕前だと思う。あ、この曲。


「トロイメライ？」


「そうだよ、クラシックは好き？」


　鍵盤に指を走らせながら長峰さんが尋たずねる。


「ただちょっとだけピアノを習ったことがあって、それだけです。妹の付き合いで」


「藤倉くんにも妹が居いるんだね。やっぱり、会いたいかな？」


「……まぁ、そうですね。出来れば」


　家に帰ることが出来れば。うまく脱だつ走そうすることが出来れば。うーん出来るのか？　夏休みって家に帰っていいんだろうかこの学園。可か能のうならそのまま逃にげてしまおう、うん。


「藤倉くんは──ピアノは止やめちゃったのかな？」


「なんか難むずかしくて。楽がく譜ふ読めないんですよ、俺」


「そうかな？　見たままだよ。クレッシェンドはまさにだんだんと大きくだね。コーダなんかほら、ヘリコプターに似にてるだろう？　ハイ、ヘリコプター！　バルバルバルバルー、なんてね」


　おお長峰さん流の小ネタなのか。笑うべきなのか突つっ込こむべきなのか。どっちだ？　とか悩なやんでたらもう間が悪そうだ。けっこう良さげなネタなのに。流れるトロイメライとの食い合わせは抜ばつ群ぐんに悪いけど。うぅ、それにしてもボケ潰つぶしだ。


　まぁともかく楽譜の話。


「いや、そーゆーんじゃなくてその、音おん符ぷが読めなくて。上う手まい人は見てすぐ鍵盤を叩たたけるらしいんですけど、俺はこれがド、これがソ、なんて書かないと無理で」


「ああ、そういうことか。うーん、慣なれじゃないかな。そもそも音符をそのまま音にすることはそれほど難しくないよ。それこそ機械にだって出来ることだから。重要なのはそこから先、だね」


　そーゆーものなのか？　うーむ難しい。とりあえず俺には無理ってことぐらいしか分からない。


「僕なんかが言っても説得力が無いかな？」


「いやそんなこと無いですって！　なんつーか凄すごい上手いし」


「はは、お世辞はいいよ」


　いやお世辞で無く凄いと思ってるんだって！　指がなんか別の生き物みたいに動いてるし、会話してても全然問題無いし、そもそもずっとこっち向いてるし！　さすがは現げん三年《トップ３》。多芸ですなぁ。


「一度、泉のピアノを聴きいてみるといいよ。本物は違ちがうことがすぐ分かる。今は滅めつ多たに弾かないみたいだけど──ひょっとしたら、いやひょっとしなくても僕のせいか。惜おしいね」


　泉ちゃんのピアノが長峰さんより凄い？　うーん想像もつかない。


　あの小さい体と手でどうやって鍵盤を叩くのか。そもそも端はしから端まで手が届とどくのか。「えぅー、指が届かないです……」なんて絵しか浮うかばない。無理もないか。あまりに泉ちゃんのことを知らなすぎたことが、このわずかな時間だけでも分かってきている。


　長峰さんは最後の一小節を気持ちの良い余よ韻いんを残して弾き終える。ブラヴォー！　と立ち上がりたいところだがとりあえず拍はく手しゆで。


「なんか嬉うれしいね。ありがとう」


　照れ臭くさそうに長峰さんは笑う。そんなところがちょっと可愛かわいい。男から言われても嬉しくないと思うけど。


　長峰さんは再びこちらに体を向ける。


「前置きが長くなったね。藤倉くんの質しつ問もんを聞かないと」


　さて何から尋ねるべきか。聞きたいことは山ほどある。しかもここに来てからさらに増ふえた。それでもはじめは軽めのジャブで。何事も順番が重要なのだ。焦あせらず急がずゆっくりと。


「巫城のお嬢じよう様さまの胸むねのサイズ、分かりますか？」


　長峰さんが軽く笑う。失しつ笑しようなのか？　いや違う。良い感じ。会話は出来ればこっちのリズムで。


「Ｂの72、かな」


　おお長峰さん話が分かる！　ノリもいい！


「……Ｃは無いですかね」


「着やせするタイプじゃ無いと思うよ。それにＢぐらいが一番綺き麗れいだと僕ぼくは思う」


　差し出した手に長峰さんが応こたえる。今ここに二人の男ががっちりと握あく手しゆ。分かり合った瞬しゆん間かんなのだ。


「おっと、きみと握手はするなって言われてたんだけど──まぁいいかな」


　長峰さんが苦笑する。誰にそんなこと言われたんだろ？　なんとも失礼なやつだ。「冬麻くんはー、手がー、汚きたないですからー」なんてみどりさんが言ったのだとしたらちょっとショックだ。そしてあの人はひどいことをさらっと言いそうだ。なんとなく、だけど。


「そういえば長峰さん、さっきの女の人はどうしたんですか？」


「さっきの女の人？」


　聞き返された。あえてとぼけているというふうでも無い。忘わすれているのだろうか。あんなことはプレイボーイの僕にはしょっちゅうなんだ、いちいち一人一人憶おぼえてないよ、とか。ちょっとそれはえっちすぎて困こまる。


「いやあの、紫むらさきがちょっと入った髪かみで、こう、長峰さんに覆おおい被かぶさるようにして──」


　身み振ぶり手振りまでつけ、しかもちょっとそれっぽい表ひよう情じようをつけてみたりして。うわ、笑われてしまった。がっくり。馬ば鹿かみたいだったのは認みとめるけど。


「僕に会いにきただけだよ。ちょっと話をしてさようなら、だね」


「え、でも、どこから──」


　入り口には俺と泉ちゃんとみどりさん。ドア前でいろいろあったおかげでそこから誰も出入りしていないことは間違い無い。考えられるのは準じゆん備び室にまだ隠かくれているということだが、長峰さんはもう居ないと言っている。


「密みつ室しつだったわけですよ？」


「密室？　藤倉くんはそういうの好きなのかな」


「いや、そーゆーことでは無いですけど」


　端たん的てきに表現する言葉が他に思いつかなかっただけで。


「密室、なんて表ひよう現げんするのは不ふ適てき切せつだね。明らかに脱だつ出しゆつできる場所があるから」


「え？　その、どこに、ですか？」


「そこだよ」


　長峰さんが窓まどを示しめす。そういえば入ってきた時にそこの窓だけ開いていた。なーんだ窓からか、ふむふむ納なつ得とく納得──ってちょっと待った待った！


「でもここ五階ですよ！」


「んー、飛ぶのが好きなんだろうなぁ」


　顔色一つ変えずにはぐらかされた。冗じよう談だんだろ？　まさかね。人が五階から飛び降おりる。うーん、足の骨ほねは間違い無くおだぶつな感じだ。しかも下が土ならまだしも灰色のアスファルトだ。ちょっと無理じゃないか？　あれ、ひょっとして突つっ込むべきところ？　なら本日二度目のボケ潰つぶしだ。最低だ。


「阿久沢の噂うわさは聞いてるよね？」


　話を切り替かえられてしまった。その話はここまで、ということなのだろう。


　くぅ、今度機会があったらモテモテになる方法を聞こう。顔と才能だよ、なんて言われたらどうしようも無いけど。


「えーと、まぁそのいろいろ。長峰さんの左眼めを奪うばって食べた、とか」


「食べた？」


「やっぱ噓うそですよね、いくらなんでも」


「持っていかれたのは本当だけど、そうか、目玉焼きにされちゃったのかもしれないね」


　まさにリアル目玉焼き！　なんつって。本当だったのか。怖こわすぎるぞ阿久沢氏。会いたくないぞ阿久沢氏。


　でも彼の話を参考に聞く必要があるんだな、うん。


「阿久沢さんってＳ棟とうから脱走したんですよね」


「そうだよ。脱走とは少し違ちがうのかもしれないけど、事実だけ見ればそうだね」


「もしその方法知ってたら教えて欲ほしいんですけど……」


　一瞬、長峰さんは困ったような顔をする。話すべきか話さないでおくべきか迷まよっているふうでもある。


「うーん、参考にはならないと思うよ」


「それでも教えてください！　そこをなんとか！」


　やれやれ、といった様子で長峰さんは話し始める。


「Ｓ棟から出た瞬しゆん間かんに黒服の連中が動き出す、それは知ってるよね？」


　もちろん身をもって体験済ずみ。一回目二回目はそれでほとんど進めずあっさり捕つかまった。重要なのは連中から一番遠い点を結ぶルートを全速力で駆かけ抜ぬけること。そこからは心しん臓ぞうと肺はいと両足の頑がん張ばりに全てがかかっている。


「阿久沢はね、まるで深夜の散歩でもしているかのようにのんびり優ゆう雅がに歩いた。黒服の連中はそれに動どう揺ようしたが、制止に従したがわない阿久沢を確かく保ほすべく取り囲んだ」


　お、陽動作戦ってやつだな。それはまだ考えてなかった。でも囲まれると逆ぎやくに厳きびしいんじゃないだろうか。さてどうした阿久沢氏。


「まず近付いた一人目の顎あごにアッパー。あわてて跳とびかかる二人目三人目を肘ひじ打うちでノックアウト。四人目五人目は同士討ちを狙ねらい──その時々の方法なんてどうでもいいかな。きっとその場の思いつきで動いたに違いないから。結局総そう勢ぜい百四十六人、四層そうにもなる警けい戒かい網もうを歩いて突とつ破ぱした。阿久沢についてた傷きずはかすかに足の擦かすり傷ぐらいだったかな」


　無理だ。まず無理。そんな方法無理。そんなの作戦じゃない。単なる強行突破だゴリ押しだ。それは数で優まさっている側の方法だ。


「そして最後にのこのこ僕が出て行って、それでおしまい。そうだね。八や千ち代よでも居いたら結果は変わってたのかもしれないけど、彼女は彼女であのころ忙いそがしかったから」


　懐なつかしそうに長峰さんは言い、無くなった左眼めのあたりを撫なでる。


「阿久沢さんとは、仲が悪かったんですか？」


　ここがよく分からない。親友だったと聞いている。最後に長峰さんが出て行ったのは、阿久沢氏を止めるためだったと聞いている。それなのに何な故ぜ、長峰さんは左眼を奪われたのか。阿久沢氏は去って行ってしまったのか。その辺りがどうしても嚙かみ合わない。親友だった二人が喧けん嘩か別れをした、としても。


「阿久沢とは今でも親友だよ」


「でも、その目は──」


「欲しいって言われたからね」


　そんな馬鹿な。欲しいなら差し上げますって目ですよ目。眼がん球きゆうですよ長峰さん！　そーゆーもんじゃないですって！　長峰さんは外に目をやり、窓ガラスに指を置く。どこを見ているのかはよく分からない。ここから見える景色はせいぜいが第四校こう舎しやの建物とゴミ捨すて場と焼しよう却きやく炉ろぐらいのもので、あとは空と雲が静かに広がっているだけだ。


「本当はね、僕も一いつ緒しよに行くつもりだったんだ。止めに行ったと思われてるみたいだけど。誤ご解かいの無いように言っておくと、ここが嫌きらいだってことじゃないよ。ただ阿久沢の傍そばに居たかった。彼の役に立ちたかったんだ。だけどね、断ことわられた。命なんて惜おしくないって言ったんだけど、それが気に入らなかったのかもしれない。それともひょっとしたら、目に指を入れられた時、思わず声を上げたのがいけなかったのかもしれないね」


　感かん傷しように浸ひたっているところ悪いんですが長峰さん？　目に指を突っ込まれりゃ誰だって声を上げますよ？　俺おれだったら悲鳴上げて泣き叫さけんでひょっとしたらそのままショックで死にます。話を聞いてるだけで目の奥おくあたりが痛いたいのに。うぅ、この素す晴ばらしき想そう像ぞう力に乾かん杯ぱい。


　うーん、こんなしんみりした雰ふん囲い気きちょっと苦手なんだよね。さくさく行こう、ライトにドライに！


「あ、そーいや俺、水をお湯に出来るんですよ！　見てみますか？」


「藤倉くんの人とは違う能のう力りよくってやつだね。うん、聞いてるよ。なんだかいいね、あったかくて」


　あったかくて、とはまた。珍めずらしい感想だと思う。


「ひょっとして、水のプールを温水プールに変えたりも出来るのかな？」


「それはまぁ、時間をかければ。でも──」


「でも？」


「プールに入りながらその作業を行うとして、確実に嫌いやな誤ご解かいをされるかな、と」


「ああなるほど。確たしかに誰かの周りだけ水が生ぬるくなり始めたら──僕は間違い無くそのプールから出るね」


　面おも白しろそうに長峰さんは笑う。


「さて、藤倉くんは、高いところって平気かな？」


　とりあえず頷うなずく。別に高所恐きよう怖ふ症しようということは無い。わーい高いとこ大好き！　ということも無いけど。


「じゃあ少し屋上に、空を見に行こう。いいかな？」


　駄だ目めですとは言いづらい声と表ひよう情じようを長峰さんは持っている。もちろん断ことわる理由なんて無いし、この人となら一緒に空を見るなんてなんでも無いことが、とびきりの意味を持つような気がしてくる。凄すごく簡かん単たんに、分かりやすく言ってしまえば、もう既すでに長峰さんのことがかなり好きになっていたということだ。妹が居て大切に思っているとか、幼おさないころ自じ暴ぼう自じ棄きになっていたとか、共通点を見付けて親近感を抱いている部分は確かにある。ただそんなものはあまり関係無くて、本能的に好意を抱いだいて、もっと話をしたいと思っている。同じところに住んでるんだから、Ｓ棟に戻ればいくらでも話せるということは分かっている。何故か今じゃなきゃ駄目なんだ、と思ってしまうのは直感によるものだろうか。長峰さんはその存そん在ざいが儚はかなくて、脆もろくて、いまにも壊こわれて居なくなってしまいそうで──だからこそ、惹ひかれるのかもしれない。





　第四校舎へ戻り屋上へ向かう。五階からはフロアにして一つぶん。立入禁きん止しと書かれているにも拘かかわらず、屋上へ続くドアには鍵かぎがかかっていなかった。


「前に阿久沢が壊したままだね」


　長峰さんは誇ほこらしげに言いドアを開ける。


　薄うす暗ぐらかった空間がひらける。七月の落ちかけた太陽は遠くでやたらに存在を主しゆ張ちようし、あらゆるものを赤く染そめてご満まん悦えつの様子。


　貯水タンクはぼんやりと立ったままで、足あし下もとには無ぶ愛あい想そうなコンクリ。周囲をかこむ鉄てつ柵さくは高さが胸むねのあたりまでしかなく、安あん全ぜん性せいに少し問題がありそうである。が、だからこそ立ち入り禁止なのだろう。新しん設せつの私し立りつ校とはいえ、ここには凝こった物は何も無い。ごくごくありふれた屋上の光景だ。


　鉄柵に手を置いて俯ふ瞰かん図ずを楽しむ。わずか遠くに一いつ般ぱん生せい徒と用の寮りようが見える。まったく同じ形の建物が並ならぶ様子は集合住じゆう宅たくの団だん地ちを思わせる。少し離はなれてＳ棟とう。薄い水色のその建物はやはり一般生徒の寮と比くらべて明らかに異い質しつで、何か自分たちが隔かく離りされているようにも思えてくる。いわば隔離病びよう棟とう。


　嫌な事を思い出す前に振ふり返る。


　長峰さんはコンクリの上に寝ね転ころがっていた。気持ち良さそうに目を細め、両手を大きく広げている。太陽の光をいっぱいに浴びようとしている真っ最中、そんなふうだ。


「藤倉くんも一緒にどうかな。気持ちいいよ」


　もちろん一緒に！　なんてね。長峰さんの表情を見てそうしたくなってたところだ。


　体がぶつからないように意い識しきしながら、長峰さんの近くに腰こしを下ろす。軽く砂すなをはらって、ざらりとしたコンクリの上にゆっくりと体を預あずける。背せ中なかに今まで溜ため込こまれていた熱が伝わる。あたたかくて、気持ちいい。長峰さんの言った通りだ。体全体に太陽が感じられる。そのまま眠ねむりに落ちてしまいそうなまどろみの中で、静かなメロディーを聞いた。ハーモニカの音だ。


　少し寂さびしげなその音色。ところどころ揺ゆらされた音に感情が震ふるえる。頭の中でわずかに残ざん響きよう。内部に直ちよく接せつ伝わっているのが分かる。


　名残なごり惜おしそうに、一曲が終わる。胸の上で拍はく手しゆをする。


「ありがとう」


　長峰さんのはにかんだ表情が見られないのを、少しだけ残念に思う。


「こんなふうにしていると、世界に二人だけしか居いない、なんて気がするよね」


「……確かに、そうですね」


　目の前には一面の空。夕ゆう暮ぐれの赤がいっぱいに広がっている。聞こえてくるのは長峰さんの声と自分の声だけで、体があたたかくてぼんやりして、夢ゆめの中で会話をしているようにも思えてくる。


「阿久沢とも、よくこんなふうに話したんだ」


「どんな話をしたんですか？」


「そうだね、例えばこんな話。馬ば鹿かと煙けむりは高い所に登るって言うけど、果たして今ここに居る僕たちはどうだろう？　さて、藤倉くんはどう思う？」


　少しだけ考えて、思いつきで答える。


「馬鹿な煙、なんじゃないですかね」


　長峰さんはくすと笑うと、「あーあ」とため息まじりにつぶやく。


「その答、二人で一時間かけてやっとたどりついたんだよ？」


「俺が馬鹿なだけですよ。馬鹿の気持ちは馬鹿が一番良く分かる、なんつって」


「まぁ、ここに居る僕も馬鹿なんだけどね」


　ずっとこうしているのも悪くないと思う。ただぼんやりと、とりとめの無い会話をして、時々笑って。なんだかいろんなことがどうでも良くなってくる。


　ほら、やっぱり俺は馬鹿だね。





　　　　□□□





　ぶー。


　思い切り洟はなをかんだらだいぶすっきりした。


　すんごい音がしたけど、近くに居るのはみどりさんだけだから平気。


　別館の正門からまっすぐ左に出ると、桜さくら並なみ木きの細い通路がある。少し先をみどりさんが歩いて、泉がそれについて歩く。春になったら満開の桜でにぎやかな場所。来年の春、トーマさんと一いつ緒しよにお花見が出来たらいいなってふと思う。


「私じゃ駄だ目めなのかなって、ときどき、思います」


　歩きながら、呟つぶやくようにみどりさんは言う。


「……みどりさん？」


「阿久沢さんみたいにはー、いきませんね」


　木もく製せいのベンチの前で立ち止まると、みどりさんはハンカチを二枚まい敷しいてくれた。腰を下ろして桜の木を見上げる。……毛虫が落ちてきそう。うぅ、ちょっと怖こわい。


「泉ちゃんは私に話がある、そうですよね？」


　にっこり。


　みどりさんは笑顔を向けて、軽くウェーブのかかった髪かみが揺ゆれる。


　このへん、みどりさんはさすがだなって思う。子こ供どものいたずらをすぐに見み抜ぬいちゃうお母さんみたいな人。ちょっと隠かくし事をするのは難むずかしい。


　都みやこさんとはもう話をしてる。だから後はみどりさんだけ。きっとうまくいくと思う。だけど本当は、そんなことしないのが一番いい。


「亮平さんとは、もう六年近く一緒に居て、それでも──」


　みどりさんが言葉を詰つまらせる。少し悲しそうな様子に、なんだかこっちも辛つらくなってくる。本当は、にーさまのことを一番心配して、大切に思ってるのはみどりさんだって思う。そこがにーさまには伝わってないのかもしれない。なら──なんとかして伝えなくちゃいけない。


「頼たよりになるのはいつも泉ちゃんや阿久沢さんで──自分が不ふ甲が斐いなくなります。なんにも出来なくて、それなのに傍そばに居て、私はいつも事後処しよ理りで、薬を用意するだけで」


　その時。


　ずがん、と目の前の桜の木が揺れた。地面もちょっと揺れたと思う。車でもぶつかったのかと思った。でも、そうじゃなくて、そこには人が居た。こんなふうに気持ちを表ひよう現げんする人、表現してた人を知ってる。この人が居なくなった頃ころから、にーさまは──


「あーもうっ！　進まない進まない進まない！　そーんなトロトロやってたんじゃ話が進まないでしょうが！　こーゆーことはサクサクいかなきゃダメでしょ？　交こう渉しように時間かけてどーすんの！　ああもう泉は相変わらずおばかなんだから！　おばかおばかおばか！」


　前まえ髪がみのあたりを少し紫むらさきに染そめたその人は、まるで軽かる業わざ師しみたいに飛び跳はねて、ちょうどみどりさんの前で、すとん、と降おりる。手をひらひらさせて、みどりさんに言う。


「はいはーい、おひさしぶりー」


「……おひさしぶりー、です」


「ん？　なんか嫌きらわれてんの？」


　みどりさんの表ひよう情じようが珍めずらしく硬かたい。迫はく力りよくは足りないけど、にらみつけているような雰ふん囲い気き。昔からいろいろあったのは知ってるけど、こんなに仲悪かったかなぁ、って思う。


「だって、貴方あなたが居なくなるから──」


「黙だまれこのばかみどりっ！」


　言うと同時にベンチの背せもたれが飛んでった。蹴けっ飛ばされたんだって気付くのに少しかかったぐらい早かった。こんなところも、相変わらず。


「しばらく会わないだけでえらく愚ぐ痴ちっぽくなったね。そんなんじゃ男は惚ほれないよ？　誰だれかのせいにして努力を怠おこたってちゃ間抜けも間抜け大間抜け。さて時間が無い。単刀直入二者択たく一いつでいくよ。さてみどり、──お前は長峰亮平のために命を捨すてられるか？」


「捨てられます」


　みどりさんは迷まよいなく言い切る。


「はは、こんなこと言うやつなんていつもなら殴なぐって蹴ってひき肉にしてるとこだけど──これでいいんでしょ？　ほら終しゆう了りよう。早い早い。今の世の中はスピード勝負。一分一秒無駄にしちゃいけない。さて、動くのは誰と誰かな？　なんだかややっこしいことやるみたいだけど、ま、そういうやり方もありかもね。亮平は自分のせいで誰かが傷きず付つくこと、すっごい嫌いやがるから。カンナの実家動かすってことは──そんなに外れてないでしょ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、きっとうまくいくって！　さてさて、いーずみっ！」


「ひゃっ！」


　いいい、いつの間にっ！


　気がついたら背はい後ごに回られて抱だきしめられる。


「それっ！」


「やぅっ！」


　ようやく体をひねって振ふり払はらうことに成功。うー……、胸むね触さわられたぁ……。


「なるほどあんまり育ってないねー」


　さらに失礼なことを！　相変わらずひどい人だ！


　ちゃんと育ってるもん。そりゃあ、ほんの少し、だけど……。


「でもま、そういうのが好きなのって結けつ構こういるらしいよ？　いずれにせよ、高校生ぐらいの男ならちょっとの色いろ仕じ掛かけでころっと参っちゃうんじゃない？　深く考えない考えない！　簡かん単たんなやり方だってあるって覚えとこーう！　ほんじゃまたね、終わった頃に」


　座すわってたベンチが真っ二つに割われて、気付いたらもう遠くで手をひらひらさせてる背中が見えた。


　言いたい事だけ一方的に言うのも相変わらず。言ったらすぐ居なくなるのも相変わらず。それから──訳わけが分かんないのも相変わらず。


　でも、ちゃんと帰って来てくれるような気がしてる。さりげなく後押ししてくれたあたり、ここのみんなのことを忘わすれてなんかない。


「みどりさん、あのっ」


　準じゆん備びはほとんど整ってる。後はきっと、どれだけ自分を捨てられるかってことだけ。自分から動こうって決めるだけ。


　計画は動き出す。大丈夫大丈夫、きっとうまくいく。




　５　血ち塗まみれの部屋







　あれから何度か長なが峰みねさんとは屋上に昇のぼって、そのたびごとにみどりさんや泉いずみちゃんに怒おこられた。結局、長峰さんと話すようになってからは、あまりここから逃にげ出そうとは考えなくなってる。心しん境きようの変化ってほどのものじゃなくて、ただなんとなく、ここでの生活が気に入ってきったってところ。泉ちゃんがなんで俺おれを長峰さんに会わせたか？　なるほどお見事。上う手まいことやられた。


　明日は長峰さんの誕たん生じよう日びらしい。泉ちゃんやみどりさんは何か準備をしているらしく、ずっとばたばたしていた。誕生日、ハッピーバースデイ。いいね実にいい。やっぱ何か準備したほうがいいかな。隠かくし芸なんかどうだ。すっげぇ笑えるやつがいい。大盛もり上がりでスタンディングオべーションでブラヴォーブラヴォーってなやつ……無いか？　無いなぁくそう。いいんだ気持ちが大切なんだ。ま、明日授じゆ業ぎよう中ちゆうに考えてもいいか。


　ごろんと寝ね返がえりをうつ。別に暑さで寝苦しいってことじゃない。Ｓ棟とうの個こ室しつはもちろん冷れい暖だん房ぼう完かん備びでどんな季節だって快かい適てきなこと請うけ合いだ。夏の夜は扇せん風ぷう機きと夜風を頼たよって今まで生きてきたため、文明の利り器きって素す晴ばらしい！　と思わずにはいられない。うん、そこは問題無いんだ。ただこのふかふかのベッドと高こう価かそうな枕まくらがどうにも慣なれないんだよなぁ……。根っからの貧びん乏ぼう性しようなのかもね。


　不意にドアが開けられ、驚おどろいてそっちに顔を向ける。さすがに悲鳴は上げなかったが、深夜の侵しん入にゆう者しやは心しん臓ぞうに悪い。せめてノックをしてくれ。あれ、鍵かぎかけてなかったっけな？　無用心な！　いや俺おれが悪いんだけど。とはいえＳ棟はその入り口にカードキーが必要で、部外者が入ってくることはまず考えられない。


　開いたドアから廊ろう下かの明かりが差し込む。逆ぎやつ光こうでよく顔は見えないが、一回り小さなそのシルエットには見覚えがある。


「……泉ちゃん？」


　答えない。あれ、違ちがったかな。あとこのＳ棟で小こ柄がらなのは八や千ち代よちゃんぐらいだが、それでも泉ちゃんよりは大きい。そもそも八千代ちゃんが俺の部屋に来ることは考えにくい。泉ちゃんが深夜に訪おとずれる、なんてことも今まで無かったけど。


　まぁ有り得ない展てん開かいでは無いだろう。深夜といってもまだ一時。深夜番組や深夜ラジオが好きな人間にとってはきっとここからがゴールデンタイム！　って俺の部屋にはテレビもステレオも無い訳わけで、もし「一いつ緒しよに盛もり上がりましょー！」ということならちょっと無理だ。


「トーマさん……その……」


　消え入りそうな小さな声。いつもの元気な泉ちゃんの声と少し違う。夜中だからボリュームを抑おさえ気味なんだろうか。そんなに気にしなくていいと思うけど。Ｓ棟は部屋数と大きさの割わりに人少ないんだし。


　意を決したらしく、泉ちゃんがようやく次の台詞せりふを搾しぼり出す。


　はじめのあたりで声が裏うら返がえって、にわとりのしゃっくりみたいに聞こえた。


「……一緒に、その……寝ませんか？」


　──にわとりってしゃっくりするんだっけ？　いやそうじゃなくて！　泉ちゃん今何て言った？　一緒に寝ませんか、だって？


　冷静に冷静に。うーむあれだな、怖こわいテレビを見たとか怖い夢ゆめを見たとかそーゆーことだ。うん冷静。勘かん違ちがいなんかしてないよ？　泉ちゃんは妹みたいなもので、恋れん愛あい対象外で、そもそも俺はロリコンじゃないからそのいやらしいことなんてちっとも。そうそうその調子。


　よっと体を起こしてベッドに座すわった状じよう態たいになる。


「えーと、俺は別にその、構かまわない、けど」


　ドアが閉とじられる。部屋の中が夜の闇やみに包まれる。


　かすかに人ひと影かげでその存そん在ざいが分かるが、泉ちゃんの表情までは読み取れない。俯うつむいているらしい、というぐらいはどうにか確かく認にんできるがそれだけだ。泉ちゃんはドアを背せにしたまま一歩も動かない。何も言わない。こっちが変に緊きん張ちようしてしまい口を開く。


「あのさ、立ったままだとその、風か邪ぜひくかも！　かもかもー！」


　おどけた調子なのは、むしろ自分の中の邪じや心しんを取り払はらうためだ。くそぅ、なんとも弱い。


　俺の言葉で泉ちゃんが静かに動く。しかし部屋の中ほどでまたぴたりと歩みを止めてしまう。おいおい何なんだよー！　今日の泉ちゃんちょっと変だぞ。寝るなら寝るでたたたっと駆かけ寄よってそのままばたん、ぐーすかぴー、ってのが泉ちゃんのキャラなはずだ。うーんまだ動かない。かといって「こっちにおいで」なんて言うのはいかにもちょっといやらしい。


　いや変なことは何も考えてないって重ね重ね。ここのベッドはダブルの大きさがあるから、俺が壁かべぎりぎりで寝ればきっと大だい丈じよう夫ぶ！　うん、大丈夫に決まってる。当たり前だこの馬ば鹿か！　何考えてんだ。


　次し第だいに暗闇にも目が慣なれてきて、部屋の中の物がだいぶ見えるようになってきた。殺風景な部屋だからこれといった物は無いけど。うむ、壁に掛かかった時計及およびカレンダー確認成功！　なんて目をそらしている訳にもいかないか。


　水玉模も様ようのパジャマ。それは丈たけが合っていないのか泉ちゃんが小さすぎるのかあるいはその両方かで、ズボンの下あたりはかなりだぶだぶになっているし、ボタンに触ふれているその手のほとんどは袖そでに隠れている。あれ？　今ちょっとヤバいものを見たような……。


　気のせい気のせい。深しん呼こ吸きゆう深呼吸。えーとこんな時はどうしたらいい？　数学の公式？　般はん若にや心しん経ぎよう？　どっちも詳くわしくない場合はどうしろってんだ！


　衣きぬ擦ずれの音がやけに大きく聞こえた。その一いつ瞬しゆんで動けなくなった。
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　泉ちゃんの肌はだは白くて、本当に透すき通るように白くて、曇くもり一つなくて、きっと、多分いや絶ぜつ対たいに、まだ誰も触ふれたことが無い。無む垢くで純じゆん粋すいな少女の裸ら身しん。綺き麗れいだと思った、なんて言ったら変へん態たい扱あつかいされてしまうんだろうか。でもいくら幼おさなく見えるといっても実じつ際さい一つしか違わない。何も問題無いんだ。何の問題だ。馬鹿なことを考えるな。止めないといけない。止まらなくちゃいけない。俺が触れるべきものじゃない。力を加えれば折れてしまいそうな首くび筋すじに、まだかすかにしか女じよ性せいらしさをあらわしていない胸むねに、曲線を描えがくにはまだ不十分な小さな腰こしに、俺が触れたら駄目だ。俺なんかじゃいけない。止まれ。止まれ。止まってくれ！


　そうか分かった、みどりさんだ。みどりさんに違いない。そうに決まってる。あの人が泉ちゃんに変なことを吹ふき込んだんだ。そうに間違い無い。ああ、二人きりにするんじゃなかった。みどりさんはえっちだ。えっちな人だ。やけに胸が大きいし。いやいや胸は関係無いのか？「ぺろぺろですよー」なんて甘あまったるい声を思い出す。もしあそこでされるがままだったらどうなっていた？　何を？　ナニを？　ひぃ、公こう衆しゆうの面前でそんなことやあんなこと！


　泉ちゃんが決定的な距きよ離りに近付いてくる。まるで現実のものでは無いような、倦けん怠たい感と浮ふ遊ゆう感だらけの時間。逃にげようと思えば逃げられるスピードで、泉ちゃんは、ゆっくりと、そして静かに。


　動かなかった。動けなかった。避よけようとすれば、避けられたはずなのに。


　泉ちゃんが俺の胸に顔を寄よせて、体の重さをそっと預あずけてくる。小さくベッドのきしむ音。両手を回せばきっとその全すべてを覆おおい隠かくせてしまうほどの小さな体は、軽くて、儚はかなげで、下へ手たに動いたらきっと壊こわれてしまう。シャツ越ごしに泉ちゃんの吐と息いきを感じる。かすかに熱を帯びてくすぐったい。小さな胸のふくらみが押し付けられているのが分かる。確かな弾だん力りよくがある。やたらと聞こえる心音は、もうどっちのものか分からない。細い足が太ふと股もものあたりに触ふれていて、それがもどかしくてもう、狂くるってしまいそうだ。もう駄だ目めだ。限げん界かいだ。これは夢ゆめだ。夢なんだ。


　夢、トロイメライ、綺麗なピアノの音。


　──長峰、さん。


　思い出す。ハーモニカの音と、綺麗な声と、はにかんだ笑顔。


　そうだ、駄目だ。裏切る訳わけにはいかない。誰よりも妹想おもいのあの人が、こんなことを知ったらきっと悲しむ。悲しむ顔なんて見たくないんだ。笑っていて欲ほしいんだ。


　ここで止まるのは男じゃないって？　違う、友情に生きてこそ男！　友情パワーが世界を救う！　うわなんか泉ちゃんのことどうでもいいみたいに言ってるよ俺。最低最悪だ。なんてやつだ。だから良かった。まだ間に合う。もう止まるって決めたんだ。一度決めたら即そく行動！　よしよしいつもの調子。こうでなくっちゃ俺じゃない。馬ば鹿かで結けつ構こう。それで問題無し！


　泉ちゃんの体を両手で押して距離を取る。その顔は上気して赤く、目は涙なみだで潤うるんでいる。あまり見ていると流されてしまいそうで目をそらす。


「あの、その、泉ちゃん。やっぱこーゆーのはその……」


　シャツをぎゅっと摑つかみ、泉ちゃんはなおもじっと見つめてくる。涙目で上うわ目め遣づかい。なかなかの破は壊かい力りよくだ。


　その時。


　何かが割われる音がした。比ひ喩ゆで無く、現げん実じつで。キーの高い不ふ快かいな音。ここから遠くない。


　泉ちゃんはさっと脱ぬぎ捨すてたパジャマに体を包み、そして窓まどへ走る。動くのが速い。《パートナー》は《トップ３》の補ほ佐さ役やくでありまた《トップ３》を守るのが仕事である。そんな言葉を思い出す。泉ちゃんは何よりも自分の役目について真しん剣けんに考えていた。そのことが緊きん急きゆう時じに更さらによく分かる。


「にーさまの部屋ですっ！」


　長峰さんの部屋？　ベッドから立ち上がり部屋を飛び出す。スリッパなんて履はいている暇ひまは無い。裸足はだしのままで走る。


　何か嫌いやな予感がする。凄すごく奇き妙みような胸むな騒さわぎがする。


　長峰さんの部屋は４０３。俺の部屋が５０３だから真下の部屋になる。


　が、まっすぐ降おりられるってことはもちろん無い。東階かい段だんへ急ぐ。急カーブは手すりを利用。遠心力などものともしない。一つ、二つ、三つ！　最後の一歩で数段まとめて飛び降りる。少しだけ足がじんとするがなおもスピードアップ！


　──と危あぶない。思わず通り過すぎるとこだった。東階段を曲がって三つ目の部屋。名前のプレートを見る。『長峰亮りよう平へい』、確たしかにここだ。


　チャイムを押す。ぴんぽーん、と中で呑のん気きな音。返事が無い。連打する。ぴぽぴぽぴぽぴぽぴぽーんぴぽぴぽーん！　やはり返事が無い。もうこれは寝ねているはずが無い。しかもさっきの音。何かが割れた音だ、という確かく信しんがある。つまりは中に誰かが居るはずだ。


　ドアに耳を当てる。何の気配も無い。居いないのか？　ドアノブを引く。開かない。がちゃがちゃと引き続ける。


「長峰さん！　何かあったんですか、居ないんですか？　長峰さん！」


　そこで廊ろう下かにぺたぺたぺたっ！　とスリッパの音。小さな体で一生懸けん命めい走って来ているのが分かる。


　ようやく辿たどり着いて、はふー、はふー、と呼吸を整えると、泉ちゃんは手に持っていたものを差し出す。目一いつ杯ぱいの笑顔。そんな顔を見てしまうと、さっきまで自分がやっていたことを思い胸が痛いたむ。


「トーマさん、これ着てください。風か邪ぜひいちゃいますっ！」


　ブレザーの上着だ。ん、大だい丈じよう夫ぶ、寒くないよ。なんてったって夏だし、Ｓ棟とう内は廊下でも適てき温おん。気持ちはもちろん嬉うれしいけど。


　受け取ってすぐにそれを泉ちゃんに着せる。


「ふぇ？　あの、トーマさん？」


　いや別に泉ちゃんの体を気き遣づかって、なんてそんなかっこいいことじゃない。そんな上等な人間じゃないんだ。主に自分のため。どうしても泉ちゃんのパジャマ姿すがたを見ていると変な感情が出てきてしまう。思い出してしまう。出来るだけ体のラインは隠してくれると助かる。せめて今ぐらいは。明日になったら忘わすれるから。あれ、もう日付としては今日なのか。


「トーマス！　何かあったのか？」


　ばたばたとした足音で春はる太たがあらわれる。そのすぐ後ろにカンナ。


「なんや音がしたとおもたらすぐ後にばたばたばたーっ、と走っていく音がしたやろ？　どっちか言うたら足音の主をつかんだろって来てみたら、なんやトマぴょんやったんかいな」


　少しがっかりした様子のカンナ。ありゃ、それは申し訳無い。


「長峰はんの部屋か？」


「返事が無い」


「ただのしかばねのようだ、ってか？」


　カンナの冗じよう談だんに泉ちゃんが「え、えぅっ……」と半泣きになる。


「あーあーごめん許ゆるしたってな、いずみん。冗談やって冗談。うちが悪かった最低や！　うちなんか死んだほうがええんや！　──ってうわー、また泣いたらあかんってほんま」


　もはやあやしているのか、より泣かしているのか分からない状じよう況きように。面おも白しろいからちょっとこのままで。「トマぴょん助けんかーい！」という声も無む視し。いいクスリになるだろう。たまには。


「で、どうする？　ドアを蹴け破やぶるか？」


　と春太。お前なら蹴破れそうな気もするけど、そんなストレートに行かなくとも。


「誰だれかスペアキーって持ってないのか？」


「あーなるほど、賢かしこいなトーマス。みどりさんなら持ってるはずだ。《パートナー》だからな。ちょっと起こしてくる」


　春太がみどりさんの部屋に向かう。みどりさんの部屋は隣となりの４０２だ。


「なんやおかしいと思わへんか？」


　泉ちゃんの肩かたを揉もみながらカンナが言う。それって肩がこってないと意味無くないか？


　それはともかくとして、どういうことだろう。


「トマぴょんといずみんは何かの音が割われる音でここに来た。うちらにもその音は聞こえたけど、まぁトマぴょんの足音が気になった。そっちの音のが大きかったからやな。熟じゆく睡すいしとったらはじめの音には気付かんかったかもしれへん。しかしや、みどりはんの部屋は長峰はんの部屋の隣で、階段からここの間にあるんやで？　トマぴょんの足音もかなり響ひびいたはずや。二度も起きる機会があってそれでもまだ起きてこんっちゅーのは──」


「おいトーマス！」


　春太が声を上げる。部屋のドアは開いている。みどりさんが開けたのではどうもないらしい。


「みどりさん、居ないぞ！」


　何かがおかしい。何かが起こっている。そんな雰ふん囲い気きが場を支し配はいする。


「みやちゃんがマスターキー持っとるはずや！　うちが行って借りてくる！」


　カンナが駆かけ出す。春太がゆっくりと歩いて戻もどってくる。


「なんか嫌な予感がするよなぁ……」


　独ひとり言のような春太の言葉。


　予感で済すんでくれればいいと思う。杞き憂ゆうに終わって欲ほしいと願っている。転んで窓まどガラスが割れたとか、蹴けつ躓まずいて花びんが割れたとか、そんな笑い話を望んでいる。


　開けることの出来ないドアはひたすらに静かで、他者の入室を完全に拒きよ否ひしている。中のものを見てはならない。入ってはならない。そう主しゆ張ちようしているように感じられて気分が悪くなる。


　泉ちゃんが俺おれのシャツをぎゅっと握にぎりしめる。不安なんだろう。かすかに伝わる体の震ふるえをなだめるように、泉ちゃんの頭にぽんと手を置く。大丈夫。きっと大丈夫。なんでもない。なんでもないんだよ泉ちゃん。半ば自分に言い聞かせるように。


　どうしてこんなに不安なんだろうと今いま更さらに思う。まだほとんど情じよう報ほうは揃そろっていない。何も知らない。何も分かっていない。だから不安なのか？


　違ちがう、と思う。それはきっと長峰さんだからだ。どこか浮き世離ばなれしていて、その存そん在ざいが儚はかなげで、それこそいつ消えてしまってもおかしくないような──長峰さんにはそんなイメージがつきまとう。


　そういえばみどりさんはどこへ行ったんだろう。こんな時に。こんな夜中に。


　ああ、二人はＳ棟とうから駆け落ちしたんだ。そうだ、そうに決まってる、そうであってくれ、なんてあまりに都合の良い解かい釈しやくだろうか。そもそも二人が恋こい人びと同士なのか、それさえ知らないけど。


　カンナがお嬢じよう様さまを連れて戻ってくるまで、数分とかからなかったように思う。寝ねるときも和服姿すがたらしい八や千ち代よちゃんも例のごとく一いつ緒しよだ。


　お嬢様は毅き然ぜんとした態たい度どで、


「長峰、起きなさい！　居ないのですか？　長峰！」


　と一通り呼びかけると、躊ちゆう躇ちよなく鍵かぎを使ってドアを開けた。


　部屋の明かりはついていなかった。一いつ瞬しゆんで全体を、何が起こっているかを理解できた人間は一人も居なかったと思う。それでも皆みなが言葉を失った。沈ちん黙もくはどれだけ続いただろう。一瞬だったのかもしれないが、やたらと長く感じられた。


　はじめに声を上げたのは泉ちゃんだった。


「あぅ、えっ……えぅっ……にーさま、……えぅっ……えっ」


　そのまま両手で顔を覆おおって崩くずれる泉ちゃんに、俺は言葉をかけることが出来なかった。混こん乱らんしてうまく体が動かなかった。衝しよう撃げきを受けていた。ここから導みちびかれる結けつ論ろんの全すべてに驚きよう愕がくしていた。


　こんなのは現実じゃない。夢ゆめだ。夢であってくれ。そうだろ。そうに決まってる。ちょうど今ぐらいに目が覚めて──そんなことばかり考えていた。


　お嬢様が携けい帯たい電話を取り出し、どこかと連れん絡らくを取る。こんな時でも彼女は冷静だ。顔色一つ変えない。奇き妙みようなほどに慣なれている。ドアを開けたお嬢様が部屋の惨さん状じようを最も間近で見たのは間違いないのに。


「すぐ来なさい。緊きん急きゆう事じ態たいです。場所はＳ棟４０３」


　そこで電話を切る。


　部屋に入ろうとする春太をお嬢様は体で制せいする。


「人が来ます。専せん門もん家かですから大丈夫です。とにかく、何も動かさないように」


　その言葉がやたらにひっかかる。


　ふざけるな。何が大丈夫だって？　なんでそんなに冷静でいられるんだ。動かすな？　なんだそりゃ。何を言ってる。そんな、殺人事じ件けんの現げん場ば──みたいな、ことを。


　お嬢様が呼よんだであろう人物はすぐにやってきた。奇妙なほど早かった。この連中はいつも近くに控ひかえているのかもしれない。こんな時まで真っ黒な服とサングラス。しかも目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しがいかにも胡う散さん臭くさい。


　巫み城しろのお嬢様に軽く会え釈しやくをし、その黒服は部屋へと入っていく。長峰さんの部屋へ。Ｓ棟４０３号室へ。血にまみれた空間へ。


　廊ろう下かに戻もどってきた黒服がお嬢様に耳打ちをし、何かを渡わたす。異い様ようなほど赤く染そまった手て袋ぶくろが部屋の惨状を物語っている。手渡された物もやはり血で汚よごれていたが、一瞬、廊下の光を反はん射しやして存在を主張した。鍵だった。


「誰と、誰でしたか？」


　お嬢様が小さく尋ねる。黒服がもう一度耳打ちし、お嬢様は俯うつむいて、そうですか、と一言。辛つらそうな表情は、ひとつの言葉よりずっと雄ゆう弁べんだ。


　そこで泉ちゃんが「うわぁぁぁぁぁ」と声を上げて泣く。どうにかして気持ちを落ち着けて、俺は泉ちゃんの傍そばにかがんでその肩かたを抱だき締しめる。小さな体が精せい一いつ杯ぱいの声を上げている。助けて。胸むねが痛いたい。苦しい。──少しだけ、泉ちゃんに昔の自分を重ねる。


　薄うす暗ぐらい部屋の中で、一人は窓まど際ぎわの椅い子すに座すわり、仰あお向むけで窓ガラスに頭を突つっ込こんでいた。つまり、窓から頭だけが飛び出している状態。


　割われた窓ガラスが飛び散り、血だまりの中でかすかに廊下からの光を反射させている。血だまりは、椅子に座った人間からのものだった。顔のちょうど口あたりに大きな穴あなが空いていた。それは無む理り矢や理り強い力で引き裂さいたかのようないびつな穴で、そこからは今もなおじわりと血が流れ出し、かつて白かったであろうパジャマはグロテスクなほどに鮮あざやかな赤だった。


　もう一人はベッドでただ眠ねむるようにしていた。ドアを開けた瞬しゆん間かんはそちらに目が行かなかったほどそれはごくありふれた光景で、生きているか死んでいるかはよく分からなかった。


　何な故ぜお嬢じよう様さまが『誰だれと誰か』という質しつ問もんをしたか。それは二人の顔が隠かくされていたからだ。もちろん顔に空いていた穴は除のぞくが、椅子に座ったほうの人間は顔中をガムテープでぐるぐる巻まきにされていた。しかもこちらは体にもガムテープを巻かれ、椅子に縛しばり付けられているような格かつ好こうである。もう一人、ベッドに横たわっていたほうの人間はまるでミイラのように包帯で巻かれていた。


　それに何の意味があるのかはまったく分からない。ただ、前者がみどりさんで後者が長峰さん、という予想はつく。それは背せ格好等にこの二人をあてはめると必然的にそうなる、ということだ。


　ふと部屋の中に、一瞬、それが目に入った。ちょうど窓の横あたり、さらに言えば、椅子に縛り付けられて死んでいるみどりさんの左手側、胸の高さあたり、そこにある文字。


　それは赤黒く、血で書かれたことが分かる。壁には血けつ痕こんが点々と存在し、かなり読み辛づらくなっているものの、はっきりとこう書いてあるように思えた。アルファベットの小文字で『ＳＰ』。二文字で完結しているのか続きがあるのか、そして何を意味するのか。もちろん馬ば鹿かな俺には何一つ分からなくて、ただただ頭が痛くて気分が悪くて、とにかくもう眠ってしまいたかった。眠ればきっとこんな馬鹿げた夢から覚めるのに。


　しかし、どうもそうはいかないらしい。





　Ｓ棟とう一階はそのほとんどがガレージとして使用され、入り口を除けば談だん話わ室しつがただ一部屋存そん在ざいするだけである。この談話室、五年ほど前までは頻ひん繁ぱんに使われていたらしいが、現げん在ざいは滅めつ多たに使用されていない。とはいえ掃そう除じは行き届とどいているらしく、カーペットにもソファにもほこりが溜たまっている様子は無く、空気が濁にごっていることも無い。


　長方形のテーブルを中心にして、上かみ座ざのソファのすぐ横に八千代ちゃんは立ったままだ。そこにお嬢様が来る、ということだろう。そこから見て左側のソファにカンナと春太、その向かいに泉ちゃんと俺が座っている。今いないお嬢様を除いて、これが現在のＳ棟住人の全てである。比ひ較かく的広い個こ室しつが三十三部屋ありながら住人はたったの六人、いかにも効こう率りつが悪い。


　あれからまた数十人黒服の連中がやって来て、長峰さんの体とみどりさんの体を運んでいった。長峰さんに比べて、みどりさんの体の扱あつかいはやたら雑ざつだった。布ぬのを被かぶせられて、まるでモノを扱うように──ああそうか、そりゃ死体はモノだ。そーゆーことだ死ぬってことは。はは、なんだ。当たり前のことだ。


　頭の奥おくで何かが暴あばれているみたいにずきりと痛む。意い識しきしていないと呼こ吸きゆうをするのも難むずかしい。今の俺は、いったいどんな顔をしている？　確たしかめるのが、怖こわい。


　春太は両手を組んで、何かをずっと考えているように見える。そのすぐ隣となりでカンナはつまらなそうに自分の髪かみをしきりにいじっている。どう見ても機き嫌げんは良さそうにない。


　俺のすぐ隣では泉ちゃんが俯いたまま、じっと何かに耐たえるように体を震ふるわせている。いっそ思い切り泣いたほうがいいと思う。感情を吐はき出したほうが楽になれる。さっき泣いたぐらいじゃきっと足りてない。それでも泉ちゃんは涙なみだが出るのを堪こらえている。膝ひざのあたりを強く握にぎりしめている姿すがたがかえって痛々しい。まるで自分を傷付けようとするほど強く。服の下では血がにじんでいるのかもしれない。止めたほうがいい。でも掛ける言葉が見付からない。まったく分からない。こんな俺が泉ちゃんに何を言えばいいんだ？


　ドアの音がして、お嬢様があらわれる。まっすぐに上座のソファに腰を下ろし、早さつ速そくとばかりに口を開く。


「ここに集まってもらったのは、今後の方ほう針しんについて話さなければならないからです。今回のことは非ひ常じように残念ですが、私には適てき切せつな処しよ置ちを講こうじる義ぎ務むがあります。ただ、今回の件けんを悲しんでいるのは私も同じであることを理り解かいしてください。──ではまず、現在分かっている事実について。ここに居いる以上、そしてこれからの方針に従したがってもらう以上、情じよう報ほうは与あたえておくべきだと私は判はん断だんしました。ただこの情報を伝えることそれ自体は目的ではありません。ですからもちろん、聞きたくない場合は耳を塞ふさいでもらって結けつ構こうです。よろしいですか？」


　そこでちらりとお嬢様が俺に向かって視し線せんを送る。言いたいことは分かってる。つまり泉ちゃんの耳をふさいだほうがいいということだろう。あまり気持ちのいい話じゃないことは間ま違ちがいない。


　小さな肩かたに触ふれる。が、泉ちゃんは俯うつむいたまま首を振ふった。


「……聞き、ます……から」


　そんなふうに言われてしまうとどうしようもない。無む理り矢や理り耳をふさぐのも違うと思う。本人が聞くつもりなら、それは聞かせてやるべきだ。たとえどんな内ない容ようの、辛つらい現実でも。


　視線で合図を送ると、お嬢様は、仕方無いですね、というようにふぅと一つ息を吐き、そして話し始める。


「これは不幸中の幸いですが、長峰亮平は死んでいません。危き険けんな状じよう態たいにあることは否ひ定ていしませんが、致ち命めい傷しようでは無いと言っておきましょう。その《パートナー》榊さかきみどり、これは見た通りと言うしかありません。──それでは、比較的分かりやすい長峰のほうからまず説明しましょう。頸けい部ぶ圧あつ迫ぱくによる昏こん睡すい状態、それが現状です。首にはっきりとその痕あとが残っていました。ロープのようなもので首を絞しめられたと考えられます。顔に巻まかれていた包帯について特に不自然な点は見当たりませんでしたが、首を絞めてから巻かれたと考えるのが自然でしょう。どんな意図があったのかは分かりませんが」


「みやちゃん、質問してもええか？」


　小さく手を上げてカンナが言う。しかしお嬢様は、


「質問はみどりの方も話し終えてから受け付けます」


　と返して話を続ける。


「ではみどりについて。皆みなも見たとは思いますが、長峰に対してこちらはいくらか奇き妙みような点があります。頭部のうっ血具合からこちらもやはり首を絞められたと考えられますが、舌したに大きな傷きずがありました。長峰の部屋にあったハサミを使ったようですが、その出血によるショック死ということも考えられます。ただ私の個人的な考えではそれはどちらでも良いことです。続けます。みどりはガムテープで椅い子すに縛しばり付けられ、また顔中をガムテープで巻かれていました。そして顔、口の辺りに空いていた穴あなですが、唇くちびるの八割わりほどは残っていません。そうですね、例を挙げて説明したほうがいいでしょう。みどりはガムテープを巻かれ、既すでに死んでいる状態で至し近きん距きよ離りから発はつ砲ぽうされ、その勢いきおいで真後ろの窓まどガラスに叩たたき付けられた、そういった状じよう況きようになっていました。もちろんこれはあくまで想そう像ぞうで、事実と異ことなっている可か能のう性せいは高い。なにしろ窓ガラスには銃じゆう弾だんで割わられたような跡あとは無く、弾たまはどこにも見付かっていません。あの窓ガラスはあくまでも、みどりの頭部が激げき突とつしたことにより割れた、と解かい釈しやくするべきものです。──とりあえずは以上ですが、何か質しつ問もんがあれば」


　お嬢じよう様さまが話し終えたところで、もう泉ちゃんは耐たえられなくなったらしく、「えぅっ、えっ……」ともう、今にも爆ばく発はつしそうな感情が漏もれてきているのが分かる。涙なみだがぼたぼたとこぼれ落ちている。


　泉ちゃんの手を握にぎる。そこで泉ちゃんが胸むねに飛び込んでくる。堰せきを切ったように声を上げて泣き出す。ゆっくりと震える体を抱だきしめる。泣いていい。泣いたほうがいい。大だい丈じよう夫ぶだから。俺が居るから。俺がきっと、守るから。


　部屋に響ひびくのは泉ちゃんの泣き声だけで、しばらく誰も口を開かなかった。


　泣き疲つかれて泉ちゃんが眠ねむったころ、お嬢様が真っ白なハンカチを差し出してそれを受け取る。涙と洟はな水みずでぐしゃぐしゃになった顔を、そっと拭ふいてやる。決して起こさないように、優やさしく。


　汚よごれたハンカチをどうしようか迷まよっていると、お嬢様がすっと手を伸のばしてくる。


「あ、いやその、汚れたし。洗あらって返すから」


　なんとなくそのまま渡わたしてしまうのは失礼な気がする。


「ハンカチはそういったことのために使うものです。気にしないように」


　お嬢様は受け取ると、それをそのまま胸のポケットにしまう。かっこいい、なんて思ってしまうのは場違いだろうか。


「そういえばな」


　春太が口を開く。


「壁にあっただろ、『ＳＰ』って文字。都ちゃん、あれ、他にも無かったか？」


　他にも？　春太の質問の意図がいまいち摑つかめない。


　お嬢様は迷わず質問に答える。


「血で書かれた文字以外にですね。確たしかにありました。みどりが縛られていた椅子の上、座る部分にです。ボールペンで書いたようでした。同じようにアルファベットの小文字で『ＳＰ』です。椅子に座った状態で後ろから首を絞められ、なんとか手がかりを残そうとした、といったところでしょう。それが分かったところで何かありますか？　秋あき月づきは何かするつもりなのですか？」


　最後のあたりはかなり語気が鋭するどい。お嬢様なりに言いたいことがあるんだろう。


　胸が苦しい。呼こ吸きゆうが苦しくなる。嫌いやな汗あせが出てくる。生なま温あたたかくて、血が噴ふき出して来たようにも思える。春太は何に気付いた。何を知ろうとして、何を知った？　そして俺は、何を。


「ん？　いやただ気になってな。あー、あともう一点いいか？」


　飄ひよう々ひようとした態たい度どの春太は、どうも内心が摑みづらい。


「駄だ目めだと言っても聞かないのでしょう？」


「ま、そりゃそーかもな、さて」


　春太はにやりと笑う。こんな時に気味が悪い。


「みどりさんの手足、折られてたってことないか？」


　お嬢様の動きが一瞬止まる。単に予想外の質問だっただけかもしれない。気のせいかもしれない。ただ、あまりして欲ほしくない質問だった──そんなふうに見える。


「そんなことはありませんが──」


「いつ死んだかっちゅーのは分からへんのか？」


　カンナが質問を挟はさみ込こむ。お嬢様も質問攻ぜめで大変だが、どの質問にも的確で過か不ぶ足そくなく答えるあたりはさすがだ。


「詳くわしくは分かりませんが、およそ零時前後。もちろん三十分から一時間程てい度どの誤ご差さはあるでしょう。まだ判はん断だん材料が少なすぎます」


「鍵かぎの問題はどないなっとるんや？」


「《トップ３》の部屋の鍵はパートナーも持っている。これは緊きん急きゆう事じ態たいに備そなえてのものです。ですから通つう常じよう、《トップ３》の部屋を開けることのできる鍵は二本存そん在ざいするということです。まず一本目、長峰本人の持っている鍵ですが、これは本人の机つくえ、引き出しの中にありました。次に二本目、みどりの持っている鍵ですが、これは──みどりの口の中にありました。顔に穴が空いていたのは見ましたね？　つまりその中です。血ち塗まみれだったため確かく認にんするのに若じやつ干かん手間取りましたが」


　口の中？　ああ、それがあの時の鍵。あの胡う散さん臭くさい黒服が見つけたやつか。よく見つけたもんだな全く。巫城のスタッフは優ゆう秀しゆうなことで。普ふ通つうあんなところにあるとは思わないだろうに。


「そして先さき程ほど『通常』と言いましたが、実じつ際さい、鍵はもう一本存在します。マスターキーではありません。単なる予よ備びです。ここＳ棟とうの寮りよう長ちようでもある私が持っています。つまりこういうことになります。４０３号室は密みつ室しつだった。ただし私が持っていた予備の鍵を使えば、開けることも閉とじることも可能だった。もっと言えば私なら可能だった」


「しかし、都みやこ様」


「八千代、黙だまりなさい」


　何か言おうとする八千代ちゃんをお嬢じよう様さまが制せいする。一挙手一投足、全すべてが威い厳げんに満ちている。自分にとって明らかに不利になる情じよう報ほうもあえて提てい示じする。それはやはりプライドによるものなんだろうか。


「他に質しつ問もんはありませんか？　無いなら本題に入ります」


　お嬢様は一通りそれぞれの顔を見渡し、確認する。誰だれも何も言わない。俺おれも何も言わない。だってそうだろう。今いま更さら何を言ったってしょうがない。死んだ人間が生き返る訳わけじゃない。人が死ぬってのはそういうことだ。もう二度と会えない。もう話をしたくても出来ない。同じ時間を過すごすことも出来ない。意味が無いんだ。もう遅おそいんだ。今更──真相を知ったところで。


「では、ここからが本題です。耳を塞ふさぐことは許ゆるしません。ここに居る皆みなに聞いてもらい、そして従したがってもらいます。これは巫城グループ会長及および御み城しろ学園のオーナー、巫城新しん悟ごの孫まご娘むすめ、巫城都としての判断と思ってくれて構かまいません。では言います。──今回の事じ件けんは警けい察さつには知らせません。スタッフを使って内々に処しよ理りします」


　春太がぴくりとわずかに反はん応のうし、カンナは怪け訝げんそうな顔をする。


　内々に処理？　そんなこと出来るのか巫城グループ。さすがだね、うむ。お金持ちは違ちがう。まぁそれならそれでいいんじゃないかな。だって警察って怖こわいし。お前がやったんだろ！　吐はけってんだこのやろう！　とかやられちゃう訳わけでしょ？　たとえ犯はん人にんじゃなくても全員に。いい迷めい惑わくだよなぁ。それに俺、犯人とか正直どうでもいいし。


「なんや学園から不ふ祥しよう事じは出したないってか？　みやちゃんらしないな」


「そうとってもらって構わない──そう言ったはずです」


　皮肉めいたカンナの言葉も、事も無げにお嬢様は返す。


「秋月に尋たずねます。自分の命がそう長くないことを知っていた《トップ３》が《パートナー》と共に同じ部屋で死んだ。もちろん長峰は死んでいませんが、目覚めるまで間かん隔かくが空く可か能のう性せいは高い。死んだという情報であっても差さ異いは少ないと考えます。──さて、これだけの情報しか与あたえられないとしたら──貴方あなたはどんなストーリーを組み立てますか？」


「心中、そうじゃなきゃ無理心中ってとこだな」


　春太は即そく座ざに答える。求めていた回答が得られたらしく、お嬢様は大きく頷うなずいて同意を示しめす。


「そういうことです。情報はその程度しか漏もれないようにするつもりです。完全に隠いん蔽ぺいすることは不可能ですし、あえて間違った情報を流すつもりもありません。私が言いたいことは以上です。反はん論ろんは受け付けません。質問があるなら、私の出来る範はん囲い内でしか答えられないことを承しよう知ちの上でお願いします」


「あの、さ……」


　お嬢様がきょとんとする。俺が口を開いたのが意外らしい。


「何ですか藤ふじ倉くら。まさか反論ではありませんね？」


　そんな訳わけ無い。だってさ、お嬢様はきっと誰かをかばってる。その誰か、というのが誰かは分かっていないのかもしれない。ただ単に身内から犯はん罪ざい者を出したくない、それだけのことで巫城グループの力を使ってる。法ほう律りつなんて警察なんて知ったことか、そんなわがままで優やさしいお嬢様に反論なんて無い。ある訳が無い。


　ただちょっとだけ聞きたいんだ。長峰さんのことを。


「長峰さんは、自殺なんてするような、ひと、だった、かな」


「私には長峰が日々をどんな気持ちで生きていたかは分かりません。弱いように見えて、実際は強い人間だということはもちろん知っていますが、明日にでも死ぬかもしれない、そんな人間が自殺した、心中を考えた、と普通の人間が想そう像ぞうするのは可能性が非ひ常じように高いと考えています。長峰と親しい人間、長峰が心を許ゆるした人間がそう多くないことも都合良く働くでしょう」


「いや、そうじゃなくてさ、俺、長峰さんがそんなだって、全然、知らなくて……」


　不意に涙なみだが落ちる。どうして泣いているんだろう。何を泣いているんだろう。表情はもう平静を保たもてているはずだ。ただ、涙があふれて止まらない。狐きつねの嫁よめ入いりみたいだ。晴天の雨。まるで予よ測そく不能で理り解かい不能。泣いたってしょうがないだろう。馬ば鹿かか俺は。


　十五歳さいまでしか生きられなかったはずの少年。知っていた。知っていたんだ。ただ知っていてもどうしようも無くて、信じたくなかったから忘わすれていた。目をそらしていた。偽いつわりの真実を見ていたかったんだ。


「長峰様は──」


　八千代ちゃんの声。


「普ふ段だんの生活から鎮ちん痛つう剤ざいを多量に服用していました。みどりさんの処方したものです。彼女は薬学と、そして医学のエキスパートでした。だから長峰様の《パートナー》に選ばれたということもあります。出来るだけ普通の人と同じ生活がしたい、それが長峰様の望みでした。みどりさんが常つねに大きな日ひ傘がさを持っていたことはご存ぞんじでしょうか。長峰様は直ちよく射しや日光を浴びるだけでも激はげしい頭ず痛つうがする、そんな体でした。にも拘かかわらずあの方は、屋上でよく阿あ久く沢ざわ様と寝ね転ころがっていました。本当に、馬鹿な方でした」


　本当に馬鹿な方でした。その言葉は決して言葉通りの意味では無く、大切な人を懐なつかしんで慈いつくしむ、そんなふうだった。八千代ちゃんにも好かれていたことが分かる。


　屋上での長峰さんを思い出す。まるで痛いたみなんて感じさせない表情だった。まったく気付かなかった。儚はかなげに笑ってハーモニカを吹ふく。俺を阿久沢さんに重ねていたのかもしれない。でもそれで構わない。あの時間はすごく大切な時間だった。今になってよく分かる。遊園地になんて行けるはずなかったんだ。だから泉ちゃんは泣いていたんだ。今いま更さら気付いたって、やっぱりどうしようもなくて。ただ、胸が痛い。


「みやちゃん、今回の件、外部犯の可能性はあらへんのか？」


　カンナはまた余よ計けいなことを言う。だからな、お嬢様が何で今回の事件を内々に処しよ理りしようとしてるか分かんないのかよ！　って外部犯が居ることになればそれでいいのか。うむなるほどね。


　お嬢様は言いづらそうに口を開く。


「Ｓ棟とうへの入にゆう寮りようログですが、午後八時二十六分に長峰とみどりが入って以い降こう、誰も出入りしていません。中に居たのはこの六人だけだった、と考えるしかありません」


「でも窓まどガラス割われとったやろ。こうライフルかなんかで遠くからすぱーん、ってのはどやろ」


「みどりに関してはそれでも構いませんが、長峰のこともあります。しかしやはり不自然でしょう。そうなると自分で自分の顔に包帯やガムテープを巻まいていたことになります」


　あー、だんだんと内部にしか犯人が居ないようになってますよお嬢様。聞かれたら答えてしまう性質なのか。それともはじめから俺の勘かん違ちがいで、ただお嬢様は学園の面子メンツを守りたいだけなのか。


　ま、一つ考えがあるんで言ってみるか。


「あのさ、阿久沢って人がやった可能性は……」


　ストーリーとしても悪くない、と思う。何せ長峰さんの左眼めを奪うばった男だ。欲ほしいものは力ずくで、それこそ命まで奪って自分のものにしたいと考えた。この構成はなかなか悪くない。みどりさんは顔を見られたから殺したってことで。


「そうですね、あり得うると思います。ここのセキュリティやあの程てい度どの鍵かぎなら、阿久沢は苦も無く、いとも簡かん単たんに突とつ破ぱするでしょうね」


「でもなー、それはちと納なつ得とくいかへんなぁ」


　とカンナ。言うなよ！　せっかくめでたしめでたしなのに。きっと口から生まれてきたんだなこの！　ああもう厄やつ介かいだ。


「入り口のセキュリティに関してはまぁええとしよう。あれを綺き麗れいに突破するのは阿久沢のにーちゃんらしい。それだけの仕事でもあるな。でもな、部屋の鍵はどやろ。阿久沢のにーちゃんなら蹴けり壊こわすのが一番似に合あわへんか？　まぁ鍵をピンか何かで開けたとしてもや、閉しめて帰っていくっちゅーのはキャラと違うような気がせーへんか？　そもそも密みつ室しつになっとることで損そんしとるのはみやちゃんぐらいや。他のみんなは得しとる。別に阿久沢のにーちゃんやったら開けたまま帰っても何も問題は無い訳やろ？　容よう疑ぎ者が増ふえるぶん自分の疑うたがいは弱なるしな」


　容疑者という言い方がどうしても引っかかる。それは巫城のお嬢様も同じようで、やれやれといった困こまり顔だ。


「それに、阿久沢のにーちゃんが長峰はんを殺そうとするゆーのもどうもなぁ……」


「カンナ、例えばですが──長峰が自分を殺すことを阿久沢に頼たのんだとしたらどうでしょう」


「ん？　どーゆーこっちゃ？」


「つまり長峰は自分を殺し密室を作ることを阿久沢に頼んだ。しかし途と中ちゆうでみどりが入ってきたため、やむなく殺してしまった。こんな推すい理りですね」


「あー確たしかに、死にたいゆーたらトドメ刺さしてくれそーな気はするなぁ」


　お嬢様の推理も面おも白しろいとは思う。思いつきで言ったにせよ、カンナを納得させるぐらいにはなる。ただこれもあり得ない話だ。阿久沢さんが長峰さんを殺そうとするか、この答はノーだと思う。もちろん俺は阿久沢さんのことは全く知らない。お嬢様やカンナのほうが詳くわしいことは間違いない。ただそれは表面的なものだけだ。本当の阿久沢さんを知っているのは、きっと長峰さんだけだ。そして俺は長峰さんを通して阿久沢さんのことを知っている。そんなことはしない。あり得ない。あくまでただの直感だけど。


　本当はもう一つ面白いストーリーを思いついているが、それは言わない。何な故ぜか、きっと核かく心しんに近いからだ。気付く人間が出てくる。それは避さけなければならない。そして前ぜん提ていとなる条じよう件けんが──少しだけ、気にくわない。どうしても違い和わ感がある。ボタンを掛かけ違えてそのまま着てしまったような、シャツが表おもて裏うら逆ぎやくのような、そんなかすかな違和感がある。だから言わない。言えない。


　そういえば、さっきの質しつ問もんから春太はほとんど会話に参加していない。眠ねむってしまった泉ちゃんや、もともとあまり喋しやべらない八千代ちゃんはともかくとして、春太はこんなに無口なやつだっただろうか。そりゃどんぶりを与えてやれば黙もく々もくと食べ続けるはずだけど。


　テーブルの一点あたりをじっと見つめている春太の目は、何を捉とらえているんだろうか。それなりに親しいつもりだが、こんな表情を見るのははじめてのことだ。こんなやつが意外と一番危あぶないのかもしれないな、とふと思う。当然のようにこれも直感。さて男の直感ってあてになるのか？


「もう特に何もありませんね」


　お嬢様の締しめの言葉。いやもうお疲つかれ様。なんかいろいろご苦労様！　自分で自分を誉ほめてあげるといいよきっと、うんそうだ。


「ではこれで──」


「ちょっと待った！」


　うわ、またカンナだ。なんだってんだまったくもう。喋りすぎだ。疲れ知らずかその舌したは。連投か、連投なのか。カンナカンナ、雨カンナか。投げすぎだ！　肩かたがヤバい！　背せ中なかが痛いたんで選手生命の危き機き！　背中ってなんだ、俺も疲れ気味でキレが無い。


「個こ人じん個人の身の潔けつ白ぱくは証しよう明めいせんでえーのんか？」


　カンナの言葉にお嬢様はもはや諦あきらめたように、


「貴方あなたがそうしたいなら構かまいませんが──他の人にそれを強要するのは許ゆるしません」


　と少々投げやりな調子で返す。後半は怒おこったような口調で視し線せんも厳きびしい。


　ただどんな状じよう況きようにあってもカンナは我わが道を行くだろう。真ま似ねできそうもないそのスタンスとバイタリティにはただただ感服するのみだ。どんなときだってゴーイングマイウェイ、うちの正せい義ぎが正義やっちゅーねん！　おんどりゃードカドカドカ！　そんな感じ。


「事件のあったのは零時くらいやったな？　うちはその二時間ぐらい前からずっと春やんと一いつ緒しよにおったで」


　ん？　ずっとトランプでもしてたのか、一緒にテレビでも見てたのか。違うんだろうなぁ、きっと。まぁそーゆー関係にあっても驚おどろいたりしないけど。


「ふふん、これでアリバイ成立やな。うちと春やんは潔けつ白ぱくで無実でシロや！　文もん句く無いな」


「文句無し。では以上で」


　うわお嬢様早っ！　即そく答とうだ。吟ぎん味みなんて無しだ！　と思っていると八千代ちゃんが皮肉たっぷり大おお盛もりで言う。


「まったく、カンナさんは頭がおかしくなったとしか思えません」


　うわ八千代ちゃん怖こわっ！　無む表ひよう情じようのままなだけにさらに怖い。これはまずい。絶ぜつ対たいにまずい。いまからここは戦場だ。出来れば避ひ難なんしたい。でもそれは無理な雰ふん囲い気きだ。せめて戦せん禍かがこっちに及およばないよう祈いのるだけ。なんとかしてよお嬢様！　と見るともはや我われ関せずと言わんばかりに腕うでを組んだまま目を瞑つむり、諦てい観かんの域いきで傍ぼう観かんを決め込こんでいる。全てはもはや吹ふく風の如ごとし。


「やっちん、どーゆー意味や？」


「言った通りの意味ですが、理り解かいできない部分でも？」


　一言一言はまるで切れ味鋭するどいナイフのように。もっともまだどちらも致ち命めい傷しようには至いたっていない。


「説明してみいっちゅーこっちゃ。そっちのほうが理解悪いんとちゃうか？」


　八千代ちゃんは大げさすぎるくらいのため息をつき、それが癪しやくにさわったらしいカンナの眉まゆがぴくりと動く。まさに一いつ触しよく即そく発はつ。ドキッ！　地じ雷らいだらけの砂すな浜はまでビーチバレー大会！　ドカンもあるよ（はぁと）ってな感じだ。


「《パートナー》が《トップ３》をかばう発言をする。これはあり得うることです。逆もまたしかり。加えてあなたと秋月様がそういった関係にあるとして、恋こい人びと同士の証しよう言げんがどの程てい度どの証明力しか持っていないか、司法制せい度どにさほど詳くわしくない人間でも知っているはずですし、常じよう識しきとしても理解出来そうなものです。まったく筧かけいカンナともあろう者が、愚ぐ物ぶつの《トップ３》とべったりなせいで──」


「おいこのボケ和服！　もっぺん言ってみんかい！」


「何度でも言いましょう。筧カンナは愚物といるせいで自分まで、」


「なんやとこの！」


　立ち上がろうとするカンナの左手を春太が摑つかむ。


「何すんねん春やん！　離はなさんかい！」


「それは出来ねぇな」


「離せ！　このっ……」


「離さねぇっての」


　カンナは懸けん命めいに春太の手を振ふり払はらおうとするがびくともしない。それはそうだ。体たい格かくが違ちがう。腕わん力りよくが違う。


　しばらくするとカンナも疲れたらしく、動きがようやく止まる。ただ視線は春太を鋭くにらみつけ、ふー、ふー、と荒あらい呼こ吸きゆう音はまるで威い嚇かくする猫ねこのようである。


「まぁ落ち着けって、な？」


　春太は立ち上がってカンナの肩をぽんぽんと叩たたく。しかしもう攻こう撃げきの矛ほこ先さきは春太に変わってしまったらしい。


「なんやねん、なんで分からへんねんこのアホ春！」


「分かってるって」


「分かってへん！　春やんは何も分かってへん！　うちは別に自分のことコケにされたから怒おこっとるんとちゃう。うちのことはどない言われてもええねん。うちは、うちはなぁ……」


　そこで俯うつむいて声が詰つまる。後半は少し涙なみだ声ごえだ。カンナは春太の胸むなぐらをなんとか摑むと顔を上げた。


「うちは春やんのことコケにされたから怒っとるんや！　せやのになんで分かってくれへんねん！　なんでうちばっかこんな想おもいせなあかんねん！　なぁ答えてみい！」


「俺おれのことはべつにいいから、な」


　カンナは急に黙だまり込んで下を向く。そして、


「なぁ、春やんはうちのこと、迷めい惑わくなんか……」


　と呟つぶやく。あれ、少し展てん開かいが変わってきた。


　うーん、ちょうど真っ正面で見ているのが少し恥はずかしくなってきた。あまりやりすぎないように、よろしく。


「迷惑なんかじゃねぇって」


「……口ではなんとでも言えるわい」


「本当だっての」


「噓うそや」


「噓なんかじゃねぇって」


「なら……ここでうちにキスしてみい」


「はぁ？」


　こっちもちょっと、はぁ？　な気分。飛ひ躍やくしすぎじゃないのかそれ。なんか修しゆ羅ら場ば？　春太が可哀かわい想そうだと思いつつ、お！　ちょっと面おも白しろくなってきた！　なんて思ってる俺は悪いやつだろうか。目の前でキスされてもそれはそれで困こまるんだけど。かといってこんな状じよう況きように割わって入るような度ど胸きようは無い。


「キスして舌した入れてしびれるほど吸すってうちのこと愛してみい！」


「ばかお前、こんなとこで何言って──」


　うひゃー、ディープ！　インパクト！　駄だ目めだもう駄目だ。こっちが恥ずかしくて逃にげ出したい。ちらりとお嬢じよう様さまの様子をうかがうと、やはり我われ関せずを決め込み目は閉とじたままだが、その顔は真っ赤になっている。八千代ちゃんはというと興きよう味み無さそうにしてはいるが、視し線せんはばっちり二人を追っている。


　んー、やはり二人とも女の子な訳わけで、そんなところがちょっと可愛かわいい。


「なんや、人が見とったら出来ひんのんか！　うちはそんなこと無い。恥ずかしくなんかあらへん。春やんの言うことやったら何でも出来る。人の目なんて関係あらへん。春やんが舐なめろ言うたら、キスして舐めて銜くわえて、みんなに見せつけながら飲み込んだる。うちはこんなに春やんのこと愛しとるってみんなに思う存分わからせたる。なんやったら今ここで──」


　ぱちん、と。


　カンナの頰ほおを、春太が叩たたいた。


「目ぇ覚めたか？」


　春太は言う。おお春太かっこいい！　と思う間も無くカンナのカウンター、平手打ち一発。さっきのそれよりよっぽど大きな音が響ひびく。


　ふと見るとカンナの顔は涙でぐしゃぐしゃになっている。春太はというと「あいたたたた……」と自分の頰を押さえるだけで、少し二人の温度差を感じる。もっともカンナが熱すぎる気がするが。


　カンナは肩かたをぶるぶると目に見えるほど震ふるわせながら、


「みやちゃん、うちもう寝ねてくる！　問題無いな！」


　と言い、お嬢様が「もちろん、構かまいません」とだけ答える。


　去り際ぎわに、「アホ春！　いっぺん死ね！」と言い、ドアが壊こわれてしまうかと思うほど音を立てて出ていくあたりがカンナらしく、それで談話室は急に静かになる。


　しかしこんな日にいっぺん死ねはちょっとなぁ。うーん、困ったもので。


「あー、その、なんだ、悪かったな」


　照れくさそうに頭をかきながら春太が言う。「お疲つかれさん」と俺。それ以外の言葉がちょっと浮うかばない。


「あんなふうに感情を表に出すことは、昔のカンナでは考えられなかったことです。私は、秋月のおかげでカンナは良い方に変わってきたとむしろ感かん謝しやしています。みやちゃん、なんて呼よばれるのも気に入っています。ですから、秋月はあまり気にしないように」


「そんなもんかね」


「そんなもんです」


　お嬢様はそこで楽しそうに微笑ほほえむ。そんなやり取りを少しだけうらやましく感じてしまうのは、今まで一いつ緒しよに過すごした時間があって、そこに自分が加われないことの寂さびしさによるものかもしれない。


「しかし、これでは公平ではありませんね。八千代」


　お嬢様は八千代ちゃんをくい、と指の動きだけで近くに寄よせる。


「なんでしょうか？　都様」


　お嬢様の言葉をちゃんと聞くべく八千代ちゃんが姿し勢せいを低くし、その瞬しゆん間かん、ぱちん、と今度はお嬢様の平手打ちが飛ぶ。八千代ちゃんはぽかんとしている。今までそんなふうにされたことが無いのかもしれない。


「八千代、自分が何な故ぜ今叩かれたか、分かりますか？」


「カンナさんを怒おこらせたから──でしょうか」


「それは問題ではありません。八千代がカンナを怒らせることはよくあることです。逆ぎやくもそうですね。今いま更さら何を言っても仕方の無いことです。そもそもカンナは言われれば言い返します。──他に思い当たりませんか？」


　黙ったままの八千代ちゃんの頰が再ふたたび叩かれる。今度はさっき叩かれたのとは逆側。しかも今度は相当な威い力りよくだったらしく、叩かれた八千代ちゃんがよろけてカーペットに倒たおれる。簡かん単たんに倒れてしまうのは、お嬢様に叩かれたことのショックもあるのかもしれない。


「……都様」


「今後一いつ切さい秋月のことを愚ぐ弄ろうしないように。これは、秋月が言い返さなかったぶんです」


　八千代ちゃんはすぐさま立ち上がると、深々と頭を下げて、


「秋月様、申し訳わけありませんでした」


　と言い、春太は「ん？　別に気にしてねぇっての、本当のことだしな」と返す。春太らしい。


　お嬢様は、ほら秋月はそんなふうに言うでしょう？　と言わんばかりの顔を八千代ちゃんに向ける。それで八千代ちゃんはまた深々と頭を下げ、春太が照れくさそうにする。謝あやまられるのが得意ではないらしい。


「では本当に以上です。まだ何か言っておきたいことがありますか？」


　お嬢様が言う。もう無い。もうおしまい。お開きで解かい散さん！


　それでも一つ、言ってみる。


「俺と泉ちゃんについても、身の潔けつ白ぱくを主しゆ張ちようしたほうがいいかな？」


　その言葉を用意していたものであるかのようにお嬢様は言う。


「貴方あなたがそうしたいなら構いませんが？」


　そして、もちろんこっちの答は決まっている。


「んー、別にやりたくない」


　お嬢様がにこりと笑って本当に終しゆう了りよう。ご苦労様お疲れ様、それではみなさん良い夢ゆめを。





　眠ねむったままの泉ちゃんを俺の部屋のベッドに寝ねかせる。さっきの続きを！　なんていけないことを考えてる訳じゃない。ただ単に泉ちゃんの部屋に鍵かぎがかかっていて入れなかったというだけだ。


　それに、こんな夜には誰だれかが傍そばに居いたほうがいいと思う。大切な人を失って、悲しくて、どうしようもなく胸むねが痛いたんで、怖こわくて。──似にていると思う。ちょうど十年前の自分に。母さんを失った日の夜に。あの時は誰も居なくて、真っ暗な部屋で、独ひとりで、ただ不安だった。死んでしまいたかった。こんなに辛つらいなら死んだほうがましだと思った。そんな想おもいを、泉ちゃんにさせたらいけない。そう思う。こんな自分でも誰かを守れたら、誰かの支ささえになれたら、誰かを救えたら。それで自分が犠ぎ牲せいになったところで構うものか。


　過か去こを償つぐなおうなんて思ってない。ただそうしたいだけだ。そうしたいからそうする、なんて単たん純じゆん。それでいい。


　窓まどが開いたままなことに気付く。ベランダの無い窓からは真下の部屋がすぐ目に入る。窓ガラスは割われたままだが、もうだいぶ片かたづいているように見える。あそこからみどりさんの頭が、ということを思い出して気持ちが悪くなり窓を閉しめる。あまり想そう像ぞうしたくない光景だ。


　ベッドのすぐ傍に椅い子すをおいて、そこに腰こし掛かける。すぅすぅと規き則そく正しい寝息が聞こえて安心する。寝顔も穏おだやかで、泉ちゃんにとってはこのまま眠っていたほうが、なんて馬ば鹿かなことを考えてしまう。でもそれはやっぱり馬鹿な考えで、目が覚めれば容よう赦しや無く辛い現げん実じつが待っている。泉ちゃんは現実に耐たえなければいけないし、その中で生きていかなければならない。だからせめて今ぐらいは、ゆっくりと眠っていて欲ほしい。


　不意に泉ちゃんが、うん、と寝返りをうつ。


「……にー……さま」


　夢でも見てるんだろうか。それが優やさしい夢だといいと思う。長峰さんと一いつ緒しよに観かん覧らん車しやにでも乗っているのかもしれない。夢の中ならなんだって可か能のうだ。幸せな偽いつわりの世界でも、傷きずを癒いやすことは出来る。


　泉ちゃんの目から新しく涙なみだが流れて、それをタオルでそっと拭ふき取る。今まで泣いたぶんで涙の跡あとはくっきり残っているが、それはいずれ消えてしまうだろう。それでいいと思う。乱みだれた布ふ団とんもついでに直す。できるだけ静かに。泉ちゃんの眠りを妨さまたげないように。


　ふと時計を見ると、もう三時をいくらか回っている。もうこのままずっと起きて、泉ちゃんの傍に居よう。そんなことを考えていた──ことまでは覚えているが、やはり俺も疲れていたらしく、椅子に座すわったままうとうとしているうちに、そのまま眠ってしまった。





　　　　□□□





　にーさまとみどりさんと泉とトーマさん。


　いちばん張はり切ってるのが泉で、その次がトーマさん。みどりさんは日ひ傘がさを持って、にーさまと相合傘。にーさまは、はしゃぐ泉を見て楽しそうに笑う。それだけですっごく嬉うれしくなる。コーヒーカップをぐるんぐるんに回して、トーマさんとふらふらになる。お化け屋や敷しきににーさまとみどりさんを押おし込んで、トーマさんと二人でやったねってハイタッチ。みどりさんよりにーさまのほうが怖こわがりだから、顔を青くして出てくるにーさまを見てまた二人で笑う。


　お昼にはみどりさんの用意してくれたお弁べん当とうを広げて、にーさまとトーマさんがおかずの取り合いをする。そこで泉がじゃんじゃじゃーんって新しいお弁当を出す。もちろんトーマさんの好きなものばかり入れたから、「さすが泉ちゃん！」ってトーマさんが誉ほめてくれる。「まぁ僕ぼくの妹だからね」なんて言って、にーさまも頭をなでてくれる。


　すっごくすっごくしあわせで、いつまでも続けばいいなって思う。


　そう言うとトーマさんが、来週も来ればいいって言ってくれる。嬉しくなって抱だき付く。思いっきりぎゅーってする。あんまりトーマさんべったりだとにーさまが拗すねるから、にーさまにもちょっとだけ抱き付く。おまけだね、なんて言ってにーさまはやっぱり拗ねて、みどりさんがにーさまにぎゅーってする。すっごくすっごく楽しい。


　視し界かいがゆっくり上下する。


　メリーゴーランドに乗ってる。ふと、どこかで聞いた音楽。それはにーさまの好きな曲。シューマン作曲、トロイメライ。いつもにーさまは言ってた。現実はつまらないって。生きていくことは苦しいって。だから人は夢を見るんだって。いくらでも変えられる夢に惹ひかれるんだって。


　そうしてようやく気付く。


　あ、そうか。これは夢なんだ、って。


　でも、でも──にーさま？　現実だってきっと変えられるって、泉は信じてるから。




　６　優しい噓







　背せ中なかが痛くて目が覚めた。人間は椅子で眠ねむる生き物じゃないってことをこんなことで実感。寝ね惚ぼけた頭を元に戻もどすべく、座ったままで伸のびをする。うー、なんかあんま寝た気がしない。さて今は何時だ？


「七時です。思ったより早いですね」


　いやいや今日はたまたま。いつもは泉いずみちゃんが起こしに来るまで起きないし、それでもなかなか起きなかったりするんだなこれが。まぁでも寝る子は育つって言うし。


　……あれ、さっきの声は？


　声のしたほうを向く。巫み城しろのお嬢じよう様さまがＹシャツのアイロンがけをしている。慣なれた手つきでアイロンをさっさっさっと滑すべらす。へぇ、お嬢様でもそーゆーことするんだ。なんか意外。よっぽど泉ちゃんより手慣れてる。


　じゃなくてじゃなくて！　なんでお嬢様がここに居いるんだ？


「授じゆ業ぎようの用意はもう済すませてあります。アイロンがけもあとこれだけですから、後は朝食ですね。すぐに食べますか？　それとももう少し後で？」


「え、その、じゃあもう少し後、で」


「分かりました。これは非ひ常じように言いにくいことなのですが──私はあまり料理が得意ではありません。お米と玉子があるのは知っていますが、今朝がパン食になってしまうことを許ゆるしてください」


「いや、パンもまぁ、好きだし」


「それはなによりです。コーヒーと紅こう茶ちやではどちらが良いですか？」


「えーと、その、コーヒーを」


「すみません。紅茶しか用意できません。今日のところは我が慢まんしてください」


　なら聞くなよ！　と突つっ込こみたいがそれは無理。なんてったって相手が格かく上うえすぎる。


　お嬢様は軽かろやかにＹシャツをたたむと、アイロン台を片かた付づける。もう制せい服ふく姿すがたなのは学校に行く準じゆん備びが出来ているということだろう。


　学校、そういえば泉ちゃんは今日どうするんだろう。落ち着くまで休んだほうがいいのかもしれない。なんなら一緒に休んで──って、居ない。泉ちゃんが居ない。ベッドで寝ているはずの姿すがたがどこにも無い。


　なんてこった。俺おれが居たのに。馬ば鹿かだ。寝てしまったからだ。起きてなきゃいけなかったんだ。何してるんだ俺は！


「お嬢様大変だ！　泉ちゃんが居なくなった！」


「都みやこと呼よぶように言ったはずですが」


　お嬢様は不満げだがそれどころじゃない。呼び方なんて今はどうだっていい。


　なんでこんなにお嬢様は冷静なんだ。ふざけてるのか。分からないのか。このことの意味が分かってないのか！


「そんなことより早く泉ちゃんを見付けないと！」


「泉なら隣となりの部屋で寝かせてあります。念のため八や千ち代よが傍そばについていますから、ご心配無く」


「え？　つまり、その、え？」


「貴方あなたのためにする仕事で泉を起こしてはまずいでしょう？」


　なる、ほど、ね。


　うわ、慌あわてたのがちょっとかっこ悪い。握にぎりこぶしはどこへ持っていこう。ぐーぱーぐーぱー手の運動。怪あやしい。


「泉はしばらく休ませるつもりです。本人の気持ちの整理がつくまで、特に期間は定めません。今日のところは八千代についてもらいますが、八千代にばかり負ふ担たんをかける訳わけにもいきません。当分の間は今Ｓ棟とうに居る人間が交代でつくことになるでしょう。貴方を除のぞいて、ですが」


「ちょっと待ってくれおじょ、都。なんで俺だけのけものなんだ？　それに、そーゆーのって危あぶないとは思わないのか？」


　お嬢様は正せい座ざの姿し勢せいのまま答える。


「まず一つ目の質しつ問もんについてですが、貴方の成せい績せきが悪いからというだけのことです。休んでもらっては困こまります。泉の傍に居たいなら、数日で急きゆう激げきに成績を上げることです。次に二つ目の質問についてですが、今回の事じ件けんは心中ということで終わったはずです。何も危き険けんはありません」


　心中？　それは違うだろ。いや建前がそうだとしても事実がそうじゃない。


「納なつ得とくがいかない様子ですね。では納得がいくように話しましょう。《トップ３》と《パートナー》の形を若じやつ干かん崩くずしつつ、常つねに二人ずつ配置するということです。自分が疑うたがわれるのを知りながら手を出す人間は居ない。あれだけの仕し掛かけをしたのならなおさらでしょう。もちろん危険度がゼロで無いことは否ひ定ていしませんが」


「例の黒服の連中をそれぞれにつければいいんじゃないのか？」


「それでは何かあったことを知らせているようなものです」


　ああそうか。そんなこともあった。それは賢けん明めいな判はん断だんだ。巫城のお嬢様、として。


「たださっき言った『今回の事件は心中ということで終わった』という意味は出来れば言葉通りに捉とらえてください。私はこう思っています。たとえそれが噓うそであっても、言い続ければ真実になる、と。甘あまいと言われるかもしれませんが、私は身内を責せめるような真ま似ねはしたくないし、今後何事も無ければするつもりもない。そういうことです」


　お嬢様は優やさしい。圧あつ倒とう的に優しく、決定的に善ぜん人にんだ。だからきっと俺をここに連れて来たんだ。今になって分かった。贖しよく罪ざいか憐れん憫びんか同どう情じようだ。それでも悪い気はしない。そういうのは嫌きらいじゃない。むしろ好きなほうだ。ただ向こうでもうまくやってることぐらい知ってて欲ほしかった。ちゃんと調べろよ巫城グループ。


　まさにあっちは、噓を本当と言い続けて生まれたファンタジーだ。父さんと、母さんと、妹の琴ことちゃん。本当の家族じゃないけど大好きだった人たち。もちろん今だって大好きだ。でもひょっとしたらもう帰れない。いや、きっと帰れなくなる。


　この事件にはケリをつけなくちゃならない。物語には悪人が必要で、何せその悪人が俺だから。問題無い。予定調和だ。出で来き過すぎた話だ。お嬢様が望むようなハッピーエンドにならないのは俺のせいじゃない。連れてきたのは、そっちのほうだ。





　お嬢様の作ってくれた朝食は、いちごとブルーベリーのジャムののったフレンチトーストと紅茶といういたってシンプルなものだった。正直今までの朝食とは雲うん泥でいの差で、じゃりじゃりとかがりがりなんて音はしない。普ふ通つうに食べられる朝食は久ひさしぶりだ。きっとお嬢様は一通りの料理なら器用にこなしてしまうんだろうな、なんてことが想そう像ぞうできる。がちゃがちゃ音を立てる泉ちゃんとは違い、手て際ぎわも良かった。


　こんなことを思ったなんて泉ちゃんが知ったら「えぅー、やっぱり泉はだめだめにんげんなんです……」なんて言いだしそうだ。


　でもそれは違うよ泉ちゃん。なんだかさ、真っ白なご飯と焦こげ焦げの目玉焼きがすごく恋こいしかった。噓じゃないよ、正直な気持ち。こんな俺って馬ば鹿かかな。ひょっとしたら玉子の食べ過ぎで──なんてね。




　７　推すい理り







「三島由紀夫が死んだ時、私は大学生で、ちょうどサークル棟とうと体育館の間でぼんやりと『寂さびしき４番街』などを弾ひき語っていたところ、ひどく興こう奮ふんした様子の友人にその事実を伝えられました。それはそれは、なんて特に興きよう味みの無い調子で答えたのが友人には不満だったらしく、私はまるで糾きゆう弾だんされるが如ごとく友人から三島の自決の持つ思し想そう性せいやら文学界に与あたえる影えい響きようやらを聞かされたのですが、その時はただ漠ばく然ぜんとこう考えていました。世界に対して抱いだく違い和わ感がどうしようもなく積み重なった結果として待つものが死でしかないなら、いち個こ人じんの実在なんてあまりに脆もろく、だからこそ美しい韻いん律りつを孕はらんでいるのだ──と」


　いつもならつい居い眠ねむりをしてしまう現げん国こくの授じゆ業ぎよう。何が悪いって現国教きよう師し太田（実じつ際さいの年ねん齢れいは知らないがその白髪しらがっぷりからかなり高こう齢れいであることが推すい測そくされる）が悪い。抑よく揚よう無く淡たん々たんとした語り口が、心地ここちよすぎて眠けを誘さそう、加えていえば話の内ない容よう授業それ自体からは脱だつ線せんしたものが多く、聞いていても成せい績せきが上がりそうにない。ただ一部の生徒からは熱ねつ狂きよう的な支し持じを受けており、曰いわく「哲てつ学がく的だ」「やつの話は奥おくが深い」「人生について考えさせられる」等々。俺おれとしては、また太田は好きなこと喋しやべってんなー、ぐらいしか思わないのだが。


　さて何な故ぜ今日に限かぎって俺は居眠りをしていないか。それはどうでもいい落書きをノートにしていたからだ。どうでもいいことほど熱中する、これは人間のサガだ。ただどうでもいいといえばどうでもよく、しかし少しは役にたつかも、ぐらいのところはある。


　さぁ、どう推すい理りする。










　Ｓ棟


　五階　５０１　空室


　　　　５０２　長なが峰みね泉いずみ


　　　　５０３　藤ふじ倉くら冬とう麻ま


　　　　５０４　空室


　　　　５０５　空室


　　　　５０６　カンナ


　　　　５０７　秋あき月づき春はる太た


　　　　５０８　空室





　四階　４０１　空室


　　　　４０２　みどり


　　　　４０３　長峰亮りよう平へい（事じ件けん現場、二人の死体）


　　　　４０４　空室


　　　　４０５　空室


　　　　４０６　現在は空室、《パートナー》の部屋


　　　　４０７　阿あ久く沢ざわ（不ふ在ざい）


　　　　４０８　空室





　三階　３０１　空室


　　　　３０２　現在は空室《パートナー》の部屋


　　　　３０３　現三年《トップ３》の部屋（不在）


　　　　３０４　空室


　　　　３０５　空室


　　　　３０６　八や千ち代よ


　　　　３０７　巫み城しろ都みやこ


　　　　３０８　空室









　二階　全部屋を阿久沢が物置として使用





　一階　談だん話わ室しつ、Ｓ棟入り口、それ以外はガレージ







　階かい段だんは数字の小さい側（五階ならば５０１側）に東階段、大きい側に西階段


　入り口があるのは東階段の側








　巫城のお嬢じよう様さまが持っていた予よ備びの鍵かぎを考えなければ、事件のあった４０３号室は密みつ室しつだった。ドアを確かく認にんしたのは他でもない俺自身だから間ま違ちがいない。鍵の一つは長峰さんの部屋の机つくえの中。もう一つはみどりさんの口の中。う、ちょっと思い出して気持ち悪いがともかく密室だったと言っていい。


　窓まどガラスが割われていた、ということでそこから犯はん人にんが脱だつ出しゆつしたとも考えられるが、Ｓ棟の入り口にはカードでしか開かないセキュリティが存在する。お嬢様の言ったことが正しければ、午後八時ごろに長峰さんとみどりさんが寮りように入って以い降こう、人の出入りは無かった。つまり談話室に揃そろったメンバー六人は、割れた窓ガラスから出たとしても寮の入り口から入ってはいないということになる。


　しかし入り口から入らずに窓から戻もどる、というのはどうだろう。例えば自分の部屋の窓をあらかじめ開けておいて、そこからロープか何かでよじ登る。これは可か能のうだ。長峰さんの部屋が四階だったにせよ、降おりる時もロープを使えばいい。


　問題は時間的なものだろう。音がしてすぐに長峰さんの部屋に行った俺と泉ちゃんは除じよ外がいされるとして、他の四人はどうか？　個こ人じん個人の運動能力を完かん璧ぺきには把は握あくしていないから何とも言えないが、一番遅おそくにやってきたお嬢様と八千代ちゃんには余よ裕ゆうがあったはずだ。しかも部屋が三階。五階の春太やカンナと比くらべれば時間的な余裕は大きい。これをロープ脱出侵入説、なんて呼よぼう。


　二つ目は元も子も無い考え方。巫城のお嬢様犯人説。なにせ予備の鍵がある。長峰さんとみどりさんを殺して窓ガラスを割った後、予備の鍵を使ってドアを閉しめて自分の部屋へ。４０３と東階段が近いのも都合が良い。三階の自室に戻るなら誰かとすれ違う可能性は低い。事件をおおっぴらにしないのも保ほ身しんのため。これは辻つじ褄つまが合う。良く出来たストーリーと言っていい。ただこの考えで問題があるとすれば、自分が明らかに疑うたがわれる方法を使っている、という点だ。あえて自分を疑ぎ惑わくの中心に置くことで疑いをそらす、とまで考えるのはやりすぎだろう。


　とりあえずはこんなところか。共犯まで考えればまだ出てきそうだがややこしくなりそうなので止めておく。パズルの解かい答とうは出来るだけシンプルなものがいい。


　それから血文字の『ＳＰ』、壁かべに書かれていた小文字のアルファベット。


　こっちはもうおおよその見当がついている。続きは無い。二文字で完結だ。そんなに難むずかしくもない。いや、むしろ簡かん単たんといっていい。ただ納なつ得とくがいかない点があるとすれば、巫城のお嬢様がその解答に辿たどり着いていないように見えた、ということだ。もちろん今までの行動から考えれば、分かっていつつとぼけているのかもしれない。俺おれが簡単に解とけたパズルがあのお嬢様に解けない、なんてことがあるか？　頭の出来からいってあり得ない話だ。


　試ためしに聞いてみるか。それでお嬢様が俺にとって、敵てきか味方かはっきりする。


　よし、とりあえずおしまい終しゆう了りようご苦労様。ふぅ、珍めずらしく頭を使うと疲つかれるね。あー、やば、なんか眠ねむくなってきた。まぶたが勝手に落ちてくる。俺が悪いんじゃない。責せき任にんはちっとも俺には無い。この陽気な日差しと、窓際の席と、昨日あんま寝ねてないってことと、──一番悪いのは太田だ。現げん国こく教きよう師し太田。すいません太田先生、その喋しやべり方と声はまるで催さい眠みん術じゆつ師しです。ぐぅ。





　　　　□□□





　一番初めに気付いたのは、おでこが冷たいってこと。


　そっと触れると、濡ぬれタオルが置いてある。風か邪ぜをひいてるんじゃないんだけど、なんて冷静に思う。


　八や千ち代よちゃんがこっちに気付いて、


「大丈夫？　まだ寝てたほうが……」


　心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。


　大丈夫だよって体を起こして、ありがとうってタオルを八千代ちゃんに渡わたす。


　目のあたりが腫はれてるのがなんとなく分かる。だいぶ泣いちゃったせいだ。あんなに涙が出るなんて思わなかった。


　くるりと部屋を見回す。


　四月から居る泉の部屋。物はそんなに多くないけど、みどりさんから貰もらったお薬の本がいっぱいある。平積みにしたままの本もたくさん。いつかちゃんと片付けなくっちゃって思う。


　昨日のことはどうなってるんだろう。うまくいってるんだろうか。ここに残しちゃってるものなんてないだろうか。ちょっと不安になるけど、不自然に視線を動かさないように気をつけなくちゃいけない。


　今頃トーマさんはきっと授業中。


　泉のことが気になって、勉強に集中出来てなかったらどうしよう。それとも、昨日ちゃんと眠れなかったせいで居眠りしちゃって怒られてたり──あぁ、傍そばにいたらすぐに元気づけてあげられるのにって思う。


　もし何かあってそれが泉のせいだったら？


　昨日のことが、悪い方向に出ちゃったら？


　一緒に居られないとすぐ不安になる。都さんが傍にいるはずだから、そんなに無む茶ちやはしないはずだけど──でも、トーマさんはにーさまに似てるから。自分のことをすぐ駄だ目めな人間って言っちゃうから。生きていてもしょうがない、なんてふうに考えちゃうから。


　都さんは大丈夫かな。トーマさんに、ちゃんと伝えられてるだろうか。


　十年前のことがあるから、動きにくいってことは分かってた。それに、今も《トップ３》だってこともある。だから、泉がやらなくちゃいけない。


「何か食べたいものとかある？」


　八千代ちゃんが言う。気を遣つかってくれてるのが分かる。八千代ちゃんには言っておいたほうが良かったかも、なんてちょっと後悔。すっごく悪いことしてるような気がする。


「ううん、大丈夫」


　出来るだけ心配かけないように、明るい声で応こたえる。せめて迷惑をかけないようにしなきゃ。


「そう？　でも今日は休もう？　学校にはちゃんと言ってあるし、私も休むことにしてるから。欲しいものがあったらいつでも言って。すぐ買ってくる」


「ホントに？」


「もっちろん！　今日は泉様の《パートナー》でございますから！」


　八千代ちゃんがおおげさに胸を叩たたいてみせる。元気付けてくれようとしてるのが分かる。それがかえって辛くなって、顔を伏せたら八千代ちゃんは背中をさすってくれた。


　ゆっくり、ゆっくり。すごくあったかくて安心する。


　一人で眠りたい、っていうお願いを、八千代ちゃんはあっさりきいてくれた。


　寝たふりをして、八千代ちゃんが部屋から出て行くのを確認する。


　いつもの八千代ちゃんだったら、都さんから言われた仕事はすごくきっちりする。一緒にいるようにって言われたら、それこそ二十四時間ずっと一緒にいる。今日、そうじゃないのは、きっと泉に気を遣ってるんだろうなって思う。





　──気を遣わせちゃってごめんね、八千代ちゃん。


　自分の部屋から出て行くとき、こっそりそう呟いた。




　８　人殺しの罪つみと罰ばつ







「例の『ＳＰ』ですか？　私には分かりません」


　優ゆう雅がに廊ろう下かを歩きながら、さらりとお嬢じよう様さまは言う。そのさまは周囲に威い厳げんを見せつけているようではあるが、それが彼女にとって自然な歩き方であり、特に意い識しきしている訳わけでは無いのだろう。すれ違ちがう生徒が一様に道を空けていくと、まるで一緒に歩いている自分も偉えらくなったような気がする。


　どうしようも無く勘かん違ちがいなのは承しよう知ちの上で、こんな状じよう況きようを楽しんでみるのも悪くない。ふはははは愚ぐ民みんどもめ、道を空けるがいいさわはは。頭ずが高いぞビシビシ。そーれ帯でくるくるじゃー。よいではないかよいではないかー。ん？　最後はちょっと違うな。まぁ妄もう想そうなので大丈夫。


「『ＳＰ』でまず連想されるのはｓｅｃｕｒｉｔｙ　ｐｏｌｉｃｅ、うちのスタッフの存そん在ざいがそれに近い。あるいはｓｐｅｃｉａｌ、途と中ちゆうまでしか書かれていませんがＳ棟とうを示しめしている──このぐらいは考えましたが、どちらも漠ばく然ぜんとして意味が無い。藤ふじ倉くらは何か思いついたのですか？」


「え？　ああ、さっぱり、だけど」


　とぼけてみる。少し驚おどろいた。本当にお嬢様は気付いてないらしい。これが演えん技ぎだとしたら相当なものだ。


　ふと足を止めてお嬢様が俺の方へ振ふり返る。ぶつかりそうになり急ブレーキをかけるが、視し線せんはまともにぶつかってしまう。その瞳ひとみがいやに真しん剣けんで圧おされる。


「藤倉は、罪つみを背せ負おった人間は裁さばかれなければならない、そう思っているのですか？」


　不意の質しつ問もんに答えることが出来ない。罪を背負った人間。この場合、みどりさんを殺した犯はん人にんのことを言ってるんだろうか。


「例えばそれが止やむを得ないものだとしても、ですか？　特とく殊しゆな事じ情じようがあって──例えば、大切な人間を奪うばわれたことで一時的に感情が昂たかぶった、そんな状況であっても、犯おかした罪は絶ぜつ対たいに許ゆるされない、そう考えているのですか？」


「……それは」


　誰だれのこと、だろう。


「これからカンナのところへ行って、探たん偵ていや警けい察さつの真ま似ね事ごとをするつもりなのですか？　罪を暴あばいて裁かないと気がすまない、なんて──」


「いや、それは、その、違うから。あんまり関係ない」


　お嬢様は「そうですか」とまだ疑うたがっているような口振りで言うが、それでも「貴方あなたを信じます。行きましょう」と続け、また前を向いて歩き始める。


　カンナは放課後、たいてい第一情じよう報ほう処しよ理り室しつにいるらしい。平たく言えばパソコン使い放題インターネットやり放題の気前の良い部屋で、割わりと生徒の間でも評ひよう判ばんがいい。とはいえ俺はパソコンに関してはウィンドウズがビルゲイツでインターネットのブロードバンドＩＴ？　ってなくらいよく分かってない。だからあまり興きよう味みが無く行ったことも無く、そのためお嬢様に道案内を頼たのんだ、というところだが、どちらにせよ泉いずみちゃんと八や千ち代よちゃんが不在のため、お嬢様とは一緒に居なければならない。なかなか肩かたの凝こる現げん実じつだ。


　お嬢様は無言でドアを開け、それに続く。一いつ般ぱんの教室と同じぐらいの部屋に衝つい立たてが立ち並ならび、一いつ瞬しゆん迷めい路ろを思わせる。衝立は他人が何を見ているか分からなくするためだろうか。うーん、ここならえっちなやつも見放題かも。


　いいね、実にいい。今度村上にでもやり方を聞いておこう。やつならエロ関係で知らないものは無いはずだ。なにせ望んだ内ない容ようのエロ本が翌よく日じつには用意できる──ってこれは関係無い話。


　部屋の中はキーを叩たたく音に混まじって談だん笑しようする声が常つねに聞こえている。お喋しやべり禁きん止しなんて図書室みたいな堅かたいこと言わないぜベイビー！　ってな感じか情報処理室。ちょっと好きだな情報処理室。出来ればこれからもよろしく。その予定。


　お嬢様はカンナがそこに居るのをあらかじめ知っていたらしく、別べつ段だん探さがすこともなく一直線にカンナのもとに辿たどり着いた。こちらに気付いてカンナがパソコンの画面から目を離はなし、手を休める。そして普ふ段だんの軽い調子でご挨あい拶さつ。


「うっす！　みやちゃんにトマぴょん、うちに会いに来てくれたんか？　こりゃ嬉うれしいな！　今年の嬉しいことベスト１００にエントリー決定やな！」


　もう昨夜の機き嫌げんは直ったらしい。気持ちの切り替かえの速さ、これはカンナのいいところだ。もっとも、ここに来たのが八千代ちゃんでも同じように歓かん迎げいしたか？　という点についてはなんとも言えないが。


「あれ、春はる太たは？」


《トップ３》と《パートナー》は寮りよう外がいでは一いつ緒しよに居いるのが原げん則そくだ。その原則にもれず春太とカンナもたいてい行動を共にしている。


「ん？　トマぴょんそれ本気で言うとるんか？　よう周りを見てみい、すぐ分かる」


　言われるままにぐるりと周囲を見渡す。衝立が並ぶ景色に一つ、ひょっこりとのぞく頭のてっぺん。ちょうどここから五つ離れた席だ。


「あー、なるほど……」


「な？　簡かん単たんやろ。春やんサッカー系けいのサイトあたり巡じゆん回かいしとるはずや。うちに付き合わせて悪いなとは思とるけど、ま、それなりに楽しんどるやろ。うちが帰ろ言うても春やんが待ってくれ言うたときもあったしな。──なんやトマぴょんは春やんに会いに来たんか」


「いや、今日はカンナに用があって来たんだけど、ちょっといいか？」


「もちろんかまへんよ。トマぴょんがうちに用なんて珍めずらしな」


　そういえばそうだったっけ。春太に用があるのがほとんどだけど、いつもカンナが傍そばに居たからそんな気がしなかった。カンナにはそれなりに気を許しているし、向こうもそうだろうと思う。


　さて、えーと、うーん、その、ね。いや切り出し方を迷まよってるんじゃない。お嬢じよう様さまが居ないほうがいいんだけど、それが言い出しにくい。どう言ったらカドが立たないか、なんてつまらないことを考えてしまう。


「みやちゃん、うちトマぴょんと二人きりで話したいんやけどええか？」


　俺おれの心情を察したのかカンナが助け船を出す。


「それは出来ません。私は今いわば藤倉の《パートナー》ですから」


「んー、頭堅いなみやちゃん。うちの頼みでもあかんか？」


「出来ません」


　お嬢様はきっぱりと答える。カンナは腕うでを組んで、むー、としばらくうなる。なにかいろいろ考えてくれているらしい。何も出来ない俺がちょっと情なさけない。


「じゃあ取引や、うちがしたことの貸かしをこれで返してもらうってのはどやろ」


「それは秋あき月づきの件けんで無くなったはずでしょう？」


「チャラか？」


「チャラです」


「ならうちに貸しを作っとくってのはどや？　たまにはええやろ、そーゆーのも」


「私は借りを作るのも貸しを作るのも好みません。そもそも私とカンナはそういった関係では無いと私は思っていますが──違いましたか？」


「それはまぁ、せやけど」


「あ、あのさ！」


　どうにかして会話に割わり込む。これだけの言葉になかなかの度ど胸きようが必要なのは我われながら情けない。それでもカンナ一人にこのまま頑がん張ばらせる訳わけにはいかない。もともとが俺の問題だ。


「俺からも頼む、お願いこの通り！　都みやこ、そこをなんとか！」


　ちょっと声が上うわ擦ずったのはご愛あい敬きようということにしてくれ。


　お嬢様はくす、と笑うと表ひよう情じようをいくぶん和やわらげる。


「やっと言ってくれましたね。では──カンナ、秋月は借りていきます。二人ずつが現げん在ざいの状じよう況きようにおける原則ですから。今からちょうど一時間後、場所は第三図書室で待ち合わせということで」


　お嬢様はそう言うと、さっ、と身をひるがえし、春太を連れて部屋を出て行く。


　ああなんだ、と今いま更さらに思う。言いたいことはちゃんと言え。つまりはそういうことで、お嬢様には全すべてお見通しだ。


「あんなにあっさり引き下がるとは思わへんかったな。みやちゃんなんかええことでもあったんかな？」


　椅い子すから立ち上がり、後ろ姿すがたを目で追いながらカンナがつぶやく。が、すぐに座すわり直し「さ、トマぴょん、用件聞こか？」と楽しそうに笑う。


　スペースの関係上こっちは立ったままだが、まぁそれは仕方が無い。


　それはここだからこその用件であり、そのためにお嬢様に居いてもらう訳にはいかなかった。とはいえ用件と言うよりもお願い、と言った方が近い。出来るだけしおらしく行こう、うむ。


「あのさ、ちょっと調べて欲ほしいことがあるんだけど……」


　いかにも申し訳無さそうな感じで言ってみる。カンナはよしきた！　と言わんばかりの顔だ。


「今回の事件のことやな！　分かっとるで分かっとるでー、そのためにみやちゃんに席外してもろたんや。怒おこられるの、かなわんからな！　まず、これ見てもらおか」


　いや違ちがうんだけど！　という間も無く、


「じゃじゃーん、ノートパソコーンっ！」


　と青い猫ねこ型がたロボットを少し意い識しきしたらしい声で、カンナが右手を上げて立ち上がる。もちろん右手には秘ひ密みつ道具、じゃなくてノートパソコン。わーいこれでジャイアンにも勝てるよ！　ねえこれどうやって使うのどうやって使うの早く見せて見せてー。心の中で乗っておく。声真ま似ねが出来たらやってたんだけどな。うーん残念無念。


「なんやトマぴょんノリ悪いな」


　カンナはそう言ってノートパソコンの電でん源げんを入れる。いやのび太の声が出来てたら！　と声無く主しゆ張ちよう。


　それにしてもこれはいつも思うことだが、何な故ぜパソコンというやつはスイッチを入れるとがりがりと音を立てるのか。中でリスが何か食べてるとしか思えない。頰ほお袋ぶくろをいっぱいにしてパソコンを動かしているのはリスなのだ。きっとそうだ。じゃなきゃこの音は壊こわれているようにしか聞こえない。


　真っ黒な画面に白で英字がずらりと表ひよう示じされ、カンナは手早くキーを叩たたく。


　あれ、パソコンってマウスで動かすものじゃないのか。それともこれは違うもの？　なんて思っていると、画面にどこかをビデオで撮さつ影えいしたような映えい像ぞうが表示される。


　薄うす暗ぐらい中に建物がぼぅっと白く映うつり、それがゆっくりと右へ左へ。要するにカメラの方が動いているらしい。窓が並んでいるのが確かく認にんできる。どこかで見た建物なのは間違い無いが、さてこれはどこだ？


「ここでいったんストップ。さてトマぴょんは何回かＳ棟とうから脱だつ走そうして捕つかまっとるな。それはいったい何故やろ？」


　何故か？　唐とう突とつにして難むずかしい質しつ問もんだ。理由なんていろいろありそうなものだが。


「黒服の連中が取り囲むから、かな」


「もうちょっと前になんかあらへんか？」


「そう言われてもなぁ……」


「言い方変えよか。第一警けい戒かい網もうの連中は学園内におるけど、そう数は多ない。問題は二次以い降こう。何故連中がここに来るのが間に合うか。もちろんこの学園と待機場所がそう遠くないこともあるんやけど──かなり早い段階で脱走が分かっとるっちゅーこっちゃな」


「え、その、つまり？」


「つまりは学園内、特にＳ棟周辺に念入りに監かん視しカメラが設せつ置ちされとるからやな。だから脱走してもよっぽど上う手まくやらへんことには捕まってしまう。それはええとして──Ｓ棟を裏うら側がわから撮影した映像がこれや。昨夜の様子が一いち応おうやけど分かる」


　どや凄すごいやろ！　と言わんばかりの表情。カンナの眼鏡めがねがきらりと光った──いやそれは言い過すぎだ。


　しかし凄い。確たしかに凄い。カンナはそんな映像どこから入手したんだ？　お嬢様に怒られるとかなんとか言ってたから正当な方法じゃなさそうだ。うーむ、カンナはなかなか侮あなどれない。


　え？　ってゆーことは？


「じゃあ、その、犯はん人にんがこの映像で分かったり？」


「んー、それはちと無理やな。もともと外から中への侵しん入にゆう者しやを監視するもんであって、内部の様子を監視するもんでは無いんや。しかも真夜中やし、中の様子までは分からへん。それでもな」


　カンナが一つキーを叩いて動画の再さい生せいが始まる。どの部屋にも明かりはついていない。みんな早はや寝ねなのね、って何時か知らないけど。と左にスクロールしながら一つの部屋に明かりが点ともった。


「４０２号室、みどりはんの部屋やな。誰だれかが部屋に来たんかな？　せやけど──」


　左まで画面がスクロールしきって、右へ移い動どうを始めたあたりで明かりが消えた。


「時間は零時三十五分。明かりがついて消えるまでが三十秒そこそこやな。さて、ちと早送りするで」


　左右の動きが大きくなり、映像で酔よってしまいそうな気分になる。


　特に変化は無い。まるで動かない一枚まいの絵を変なやり方で撮影しているような感じだ。


「おっと、ここからはちょっとスロー再生にしとこ」


　今度は逆ぎやくに遅おそすぎるスピード。ゆらりゆらりで左にのんびりと。


「ここや！　トマぴょん注目！」


　カンナが映像を止め、画面の一部を指す。


「あ、これがひょっとして」


　うんうんとカンナは頷うなずく。


「せや、場所は４０３号室、みどりはんの頭や。ちょうどカメラが右に寄よっとったらしくて、窓まどが割われる瞬しゆん間かんは映ってないみたいやけど。どうする、なんや貞子みたいでちと気持ち悪いけど」


「大だい丈じよう夫ぶ、続けてくれ。別に一週間後に死んだりする訳わけじゃないだろうし」


「よっしゃ、通つう常じよう再生に戻もどそか」


　再生を始めるとすぐ泉ちゃんが俺の部屋から顔を出す。中に向かって何か言っている。もちろん内ない容ようは知ってる。そこに居たからだ。


　画面が左に寄っていき、右へ折り返す。泉ちゃんとみどりさんの姿すがたがカメラの視し界かいから外れる。


　そこでカンナが映像を止める。


「もうこっからはほとんど動きが無いから一気にいくで」


　再び早送り。自分で首を思い切り振ふっているような気持ち悪さ。うぷ、こーゆーの苦手だ。三さん半はん規き管かんとかそのへんの問題？　ちなみにバスでもかなり酔う。


　映像にとっくに泉ちゃんの姿は無く、しばらくして４０３に電灯が点り、みどりさんの姿、というか頭も見えなくなる。これは巫み城しろグループのスタッフとやらの手によるものだろう。


「以上やな、４０３の窓が割れたのが一時十五分。分かっても意味無いけどな。さて、この映像を踏ふまえた上で、うちがそれぞれ犯人である可か能のう性せいを検けん討とうしてみたところ──やっちんが一番怪あやしい」


　八千代ちゃん？　うーん、なんか八千代ちゃんに恨うらみがあるから言ってるように思えてしまう。カンナ、推すい理りに主観は混ぜるもんじゃないぞ。あくまで客観的に冷静に。


「なんやトマぴょん、納なつ得とくいかへんって顔やな」


「いや、そーゆー訳じゃないけど」


「うちは別にやっちんに腹はら立てたからこんなこと言うとるんとちゃうで？」


　そうなのか？　どうしても昨日のことがあるとなかなかそうは思えない、ってこれも主観なのか。推理って難しい。


「二人ずつ検討していこか。これは別に共犯やっていうこととはちゃうで。単に部屋の位置関係やな。まずうちと春やん。予よ備びの鍵かぎを持っとらんかった以上、４０３から脱だつ出しゆつする方法は一つ。割れた窓から逃にげることや」


　それは考えた。でもさっきの映えい像ぞうだと、


「誰も映うつって無かった、よな？」


「せやな、トマぴょんの言う通りや。しかし監かん視しカメラは左右に動いとるから死角がある。前もってその動きを把は握あくしとったらある程てい度どのことは出来るし、うちと春やんはその動きを知っとるほうや。まず４０３から５０６、あるいは５０７にロープでも掛かけたとしよか。これはいかにも厳きびしい。斜ななめになってしまうぶん、カメラの死角になる時間も短い。よくて四、五秒やな。スパイダーマンでも無い限り不可能や。ただもう一つのルート、４０３から５０３やったら可能や。死角になる時間自体は一秒か二秒増ふえる程度やけど、何より距きよ離りが短い。せやから５０３に入って何喰くわぬ顔で歩いて行ったらええ、ただし──」


　そこでカンナは息いき継つぎをする。喋しやべりがせわしないぶん大変そうだ。


「これはかなり偶ぐう然ぜんをあてにせなあかん。確かに昨日に限って言えば、いずみんが窓を開けたまま出て行ったから可能は可能や。でももしいずみんが窓を開けへんかったら、あるいは開けたとしてもすぐ閉めたら？　これはおかしいな。カメラの動きまで押おさえた割には間ま抜ぬけもいいとこや。もしうちが犯人やったとして、本来５０３の住人のトマぴょんと共犯やったら可能な犯罪やけど──うちら共犯やったか？」


「そんな約束はしてないなぁ」


　カンナは愉ゆ快かいそうに笑うと、


「さよか。うちだけ忘わすれてしもたんかと思とったで」


　と言い、更さらに続ける。


「窓からの脱出ルートが使えへんとなるとうちと春やんはお手上げや。トマぴょんはカメラの動きを知らんはずやし、いずみんに関してはガラスが割れた直後に顔を出しとる。監視カメラの情報から考えたら窓からの脱出なんてことは無かったと考えたほうが自然やな」


　なるほどもっともな意見。納得がいく。


　そうなると俺おれの考えたロープ脱出侵入説は否ひ定ていされた訳わけか。くそぅ、無い知ち恵え振り絞しぼって考えたのに。しかも貴き重ちような現げん国こくの授じゆ業ぎよう時じ間かんを使って！　貴重な？　なら寝ねるなよ俺。


　さて、俺としては巫城のお嬢じよう様さま犯はん人にん説せつが残った。さてカンナはどうくる？


「そうなると予備の鍵を使ったっちゅーことになる。持っとるんはみやちゃんやけど、みやちゃんにはちょっと無理なんや。長なが峰みねはんやみどりはんの体、どうもいろいろ動かされとったやろ？　そんな重いもん扱あつかうのはその、無理なんや。不可能なんや。あー、なんて言ったらええんやろ。詳くわしく言われへんからしんどいな……」


　あーでもないこーでもないと悩なやんでいるカンナにあっさりと言う。


「お嬢様の左手、義ぎ手しゆなんだろ？」


　カンナが目を丸くする。当たっているらしいことがその表ひよう情じようからも分かる。


　別に聞いてた訳じゃない。見て分かった訳でもない。ごくごく単たん純じゆんな推すい論ろんによる帰結。無いはずのものが有るなら、それは偽にせ物ものだ。


「なんやトマぴょん知っとったんか。せや、あの左手が耐たえられるのはせいぜい20キロまで。本物に出来るだけ近く、本物に出来るだけ似にせて、なんて考えとったら重量負荷に弱なってしもてな。あれや、複ふく雑ざつなもんほど単純な力に弱いってやつや。うちもまだまだやな」


　なんだかカンナが作ったような口ぶりなのはどういう訳だ？　ひょっとしてカンナってもの凄すごい人物だったり？　まぁ、自分の家が、ってのを言ってるのかもしれない。関西人ってそんな感じ──って偏へん見けんだって分かってるけどさ。


「そういえばうちの実家に、最近巫城グループから大量の発注があったらしいな。儲もうかっとるなーほんま。あれ足一本手一本でもとんでもない値ね段だんするのになぁ……。ま、雑ざつ談だんはこれまでにしよか。さて、そうなると残ったのはやっちんだけ。やっちんは予備の鍵は持ってへん。けどな、《パートナー》は《トップ３》の部屋の鍵は持っとるんやで。つまりやっちんについてのみ予備の鍵も持っとるようなもんやと思わへんか？　それにああ見えてやっちんは身体能力が高い。何せ巫城グループの警けい備び部ぶに関かかわって、それなりのポジションを得とるぐらいやからな。──ま、こんなもんや。つまりうちが言いたいのはな、あのクソボケ和服娘むすめにはトマぴょんも気いつけなあかんで、っちゅーこっちゃな」


　クソボケ和服娘、の部分をやけに強調したあたりなんとも言えない悪意を感じてしまうが、解かい釈しやく論ろんとしては正しいだろうと思う。いくらか消去法的な部分はあるが、そういったやり方もありだ。


　しかしカンナの推すい理りは重要な部分が抜け落ちていて、不ふ充じゆう分ぶんなものと言わざるを得ない。他でも無い俺が言うんだから間ま違ちがい無い！　なんて言うと偉えらそうだな。まぁでもはっきりしといたほうがいいのだ。


　カンナの推理は前ぜん提ていからして間違ってる。そこが見えていないなら、どうやったって結論には辿たどり着かない。


　ただ監視カメラの存そん在ざいを知ることが出来たのはかなり大きい。そこはカンナに感かん謝しや感謝の大感謝。より動きやすくなったのは間違い無い。


　これでもう用は──って待て待てまだあった。ん、もうどっちでもいいのか？


　いやいや念のため。カンナがある程てい度ど調べてるってことは春太にも情じよう報ほうが行ってるはずだ。談だん話わ室での様子を思い出す。春太はおそらく、一番近い。


　ノートパソコンを片かた付づけようとするカンナに声を掛かける。


「あのさ、ちょっと調べて欲ほしいことがあるんだけど、いいか？　俺パソコンってあんま詳くわしく無くてさ」


「ん？　うちで分かることならええけど、なんや？」


「湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事じ件けん、って知ってるか？」


「あー、そんな事件あったな。割わりと昔の事件とちゃうかな」


「ちょうど十年前、かな」


　憶おぼえてるけどちょっとだけ曖あい昧まいに。


「せやせや、そのぐらいや。なんでも人がえらい亡なくなったなぁ。人ひと質じちと犯人グループ全員死んだんやなかったかな。警けい察さつはえらい批ひ判はんされとった」


「いや、二人生きてたはずなんだ。公式発表は確たしか一人だったけど。その二人の名前を調べて欲しい」


　カンナは、んー、と少し悩なやむ様子を見せる。


「公式発表と違うんか？　そりゃ面めん倒どうそうやな。うーん、どうしたらええかな……」


「やっぱ無理？」


「無理なことはあらへんよ。ただうちがちょっと億おつ劫くうがっとるだけや」


　そう言ってカンナはにっと笑う。何か含ふくみがありそうな雰ふん囲い気きだ。


「その前にうちからトマぴょんに質しつ問もんしてええか？　質問は三つ。別に嫌いややったら答えへんでもええけど、返答の内容でトマぴょんの頼んだ調べもんをするかどうか決める。うちな、好きな人のため以外ではあんま動きたないタイプやねん」


「オッケー！　質問どんと来い！」


　カンナは暗に、俺についてあまり好きでは無いと言った訳だが気にしない。付き合いが短いってのはそういうことだ。事件が起きた、ということも考えれば妥だ当とうな判はん断だん。用心深いのかもね、意外と。


「まず一つ目──」


　指をぴっと立ててカンナは言う。


「トマぴょんは春やんの敵てきか味方か？」


　敵か味方か？　しかも春太の。自分じゃなくて春太の、か。


　なかなかカンナの愛情は強きよう烈れつらしい。こんなふうに愛されて──みたくないなぁ、あんまり。昨日の修しゆ羅ら場ばを見てしまうとどうしても引いてしまう。もっとこう、穏おだやかで優やさしい愛をプリーズ！　とりあえず恋こい人びとを見付けることから始めるべき？　そりゃそうだ。


　さて、質問には答えなくちゃいけない。


　噓うそをつくのは嫌きらいじゃない。でもここは、ここぐらいは、正直に言ってもいいと思う。


「分かんない、かな」


「ん？　どーゆーこっちゃ？」


　カンナが尋たずねる。


「俺はさ、その、──今は泉ちゃんの味方になるつもりでいる。誰だれよりも優ゆう先せんして泉ちゃんの力になろうと思ってる。だからもし、泉ちゃんを傷きず付つけるようなやつが居いたら、そいつは敵になる。それが春太でも、カンナでも。そーゆーこと、かな」


「なるほどよー分かった！」


　ぱん、と手を叩たたくカンナ。批判されているのか感心されているのかいまいち摑つかみにくいリアクションだ。が、次の瞬しゆん間かんカンナは綺き麗れいに微笑ほほえんで言った。


「ええな。うちそーゆーの好きやで。いずみんは幸せもんやな！」


　要するに第一の質問は合ごう格かく、ということだろうか。


　しかし目の前にあるカンナの顔が、いつもと違ってやけに可愛かわいく見えてどきりとする。カンナってこんなふうに笑うやつだったのか。新発見。女の子っていいね。らぶりーだよね、本当に。


「じゃあ次は二つ目、こっちは単刀直入に言うで」


　さっきの名残なごりでカンナはまだにこにこしたままだ。見ていて気持ちいい。


「いずみんとはもうやったんか？」


「のなっ！」


　ここにコーヒーがあったらそりゃもう全開で吹ふき出していたが今現げん在ざいコーヒーは無く、ただ口をぱくぱくさせて何を言うべきやらどう反はん論ろんしたらいいやらですぐパニックになる俺は純じゆん情じような少年な訳わけで？　いやあんなことが無ければさらりと否ひ定てい出来るんだろうけど、もう一歩、なんてとこまで行っておいて堂々とやってませーんなんて言えるのか。タバコを持って吸すってませーん、なんて主しゆ張ちようするぐらい馬ば鹿かだ。お前吸うつもりだっただろ！　なんて怒おこられる。え？　でも吸ってないならいいのかな。殺したい、なんて思っただけで殺したことと一いつ緒しよなら世界は殺人犯でいっぱいだ、あー俺殺人犯、いえーい！


　くそぅ、完全に動どう揺ようし過ぎだ。言葉が出てこない。まったく出てこない。


「……いやその、えっと、それは違ちがうし、誤ご解かいで」


　これだけ言うのが精せい一いつ杯ぱい。


　カンナはにやりと笑い、攻こう撃げき態たい勢せいを緩ゆるめない。


「ならあの日、なんでいずみんはトマぴょんの部屋におったんかなー？」


　もう駄だ目めだ俺は駄目だ。きっと今の顔は何があったか一目瞭りよう然ぜんなぐらい真っ赤だ。やたら熱くてしょうがない。


「しかも映えい像ぞうよー見たらいずみんのパジャマから肩かたのあたりがのぞいとってな。いかにも慌あわてて着ましたって雰ふん囲い気きやな。しかも首くび筋すじにキスマーク付きや！　トマぴょん、綺麗な肌はだやからってあんま吸いすぎたらあかんで？」


　うわあああああああこりゃもう何て言うか、せめて、この言い訳ぐらいはさせてください神様。


「……危あぶなかったけど、その、なんとか踏ふみとどまって、最後までは、その」


　あー、あー、もうまともにカンナと目が合わせられない。


　カンナはくす、と笑う。


「キスマークは噓やでトマぴょん。肩のあたりが見えとったっちゅーのも噓や。あの程てい度どの解像度でそこまで分かるかいな」


　騙だまされた！　最悪だ！　しかも言わなくていいことまで！　って多分もうこの態たい度どでバレバレな訳でもうどうにでもしてくれよってな具合で。どんな事態にも動じない、そんな冷静さがあったら。くぅ。


「しかし最後までいかへんかったのはなんでや？　立たへんかったんか？」


　そりゃもうバリバリでした。別の生き物でしたハイ。


「違うんか？　ならいずみんのこと嫌いなんか？」


「……いや、嫌いじゃ、ない、もちろん」


「ならえーやん」


「ダメダメダメダメ！　ダメったらダメっ！」


　自分に言い聞かせるように駄だ目めを連れん呼こ。今度いつ理性が飛びそうになるか分からない。無む意い識しきでも止まれるように常つね日ひ頃ごろ警けい告こく。


「でもなぁ」カンナは言う。「溜たまるもんは溜まるやろ？」


　またこの子は！　なんて子なんざましょまったく！　うーわー、カンナもえっちな人だ。助けて。誰か助けて。つーかストレート過すぎる。湧わき上がる白い欲よく望ぼうはどうしようもないでございましょう？　なんて聞かれたらね、その、なんかもっと卑ひ猥わいだ。


「トマぴょんがええなら──」


　カンナはぺろっとピンク色の舌したを出し、それを指でこれこれってな感じで示しめす。


　そしてまた微笑んで一言。


「今度口でしたげよか？」


「ななななななななっ！」


　思わず声が出てしまう。後ずさりして衝つい立たてにどかん！　しまった後ろの人に迷めい惑わくが！　と思ったら誰も居いなくてひと安心。いやこれ人が聞いてるかもしれない場所でする会話じゃないって。セクハラだー。もう許ゆるして。こういう展てん開かい苦手なんだ。慣なれてないんだ。ちょっと前の緊きん迫ぱくした雰囲気が愛いとしい。推理しとこう大人しく。それでいいじゃないか。


「冗じよう談だんや冗談、あんまリアクション大きいと怪け我がするで？」


　冗談でも言わないでくれ！　くそぅ、ちょっと興こう奮ふんして変なところも熱いじゃないか！


「ほらほら深しん呼こ吸きゆうしとき？　すー、はー、でだいぶ落ち着くで。赤なっとるトマぴょんも可愛かわいいけどな」


「……あんまりからかわんでくれ。その、慣れてない、から、そーゆーの」


「んー、純情なんやな」


「純情なんやで？」


「さよか」


「さよや」


　そこでカンナが吹ふき出す。ん、ちょっとだけ勝った気分になっていいかな。ささやかなるリベンジ。ささやか過ぎて情なさけなくもあるけど。


「よっしゃ、張り切って三問目行こか！　トマぴょん、将しよう来らいの夢ゆめって何かあるか？」


「……将来の、夢？」


「せやな。さきのこと、つまり未来のことやな。過か去こなんてほんまどーでもええねん。どう生きて何になりたいか？　うちはそこが知りたい」


　考えたことも無かった。何一つ浮うかんでこない。


　立りつ派ぱな人間になんてなれるはずが無い、なんてことはとっくに分かってることだ。だって俺おれはどうしようもない罪つみにまみれた人間で、本当は生きてることだって許されない。十年前のあの日に、決定的に終わってしまった。徹てつ底てい的に間違ってしまった。


　それでも優やさしい人が居たから、優しくしてくれる人が居たから、帰るべき場所があったから、なんとかやってこれた。でもやっぱりそれは偽にせ物もので、幻げん想そうで、優しすぎる噓うそで、いつかは無くなってしまうもので──ああ、やっぱり俺は死ぬべきだったのか？


　勘かん違ちがいしてたのかもしれない。差し出された手があったかくて、優しくて、捨すて猫ねこは自分が汚よごれていることを忘れてしまっていた。迷惑だったのかもしれない。邪じや魔まだったのかもしれない。今いま頃ごろはいい厄やつ介かい払ばらいが出来たなんて思っているのかもしれない。


「ん？　なんや言いにくいんか？　せやな、うちが言わへんのに言えってのは確たしかにフェアやない」


　うんうんとカンナは頷うなずく。納なつ得とくしたふうだがそういうことじゃない。カンナが言ったからといって、俺は答えることが出来ない。無い物はどうしたって出てこないんだ。


「うちはな、優しい母親になりたい。泥どろだらけの息子むすこが家に帰ってきて、ただいまー！　言うたらな、おー、こりゃ汚よごれてきたなー！　て言うて、こう、ぎゅーって抱だき締しめて、いっぱいいっぱい抱き締めて、それからとびきり美お味いしいもん食べさせたるんや！　どや、ええやろ？」


「──いいな、そーゆーの」


　お世辞じゃなくそう思う。今のカンナの表情はひたすらに優しくて、きっといい母親になると思える。こんなふうに微笑ほほえんでくれる人が傍そばに居るなら、きっと幸せだ。それだけで、満たされる。


「あの、さ」


「ん？」


「俺の将来の夢、優しい父親になりたいっての、駄だ目めかな？　なんか、真ま似ねしたみたいだけど」


　あの日のことを思い出す。


　まだ父さんを上う手まく父さんと呼べなかった頃ころ、公園に連れていってもらったことがある。錆さびたブランコと鉄てつ棒ぼうだけがぽつんとある、近所の小さな公園。真新しいグローブを渡わたされて、「よし、キャッチボールをするぞ！」なんて突とつ然ぜんに言われた日。今でも鮮あざやかに思い出せる。


　キャッチボールをすることは別に嫌いやじゃなかったけど、野球というか球きゆう技ぎはあまり得意じゃなくて、投げたボールはいつもあさっての方向へ飛んでいって、その度たびごとに父さんは走らなきゃいけなくて、それがすごく悪い気がして、一度、力を抜ぬいてボールを投げた。そうしたら父さんは「そんなのはキャッチボールじゃない！」なんて怒り出したからなんだか腹はらが立って、腕うでが千ち切ぎれるぐらい思い切り投げてやった。何度も何度も。やっぱりボールはあさっての方向へ飛んでいって、だけど父さんは「ナイスボール！」「いいぞその調子だ！」「未来の大投手だ！」なんて言ってにこにこ笑って、不意に涙なみだが出てきて止まらなくなった。父さんはそんな様子を見て近付いてきて、ぽんと頭に手を置いてくれた。何も言わなかったけど、その手は温かくて大きくて、また涙が出てきて。


　そのときの俺はどうしようもなく嬉うれしくて幸せだったって、父さんは分かってくれているだろうか。そうだといいなと思う。そう、信じたい。都合のいい、勝手な想おもいかもしれないけど。


「ううん、駄目なことなんかちっともあらへんよ。トマぴょんは子こ供どもにどんなことしてやりたい？」


「そうだな、やっぱり一いつ緒しよにキャッチボール、したいな」


　あの時の、父さんみたいに。


「キャッチボールか、ええな。こう気持ちが伝わっとる雰ふん囲い気きがあるな。フィールドオブドリームスやな。うちあれ観みてめっちゃ泣いたで。そうかー、キャッチボールかぁ……」


　カンナが微笑む。そしてあまりに唐とう突とつに、驚おどろくべき台詞せりふを言う。


「よしトマぴょん、うちと結けつ婚こんしよか！」


　そう来たか！　何な故ぜそう来る！　会話の流れは正しいのか？


　カンナはにこにこしてこれまた楽しそうで、「泥んこになって帰ってきたトマぴょんと息子と、うちの三人で一緒にお風ふ呂ろ入ろな！　洗あらいっこもしよ。ええなー、きっと楽しいやろなー」なんて言っている。


　くそぅ、またからかってんのか？　そっちがその気ならこっちにだって考えがある！


「オッケーオッケー、じゃあ結婚すっか。なんならここでキスでもするか？」


　これでどうだ。冗じよう談だんやったごめんごめん堪かん忍にんな、なんてとっとと謝あやまっちゃいなさい！


　しかしカンナは意外にもケロリとした様子で、


「ん、ええよ。トマぴょんがしたいなら」


　と言い、目を閉とじた。


　うわ、双そう方ほう一歩も引かない展てん開かい？　さてどうするどうするどうしたらいい？


「えーと、その、眼鏡めがねは外したほうが？」


「トマぴょんの好きにしたらええよ」


　目を閉じたままでカンナが答える。好きにしたら、なんて言葉にぐらりとくる。


　くそぅ、これは罠わなだ罠なんだ。分かってるんだ。罠に決まってる！


　だから──眼鏡をそっと外す。って外すなよ！　違うだろ！　何やってんだ俺の馬ば鹿か！


　やたら胸むねが高鳴る。かすかに触ふれた時、指が震ふるえていたのを気付かれただろうか。


　カンナは美人って訳わけじゃない。巫城のお嬢じよう様さまみたいに周囲の視し線せんを惹ひくことは無い。眼鏡を取ったら美人に、なんてよくあるパターンでも無かった。


　ただこうして、普ふ段だん活発で強気なカンナが、すぐ手の届とどく目の前で大人しく、それこそ従じゆう順じゆんに待っているというギャップにまいっている。やられてしまっている。これでもかってぐらいにどきどきしている。


　肩かたに手を乗せる。ぴくりと反はん応のうしてカンナが少しだけ顔を上げ、閉じられた唇くちびるがほんのわずかだけ開く。うわ、強きよう烈れつだ。心しん臓ぞうが跳はね上がったのが分かる。でも大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。だってさ、こんなの二日続けて二回目だし、自分の御ぎよし方も分かってる。


　ほら長峰さんの顔を思い出して、と。ちょっとそれホモっぽくないか？　長峰さんあんま関係無いし。


　ともかくそのまま頭を深々と下げる。


「ごめんなさいすいません。俺が悪かったです。負けです謝ります」


「ん？　どしたんやトマぴょん。なんかうちに悪いことしたんか？」


　目を開けたカンナは凄すごい目つきでにらんでいるように見えた、がそれは正しく無く、眼鏡を受け取ると「あー、眼鏡無いとやっぱ全然見えへんな」と言って続ける。


「別にさっきのは冗談やあらへんよ。結婚ゆーのがあかんか？　うちはなんなら二号さんでもかまへんよ？」


　とんでもないことをこれまたさらっと言う。


「さっきのトマぴょん、ほんまええ顔しとった。きっと子供を可愛かわいがるええ父親になるとおもた。そしたらな、こう、きゅっとなってな。なんやトマぴょんの子供が欲ほしなった」


　カンナは少し照れくさそうに頰ほおのあたりを指でなぞる。


　うわ、またちょっとどきどきしてきた。絶ぜつ対たい心臓に悪い。ポックリ逝いったらどうすんだ。


　だいたい、


「カンナはその、春太のことが好きなんだろ？　浮うわ気きはその、良くない。うん」


　とまぁこの前ぜん提ていがある。無かったら？　そこは分からないがそんな仮か定ていはあまり意味が無い。


「あー、せやせや。うちは確たしかに春やんのことが好きや。あかんなー、一いつ瞬しゆん忘わすれてしもた」


　忘れるなよ！　そんなことでいいのか最近の高校生！　ほんとにまったくもう。


「でもな、もし春やんとあかんようになってしもたら──」


　カンナはそこで思わせぶりにためを作る。


「トマぴょん、そんときはいっぱいいっぱいえっちしよな！」


「なっ……」


「もちろん冗談やあらへんよ？」


　再ふたたび衝つい立たてにごん、と頭をぶつける俺。もうふらふらだ。カンナは楽しげに笑っている。もう勘かん弁べんして欲しい。


　しかしまぁ、春太とカンナが駄だ目めになる、ってことはそうそう無いような気がする。ぽつぽつと、本当に断だん片ぺんでしか知ることは出来ないが、二人の間にはかなりの積み重ねがあることが分かってきている。個こ人じん的な想おもいを言ってしまえば、春太とカンナはずっと一いつ緒しよで居いて欲しいと思う。出来れば末永くお幸せに、なんつってね。


「よし、三つの質しつ問もん終しゆう了りようやな」


「……結果は？」


「もちろん合ごう格かくや！　うちトマぴょんのこと気に入った。男の中やったら春やんの次くらいに好きや。あ、そういえば阿あ久く沢ざわのにーちゃんも男やな。なら同どう率りつ二位でどや！　ってこんなんどうでもええな。さていっちょ張はり切って調べたるで！『湖陵銀行立て籠こもり事じ件けん』の生せい存ぞん者の氏名やったな」


「そう、その通り！」


「ちと時間かかってもかまへんな？」


「分かれば問題無し！　何か飲み物でも買ってこようか？」


「あー、それなら」


　カンナは首をくいと曲げて、顎あごで方向を示しめす。


「入り口の脇わきに紙コップ式の自じ販はん機きあるやろ。七十円やしお得やで」


「オッケー了りよう解かい、何がいい？」


「コーヒー、砂さ糖とうとミルク入り、ホットで」


「あんま甘あまくすると太るぞ？」


「アホなこと言っとらんとはよ買こうて来い！」


　怒おこられてしまった。俺のおごりなのに。でもこのぐらいのほうが落ち着く。下へ手たにいい雰ふん囲い気きになってしまったのを小さく修しゆう正せいこのへんで。





　まず自分用に砂糖ミルク無しのコーヒー。次にカンナのぶん。両手が塞ふさがったため慎しん重ちように衝立の迷めい路ろを歩く。


「お、ごくろーさんやな」


　カンナが右手を上げて言う。椅い子すをこっちに向けて、いかにも待ってましたという雰囲気だ。そんなにコーヒー好きなのか？　それよりちゃんと調べてくれよ！　と勝手ながら憤ふん慨がい。


　紙コップをカンナは両手で受け取ると、ふー、と息を吐はき、一口飲む。


「ふはー、一仕事終えた後のコーヒーは格かく別べつやな！」


　え？　一仕事終えた？


「あの、それはつまり？」


「ん、調べもんなら済すんだ。まったく最近のセキュリティはなっとらんな！　たかが百九十二回ですり抜ぬけられてしもた。あんなん意味あるんか？　そもそも知られたないなら残しとくなっちゅーねん！」


　早っ！　カンナ凄すごっ！　コーヒー買いに行って戻もどってくるまでたいした時間無かったぞ？　ひぇー、凄さがどの程てい度どかは分からんが、ただ凄いということは確かに伝わった。


「さて」


　カンナは真しん剣けんな表ひよう情じようになりノートパソコンの画面に目をやる。


「なかなか奇き妙みような事件やったんやな。警けい察さつの突とつ入にゆう時じには人ひと質じちのほとんどと犯はん人にんグループ五名全員が死んどった。仲間割われでもしたんかな？　それにしても犯人グループの人間が一人も生きてへんっちゅーのはおかしいな。まぁどうでもええかそんなこと。生存者二名の氏名やな。まず公式発表があったほうの名前──」


　こっちは知ってる。とはいえ重要といえば重要だ。


「事件当時七歳さいの少年、華か坂さか瀬ぜ冬とう麻ま。しかし珍めずらしい名前やな！　あれ、どっかで聞いたような──ってトマぴょんやろこれ」


「まぁね」


　その通り。そしてその事件が何な故ぜそんな奇妙なことになったのかも知ってる。知らないはずがない。忘わすれられる、はずがない。


「自分、なかなかえらい人生送ってきとるんやな。知らへんかった」


「言うようなことじゃないから。ま、とにかく次。もう一人、居ただろ？」


「もう一人は公式発表されへんかったほうやな。たぶん爺じいさんか親父おやじ殿どのが揉もみ消したんやろ。やりそうなこっちゃ。しかし、この事件が起こらへんかったらうちとみやちゃんが出会うことも無かったんやな、って思うとちと複ふく雑ざつや。この事件やったんやな、左手怪け我がしたの。おっと、少し言うてもうた。まぁええか。もう一人は──巫城都、こっちも当時七歳。みやちゃんのことやな」


　ビンゴ！　予想通り。間ま違ちがって無かった。あの時の少女がお嬢じよう様さまだった。


　真っ赤な世界で、濡ぬれた床ゆかの上で、後ろにも前にも人が死んでいて、にも拘かかわらず目を見開いて、唇くちびるを嚙かんで、感情を懸けん命めいに抑おさえながら、それでも自分の信じる正せい義ぎのために、たった一人でこの俺に向かってきた少女。左手を失っても声すら上げなかった少女。圧あつ倒とう的に優やさしく決定的に善ぜん人にんで、徹てつ底てい的に世間知らずで馬ば鹿かだった少女。


　カンナがふぅ、とため息を吐つく。


「トマぴょん、一つ質しつ問もんしてもええか？」


「質問は三つのはずじゃなかったっけ？」


「あー、確たしかにそう言うたな。でも一つぐらいまけてもええやろ？」


　カンナは苦く笑しようして言う。俺は首を縦たてに動かすだけで答える。


　カンナは腕うでを組み、しばらく考えるとこう言った。


「なぁ、トマぴょんがうちに教えたかった名前は、いったいどっちなんや？」


　答えなかった。答える必要は無いと思った。質問が四つ目だから？　そうじゃない。


　カンナがそう尋たずねたということは、伝わったということだ。


　コーヒーを一気に飲み干ほし、「じゃ、そろそろ戻もどる」と一言。「うちが付いていこか？」というカンナの申し出を丁てい重ちように断ことわり、「いろいろありがとな」と告げて情じよう報ほう処しよ理り室を出ていく。少し舌したがひりひりするのはコーヒーの苦さのせいか熱さのせいか。──両方なんだろうな、とふと思った。
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　　　　□□□





　──私の左手は、罰ばつだと思っています。誰も助けられなかった自分への。


　都さんの言葉を思い出す。


　十年前の事じ件けん。都さんとトーマさんが初めて会った時のこと。


　そして、トーマさんがここに連れてこられることになった、直ちよく接せつのきっかけ。


　──銀行立て籠もり、なんて割わりに合わない事件を何な故ぜ彼らが起こしたか？


　都さんは、そんなふうに話し始めた。時々左手をおさえる様子が痛いた々いたしくて、何度も、もういいからって言おうとしたけど、できなかった。





　それは、リスクに見合うだけのものがあったからです。それが私でした。つまり彼らは巫城グループから大金を引き出すためだけに他の人間もまとめて人質にとった。そういうことです。


　ただ彼らは私以外の人質を解かい放ほうしようとはせず、顔を見られたという理由だけで、殺していきました。決定権けんは、ライフル銃じゆうを持っていた男にありました。


　私だけが必要だということは分かっていました。それなのに、何も出来ませんでした。


　怖こわかったんです。


　体はぴくりとも動かず、声も出ませんでした。涙なみださえ出ずに、ただぼんやりと、犯はん人にんグループの一人に摑つかまれるままになっていました。一人ずつ、確かく実じつに、人質は減へっていきました。


　あたりが急に静かになって、とうとう私一人だけになったと思いました。床一面は真っ赤で、動かなくなった人がたくさん倒たおれていました。


　私のせいだ私のせいだ私のせいだ──


　浮うかぶのはその言葉ばかりでした。もちろんその時の私は小学生で、出来ることはたかがしれています。それでも、何か出来ることがあったかもしれない。誰だれか一人でも助けられたかもしれない。今でも、そんなふうに思います。


　突とつ然ぜん男の子の泣き声が聞こえました。ソファの下からでした。


　誰か隠かくれている。まだ生きてる人がいる。


　その時になって、ようやく体が動きました。


　──せめて、一人だけでも。


　おかしいでしょう？　今いま更さら、そんなふうに思うなんて。罪ざい悪あく感から逃のがれたい、ただそれだけだったのかもしれません。軽けい蔑べつしてもかまいません。


　摑んだ手を振ふり払はらい、ライフル銃を持った男に跳とびついて、とにかく無む我が夢む中ちゆうで、でも、子こ供どもの力なんてたいしたことなくて。


　あっさり、左頰ほおを殴なぐりつけられて、血ち溜だまりに転がりました。べったりとした血が体に貼はりつくのを感じながら、銃声を聞きました。穴あなだらけのソファの下からは、延えん々えんと血が滲にじみ出ていました。男の子は死んでしまった、そうでしか有り得ない。なのに──


　泣き声は、再ふたたび聞こえました。一番動どう揺ようしていたのはライフル銃を持った男で、ソファに近付いた瞬しゆん間かん。


　それは、起こりました。


　何かが割われた音がして、男はゆっくり倒れました。何が起きたのか全く分かりませんでした。異い変へんを感じて近付いた二人は、ソファに触ふれると同時にそのまま崩くずれていきました。泣き声は止やみませんでした。


　ゆっくりと出て来たのは、私と同じぐらいの少年でした。緑色のシャツは半分以上赤く染そまって、顔も手も血で濡ぬれていました。


　それはあまりに異様な光景でした。生き残った犯人グループの二人は、「化け物だ……」と呟つぶやいて、床ゆかにへたりこみました。


　少年は泣きながら、ゆっくりと、まるで生き残りを探さがすかのように歩いて──


「ひっ」という声を残して一人目を、そして最後の一人は声すら残さずに。


　犯人グループは、こうして全員死にました。


　──彼は、私を助けてくれたヒーローなんだ。


　純じゆん粋すいに、単たん純じゆんに、勝手に、私はそう思いました。


　ただ、その行こう為いに耐たえられるほど、彼は強くはありませんでした。少年はただの七歳さいの男の子で、一人で闘たたかって──罪つみを背せ負おいました。


　私の傍そばに来たとき、少年の瞳ひとみは虚うつろで、ただうわ言のように「お母さん、お母さん」と言い続けて。


　怖こわいとは思いませんでした。


　胃の中の物を全部戻もどす少年を、私はそっと抱だき締しめて、そのまま意い識しきを失いました。出血が激はげしかったのだと思います。私の左手は、肩かたから下が無くなっていました。少年に触ふれた時、まるで風船が割れるようにはじけ飛んだことを、かすかに覚えています。


　彼のことを私は、十年間、一度も忘わすれたことはありません。彼がその時の罪でまだ苦しんでいるとしたら、それは私に責せき任にんがあります。私のせいで事件が起きてしまったということと、そのとき何も出来なかったことと。


　ずっと、会えたら言おうと思っていた事は、一つもまだ言えていません。彼を傷きず付つけることと、自分が傷付くことが怖いんです。臆おく病びようなんです。私は結局、十年前から何一つ変わっていない──そのことが、どうしようもなく嫌いやになります。


　もう、言わなくても分かっているかもしれませんね。


　──その時の少年が、藤倉冬麻です。





　誰も助けられなかった、って都さんは言ったけど、それは違ちがうと思う。


　都さんが居いたから、トーマさんは救われたんだって思う。ここに連れてきたことだって間違いじゃない。大切なのは、これからどうするかってこと。


　──あの時の都さんみたいに、出来てるだろうか。


　だいぶ日が落ちてきてる。やっぱりここから見る夕ゆう陽ひは綺き麗れいで、何な故ぜだか胸むねの奥おくが痛いたくなる。空気がぼんやりと揺ゆれている。涙が出てるのかと思ったけど、そうじゃなくて安心する。


　はぁ、と息を吐はく。震ふるえる膝ひざを何回も何回も叩たたく。吐く息だって、実は震えてた。


　本当はすっごく怖い。怖くて怖くて、このまま泣き出しそう。


　でも、やるって決めたから。もう泣かないって決めたから。


　にーさまのために。それから、トーマさんのために。


　第三校こう舎しやの屋上に春さんが居て、こっちに向かって何か言ってる。でも、よく聞こえない。分からない。


　だってここは、第四校舎屋上。


　大切な人の好きな場所。




　９　大切な人のために







　お嬢じよう様さまが何故待ち合わせ場所に第三図書室を選んだかといえば、そこが学園内で最も大きな図書室で、暇ひまを潰つぶすには充じゆう分ぶん過すぎるほどの本が揃そろっているためだろうと思う。中は静かで、試験勉強や受験勉強にいそしむ生徒もかなり多い。俺おれ自身も前回の試験前は遅おそくまでそこを利用した。ただ結果がさんざんだったからもう使わないかもしれない。別に場所のせいにしてるんじゃなく、単なる縁えん起ぎ担かつぎ。劣れつ等とう生せいにとっては些さ細さいなことも重要なのだ。


　さて情じよう報ほう処しよ理り室しつから第三図書室へ向かう最短のルート。それは第一校舎を出て中庭を斜ななめに移い動どうし、第三校舎の西階かい段だんを登ること。


　そのために第一校舎から外に出る。もうだいぶ日は落ちているものの、まだ蒸むし暑さが残っているのが分かる。冷れい房ぼうの効きいた校舎内から出たせいもあるが、肌はだにまとわりつく空気は重く、急に吹ふき出した汗あせが気持ち悪い。校舎に囲まれているぶん空気が沈ちん殿でんして濁にごっているのかもしれない。自然と早足になる。


　中庭の中央あたり、立ち並ならぶ木々を巧たくみにすり抜ぬけ、ベンチのあるあたりに出ようとした時、不意に人の気配を感じて足を止めた。別に人が居ることは何も問題は無い。そもそもここは立ち入り禁きん止しの場所でもない。人が居てもおかしくない。ただ奇き妙みように感じてしまうのは、誰だれの姿すがたも無いのに人の気配だけがある、ということだ。


　自分の足音が校舎に反はん響きようしたのか？　そうも考えられる。それとも誰かがタバコを吸っていてとっさに隠かくれたとか。まぁどちらでもいいことか。俺が狙ねらわれるなんてことはあり得ない。まずあり得ない。警けい戒かいする必要なんて無いんだ。


　そう言い聞かせて、右足を前に出そうとしたその瞬間。


　何者かに左手を後ろ向きにひねり上げられ、体を俯うつぶせに押おし倒たおされる。なんとか右手で地面との正面衝しよう突とつは防ふせいだものの、砂すな埃ぼこりが巻まき上がってごほごほとせき込む。目にも砂すなが入り視し界かいが霞かすむ。しばらくは目を開けられないだろう。


　体たい勢せいは向こうが完全に有利だ。巧たくみに全体重を押しつけ、さらに力を加えている。人間の体のしくみを知り尽つくしているのだろう。どこに力を入れれば動けなくなるか、どう体を置けば反はん撃げきを防ふせぐことが出来るか。


　体はまったく動かない。びくともしない。左手は向こうの支し配はい下かにあり、右手は倒れるとき使ったため体の下にある。なんとか右手を出せなくはないが、出したところでおそらくどうしようもない。人間の手は後ろへの攻こう撃げきに向いていない。巧たくみにかわされるのがオチだ。唯ゆい一いつ自由になっている両足にしても同様で、ただばたばたさせても何の意味も無い。疲つかれるだけだ。


　ここは冷静に。まず考えろ。こんなはずはない。こんなはずはないんだ。


　ならいったい、お前は、誰だ？　まったく思いつかない。ならどうするか？


　……直ちよく接せつ尋たずねるしかないよね。


「あのー、すいませんが人違いじゃないですか？　というよりあなたは誰でしょうか。まったくもって心当たりが無いんですけど」


　そこで左手にぐっと力が込められる。痛い痛い無む理りだって！　人の腕はそんな方向に曲がるようには出来てないんだぞこの！


　どうやら相手を怒おこらせてしまったようでファーストコンタクト失敗。


　ちょっと馬ば鹿かにしたような口調が気に障さわったか？　そんなのこっちだって怒ってんだ。急に地面に押し倒されて喜ぶやつが居るか！


「あのさ、俺、お嬢様と約束があってね？　知ってる？　巫み城しろ都みやこ。お嬢様って怒らすと凄すごく怖こわくてさ、時間に遅おくれる訳わけにはいかないんだ。遅れたら何されるか分かったもんじゃない。こないだなんてちょっと挨あい拶さつしなかっただけで口から火を吹ふくわ目からビームを出すわで──」


「都様はそんな方ではありません」


　この声、八や千ち代よちゃんか！　しかしあまり大きくない体でこうも見事に──って感心してる場合じゃない！　何をやってんだ八千代ちゃんは！　どうしてこんなとこに居るんだ！　あのクソボケ和服娘むすめにはトマぴょんも気いつけなあかんで、か。なるほどカンナの言う通り。ふざけるなこんのクソボケ和服！　って痛い痛い、また左手ねじ上げたなこの！


「あなたが悪いんです。全部あなたのせいです。あなたが来たせいで、こんなことになってしまった──」


　思い詰つめたような声。気持ちは分かる。単なる優ゆう先せん順位だ。行き場の無い怒いかりをぶつけるなら、新参の俺が最もふさわしい。でもね八千代ちゃん、そこが分かってるなら、親しい人間に序じよ列れつをつけられるきみなら、見えてくるものがあったんじゃないか？　いや、だからこそ見えなかったのか？


「みどりさんを殺したのは、あなたなのでしょう？　長なが峰みね様の首を絞しめて殺そうとしたのも。そうに、決まっています」


　答えない。視界がだいぶ正せい常じように戻ってきたのを確かく認にんする。


「答えないということは、そうだ、ということですね。では──」


　頰ほおにひんやりとした感かん触しよく。刃は物ものが当てられていることが分かる。横目でちらりと確認。サバイバルナイフかコンバットナイフか──いやどう違ちがうかなんて分かんないんだけど。とりあえず包丁じゃないことに驚おどろいてみるか？　だって和服といえば包丁で砥と石いし。王道ってやつには従したがってもらわなきゃ困こまるよ八千代ちゃん。


「どうですか？　怖いですか？　さてあなたには選せん択たく肢しが二つ残されています。その一、ここで私に殺される。その二、自ら舌したを嚙かんで命を落とす」


　……結局どっちの選択肢も死へまっしぐら？


　まぁ死ぬのなんて怖くない。そもそも死ぬべきだってずっと思ってた。だから構かまわない。死んだっていいんだ。別にここに居るのが八千代ちゃんじゃないならどうだっていいんだ。ただ、今ここで死ぬ訳にはいかない。


　時間をまず稼かせぐ。意い識しきを自分の左肩に集中させながら、会話で時間を作る。


「あの、さ」


「なんでしょうか。命いのち乞ごいなら聞きません。殺人者が何を言ったところで無む駄だなことです。因いん果が応おう報ほうです。諦あきらめてください」


「うわ、厳きびしいねそれ。別に殺人者ってのは間違ってないから別にいいけど。ちょっと聞いてもいい？　泉いずみちゃんのことだけど、さ」


「泉は静かに眠ねむっているはずです」


「独ひとりで？」


「何か問題でも？」


　馬ば鹿かだ。何やってんだ。危あぶないんだ。どうして分からないんだ。傍そばに居てやらなきゃいけないんだ。一番大切な人間を失った泉ちゃんがどんな行動に出るか、何な故ぜ分からない。何故想そう像ぞうがつかない。何故予想出来ない。まったくどうしようもなく無む能のうだ。お前なんか死んでしまえ！　っておっとそれはまずい。


　チカラはあくまでも左肩に。意識を左肩内部に集中。


　さぁ、見せてやるさ。俺の能のう力りよく。温度を上げる能力、その応おう用ようの一部。


　いろいろ応用がききそうな能力ですね、か。まったくその通り。重要なのは基き本ほんを知ることだ。


「もう言い残したことは無いですね。ではそろそろ──」


　その瞬しゆん間かん、俺の左肩が破は裂れつ、文字通り、破裂した。皮ひ膚ふが破やぶけ、肉が服を引きちぎって飛び散り、血が噴ふき出す。しかもその血の温度は沸ふつ騰とう寸すん前ぜんまで上がっている。


　八千代ちゃんがひるんだのを俺は見み逃のがさない。右手と背はい筋きんの力で体を跳はね上げ、とっさに反転して立ち上がる。八千代ちゃんは尻しりもちをついたまま呆ぼう然ぜんとしている。顔に少し血が飛んでいて、ちょっと悪いことをしたかななんて思う。


　自分の左肩を確認。うわ、ちょっとやり過すぎた。感かん情じようが高まりすぎて上う手まく調節出来なかったのかもしれない。左肩はまるで猛もう獣じゆうに嚙み千ち切ぎられたかのように肉が削そげ落ち、流れ出す血で隠かくれてはいるが時折白い骨ほねが顔を見せる。


　もちろん痛いたい。見てしまって更さらに痛くなる。腹はらの底あたりが気持ち悪くてしょうがない。意識がぼんやりしてくるのをなんとか繫つなぎ止める。まだだ。まだ終わりじゃない。やれることがあるうちは終わらせたりしない。こんな痛み、なんでもない。あの時のほうがずっと痛かった。大切な人を失うほうが、ずっと痛い。


「あ、あなた、は……」


　動どう揺ようしすぎだ八千代ちゃん！　なに口をパクパクさせてんだ魚じゃないんだから。俺が何だって今はそんなのどうでもいいだろう。とにかく動け、それ動け！


「泉ちゃんを探さがしに行くぞ！」


　声を出すのが辛つらい。いちいち衝しよう撃げきが肩に伝わる。


　しかしこれで分かるのか本当に。このクソボケ和服のとんちんかんに。


「え、でも泉は、Ｓ棟とうで……」


　やっぱり分かってない。最低なぐらい分かってない。何が、えすとうでぇ、だ。馬鹿だ大馬鹿だ。どうしようもなく無能で馬鹿でクソボケだ！　もうＳ棟に居る訳わけ無いだろうが！


「何をやっているのですか！」


　別の人間の声。第三校こう舎しやのほうから走ってくる。なびく黒くろ髪かみお嬢じよう様さま。巫城のお嬢様ナイスタイミング！　人手は出来るだけ多いほうがいい。


　駆かけ寄よったお嬢様の顔は青ざめている。どうした。血には慣なれてるはずだろ？　そんなに慌あわてない慌てない。


「藤ふじ倉くら、その腕うでは何を──」


「ん、ちょっと吹っ飛ばしてみた」


「何を馬鹿なことを──、八千代！」


　お嬢様の強い口調に八千代ちゃんがびくりと体を震ふるわせる。


「早く医い療りようスタッフを呼よんできなさい！　急いで！」


「ですが、都様……」


「急ぎなさい！」


　八千代ちゃんが立ち上がって走り出す。意外に足が速い。なら俺のためにも、もとい泉ちゃんのためにも動けよこの！


　まぁいい、最悪の場合医療スタッフとやらは早く来てくれないと困こまる。なら好都合だ。急げ八千代ちゃんとっとと呼んで来い！　無能なんだからそれぐらいしてみせろ！


　お嬢様はハンカチで俺の左肩の付け根あたりを縛しばっている。血で手がべたべたになっても気にしない。ハンカチが汚よごれても気にしない。いや必死になってるとこ悪いんだけど、たぶん血はなかなか止まらないし、動くのにちょっと邪じや魔まだし、こんな腕一本よりもっと大事なことがあって──と、何故お嬢様はここに居る？　もう一人、居たはずじゃないのか？


「春はる太たはどこ行った？」


「それが、少し目を離はなした隙すきに居なくなってしまって──それでカンナと藤倉のところに戻るつもりが、こんなことに」


　蒸むし暑さのせいか、思うように血が止まってくれない苛いら立だちのせいか、お嬢様の額ひたいには目に見えて汗あせがにじんでいる。それを拭ぬぐおうとして手をやり、お嬢様の顔が血で汚れる。いやそんなことしなくていいんだって！　手が一本無くなったぐらいじゃ死なないってよく知ってるだろ？


　それより春太が居なくなった。どこへ行った？


　最悪のシナリオが浮うかぶ。少し遅おそかった。いろんな仕し掛かけが少しだけ遅かった。とにかく急がなくちゃいけない。とにかく一いつ刻こくも早く、泉ちゃんのもとへ。


「泉ちゃんを、探しに、行かなきゃ」


「何を言ってるんですか藤倉！　お願いですからそこのベンチででも横になって──」


「行くんだ！」


　かすれた声で言う。呼こ吸きゆうがおぼつかない。少し辛つらくなってきたか？　そんなことあるものか。まだ大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。


　もうあてにしない。初めからそうすれば良かったんだ。誰だれにも分からないんだ。俺にしか分からなかったんだ。泉ちゃんは、俺と同じなんだ。だから傍そばに居いてやらなきゃいけなかったんだ。俺が居るべきだったんだ。誰かに任まかせるべきじゃなかったんだ。


　お嬢様の手を強ごう引いんに振ふり払はらい、走り出す。どこだ、どこへ行った？　どこへ行くべきだ？


　そこで直感。あそこだ。きっとあそこだ。第四校舎屋上。そこは、長峰さんの好きだった場所。


　走る。とにかく走る。ひたすらに走る。がむしゃらに走る。体が揺れるたび、左肩が全身に激げき痛つうを送ってくる。もう体の内部で銅ど鑼らをがんがん叩たたかれているような気分。オッケーオッケー大丈夫。これは出しゆつ陣じんの銅鑼だ。前に進むための銅鑼だ。ああ高こう揚ようさせるこの響ひびき、いざ行かん俺たちの戦場へ！　はいですっ！　泉はどこまでもお供ともしますっ！　馬鹿げたやり取りなんかじゃなかったんだ。だって俺たちは今だって一いつ緒しよだ。泉ちゃんが分かる。声が聞こえる。助けてって言っている。だから走る。走って走って走りまくる。


　すれ違ちがう奴やつらがぎょっとした顔をする。悲鳴を上げてる奴も居る。馬鹿かと思う。俺だって人間だ。出で来き損そこないでも人間だ。そりゃ血ぐらい出るさ。生きてる証しよう拠こだ。俺は生きてる。だから進む。前へ、前へ、ひたすら前へ。


　お嬢様がついて来ているのが分かる。何か言っている。よく分からない。もう銅鑼の音で体がいっぱいだ。だいたい追いつく訳が無い。今の俺にはカールルイスだって追いつくものか！　コンコルドだって鼻差で勝てる！


　見えた。第四校舎。スピードは緩ゆるめず視し線せんだけを上に。落ちかけた陽が赤く染そめる校舎の上にぽつんと人ひと影かげ。最悪だ。どうしようも無く最悪だ。泉ちゃんが居る。あの時のパジャマのままで泉ちゃんが居る。


　ふわりと体が浮うく。駄だ目めか。もう駄目なのか。俺は駄目なままなのか。誰かを助けることなんて無む理りだったのか。もう間に合わないのか？　間に合え、間に合う、絶ぜつ対たいに間に合わせる間に合わせてみせる！


　もっと速く、さらに速く。動け、動く、まだ動く！


　飛んだ。俺は飛んだ。横っ飛びだ。世界一のゴールキーパーだってこんなふうには飛べない。誰よりも綺き麗れいに、その手に摑つかむために飛んだ。


　泉ちゃんに触ふれる。良かった。もう大丈夫だ。守るから。俺が泉ちゃんを守るから。だからもう、泣かないで欲ほしい。笑っていて欲しい。俺じゃ替かわりになんてならないけど、一いつ緒しよに遊園地に行こう。ジェットコースターに乗ろう。ふらふらになるまで乗ろう。俺は乗り物酔よいするけどそんなの平気だ。泉ちゃんが居るなら平気だ。百回だって乗ってやる。


　衝しよう撃げきがいかないよう、泉ちゃんの頭を柔やわらかく抱だき締しめる。屋上からの落下速度が加わって地面に激げき突とつ。アスファルトの地面に滑すべり込こむ。背せ中なかが焼ける。予想以上の衝撃。腹はらが痛い。肋ろつ骨こつの二、三本は折れたかもしれない。もう左手には感覚が無い。取れてるって言われてもきっと信じる。もうただぶら下がってるだけだ。頭もがんがんする。銅鑼叩き放題だ。大サービスだ。吐はき気がする。目眩めまいがする。


　いやまだだ。こんな痛みが何だ。吐き気が何だ。目眩が何だ！　俺はまだ動ける！　まだやれる！


　まずは泉ちゃんだ。なんとか抱き止めたといってもまだ分からない。呼吸を確かく認にんする。良かった。大丈夫だ。直ちよく接せつ触ふれている体からはかすかに心音が伝わってくる。そして何よりあたたかい。泉ちゃんは、生きてる。間に合った。


「藤倉！　大丈夫ですか！」


　お嬢様が今になって追いついてくる。くそぅ、遅おそいんだよこの。


　それに俺は大丈夫。泉ちゃんが無事と分かればそれだけで元気百倍だ。まだやれる。まだやらなきゃいけないことが残ってる。それまでは大丈夫。安心してくれお嬢様。そんな悲ひ愴そうな顔しなくていいんだ。


「それより、泉ちゃんを。ちょっと、気を失ってるみたい、だし。頭も打ってるかも」


　寝ね転ころがったまま泉ちゃんをお嬢様に預あずける。そして俺は立ち上がる。が少しふらついて校舎の壁かべに激突。結果オーライ。おかげでだいぶ目が覚めた。よしこれからだ。これからが本番だ！


　再ふたたび走り出す。お嬢様が何か言ったが聞こえない。どうせおとなしくしていろなんてとこだ。おとなしく？　そんなこと出来るか！　今の俺は怒おこってるんだ！　誰に、それは屋上で待ってる奴やつに。そして誰よりも馬鹿な自分に。


　階かい段だんを駆かけ上がる。飛ぶように駆け上がる。すれ違う人間を何人か突つき飛ばしてしまい、心の中で謝あやまる。ごめん、悪いけど今それどころじゃないから。今の俺はやらなきゃならないことがあるから止まらないんだ。止まれないんだ。進まなきゃいけないんだ。ケリをつけなきゃいけないんだ！


　ドアを開ける。いつか長峰さんと開けた、屋上へ続く扉とびら。鍵かぎはかかっていない。


　居た。立っていた。すぐ分かる長身。春太だ。秋あき月づき春太。鷹おう揚ようと、ただ突っ立っている。


　飛びかかる。右手で顔を殴なぐりつける。その勢いきおいで春太が倒たおれる。その上に迷まよわず乗りかかる。めちゃめちゃに顔をぶん殴る。右手で、もう感覚の無い左手で。どっちの手かも分からなくなるぐらい、ただめちゃめちゃにぶん殴る。こっちの拳こぶしも痛む。でも緩ゆるめない。思い切りだ。全力だ。手は抜かない。顔を殴られたぐらいで死ぬか！　泉ちゃんは死ぬところだったんだ！　何をやった、何を言った、ふざけるな、ふざけるな、ふざけるな！


　春太が鼻血を出す。口の中も切れたらしく、唇くちびるの端はしから赤い線が引かれる。


　それでも止めない。止まらない。まだだ。まだだ。まだなんだ。もっと！　もっとだ！　こいつに！　分からせてやる！　正せい義ぎが全すべてか？　正しいならいいのか？　何やってもいいのか？　正義が人を傷きず付つけるなら、そんな正義はクソ食らえだ！


　春太はまるで抵てい抗こうしない。されるがままで目を閉とじている。だから余よ計けいに腹が立つ。自分の罪つみを認みとめてるつもりか？　なら殴ってやる。顔の形なんて分からなくなるぐらいめちゃめちゃにしてやる！　右！　左！　右！　左！　おい飛んでるのはどっちの血だ？


「あんたら！　何してるんや！」


　カンナだ。この声はカンナだ。こっちに向かってくる。走ってくる。春太を助けるつもりだ。涙なみだで濡ぬれた瞳ひとみが怒りに満ちている。


　邪じや魔まだ。お前は邪魔だ。俺の邪魔をするな！


　立ち上がる。春太は後だ。カンナが摑つかみかかってくる。遅おそい。決定的に遅い。致ち命めい的だ。遅すぎる。あくびが出る。冷静に自分の行動をシミュレートする。やってくる右手を左にかわし、右みぎ膝ひざをカンナの鳩みぞ尾おちにぶち込む。下がった頭の顎あごにめがけて右の拳を突き上げる。連続でいい。速さが違いすぎる。それでもう立ち上がれない。


　来た。左にかわす。予想通り。イメージ通り。そして右膝。捉とらえた。感かん触しよくがある。肉がめり込む確かな感触。が、相手が違ちがっていた。春太だった。春太が体を割り込ませてきていた。


　はん、と苦く笑しようする。


　ちゃんと動けるじゃないか。まるで効きいてなかったのか？　まったくタフだ。頑がん丈じようだ。


「それは反はん則そくだっての、な、トーマス？」


　春太が笑う。血だらけの、ぼこぼこの顔で笑う。滑こつ稽けいだ。それを見てもういいやと思う。


　春太は春太で大切な人が居て、カンナはカンナで大切な人が居る。それを傷付けてまで進まなくていい。──ゆっくりと、自分だけで、たった独ひとりで、このふざけた事じ件けんを終わりにしよう。


　お嬢じよう様さまと八千代ちゃんが屋上に現あらわれる。


「どうして、ここが分かった？」


　俺が尋たずねる。


「貴方あなたの血を辿たどって来ました」


　お嬢様が答える。なるほど、俺の血でも役に立つのか。俺なんかの、出で来き損そこないの、人殺しの血でも。


　とにかくこれで全員揃そろった。都合がいい。出来過すぎたエンディングだ。


　ゆっくりと後ずさりする。お嬢様が近付いて来ようとするのを「来るな！」と大声で制せいす。周囲の鉄てつ柵さくに辿たどり着き、そこに背せ中なかでもたれ掛かかる。少し気分が落ち着く。


　本当は立っているのがやっとだ。消えてしまいそうな意い識しきをなんとか繫つなぎ止めている。勢いきおいは緩ゆるやかになったものの左肩からはまだ血が流れたままだ。人間ってどのくらい血を失ったら死ぬんだっけ？　まぁそんなこと、どうでもいい。あまり関係ない。


　ここは空気が澄すんでいる。長峰さんが好きだったのもよく分かる。風がよく通る、空に近い場所。馬ば鹿かな煙けむりは風に吹ふかれてさようならだ。


　さぁ、この舞ぶ台たいで、終幕フイナーレを。悪役は今ここに居る。


「密みつ室しつ、なんて考え方、くだらないと思わないか？」


　一言一言を確たしかめるように、ゆっくりと、間違えないように。


　どうしようもなく笑いがこみ上げてくる。本当に、くだらない。俺はやっぱり馬鹿だ。


「例えばどんなドアでも開けられる人間が存そん在ざいしたら？　全く意味が無くなる。密室なんて勘かん違ちがいだ、そうだろう？　そしてそもそも、遠く離はなれていても人を殺せるような能のう力りよくを持った人間が居たらどうする？」


「藤倉、いったい何を──」


「黙だまってろ都！　榊さかきみどりみたいに頭を吹っ飛ばすぞ！」


　静かになる。風の音だけがかすかに聞こえる、呼こ吸きゆうを整えてゆっくりと言う。


「空気は目に見えない。だからといって存在していない訳じゃない。そこにあるんだ、確たしかに。なら俺はどこに居ても関係無く、全てのものに間接的に触ふれていることになる──」


　基き本ほんはあくまでも触れた物の温度を上げる能力。応おう用ようすればいい。イメージすればいい。そこにあるとして集中すればいい。──これは詭き弁べんなんだろうか？


　空が赤い。十年前のことを思い出す。化け物呼ばわりされた自分を思い出す。確かにその通りだ。


　俺は、化け物だ。だから人を殺す。人じゃないから人を殺せる。手を、足を、頭を吹き飛ばして人を殺す。どうしようもない化け物だ。母さんは俺なんか助けるべきじゃなかったんだ。放っておけば良かったんだ。母さん一人ならきっと逃にげられた。そうすれば母さんは死ななくて済すんだんだ。大好きだった母さん。


　大切な人のことを思い出す。藤倉の父さん母さん、琴ことちゃん。たとえそれが噓うそでも、偽いつわりの物でも、すぐに消えてしまう幻まぼろしに過すぎなかったんだとしても、俺は、幸せでした。あなたたちのことが大好きでした。今でも大好きで大切で、せめて一言だけでも、ありがとうって伝えたいです。ここからじゃ、届とどかないかな。それでも願わくば、この、馬鹿な俺の想おもいが、風に乗って届きますように。


　すぅ、とゆっくりと息を吸すい、そして、言い放つ。多分もう、皆みなが予想しているであろう言葉。





「榊みどりを殺したのは、この俺だ！」





　八千代ちゃんは両手で自分の体を抱だき締しめている。まるで怯おびえる子こ猫ねこのようだ。


　俺が怖こわいか？　そりゃそうだろう。なんてったって間近で俺の能力を見ている。恐きよう怖ふで逃にげ出さないだけでも立りつ派ぱなものだ。八千代ちゃんは何も分かってなかった。人を殺すってことが、どういうことなのか。そんなに軽いもんじゃないんだ。理り屈くつ抜ぬきの、一生モノの罪つみを背せ負おうってことなんだ。消えることのない傷きずが残るってことなんだ。


　カンナは春太に体を預あずけて、ただひたすらに泣いている。俺みたいなやつに一いつ瞬しゆんでも心を許ゆるしたことを後こう悔かいしているのかもしれない。


　春太はカンナの肩かたを抱いたまま、ただじっとこっちを見ている。春太は全すべてを知っていて、なお動こうとしない。何も言わない。あれだけ殴なぐっておいて、今いま更さらこんなことを思うのは許されるだろうか。春太、お前は俺の親友だ。少なくとも今、俺のほうはそう思ってるんだ。


　お嬢様は静かに、意い志しのこもった強い瞳ひとみを向けてくる。拳こぶしを震ふるわせて仁に王おう立だちだ。あの時と、全く同じだ。


　強い、と思う。一瞬でも隙すきを見せたらこっちに向かってくるだろう。


　どうしようもなく優やさしい、巫城都なら、きっと。


「都とカンナは知ってるだろう？　十年前の湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事じ件けん、あの時何があったのか、どれだけの人が死んだのか。俺はそこに居た。まだ七歳さいだった。そんな七歳の少年が何故生き残れたか？　簡かん単たんなことだ。俺が、邪魔な人間をみんな殺したからだ！」


　カンナが声を上げる。悲鳴とも嗚お咽えつともとれる苦しそうな声。春太が強く抱き締しめて気持ちを落ち着かせようとする。


「都の腕うではそのとき、俺が吹っ飛ばした。憶おぼえてるだろう？　痛いたかっただろう？　俺を恨うらんでるだろう、なぁ都、言ってみろ！」


　言ってくれればいい。呪じゆ詛その言葉でトドメを刺さしてくれ。だってあんたはヒーローだ。この物語のヒーローだ。女だからヒロインだって？　だってさ、ヒロインってこう守られてるイメージが無いか？　それにヘロインに似にてるしさ、なんつって。はは、最後まで、馬鹿な俺。


「痛かったのはきっと貴方あなたのほうです。それに私は──貴方を恨んだことなど、一度もありません」


　透すき通った、何の迷まよいも打算も無い声。


　やっぱりお嬢様は優しい。正しいんじゃない。優しいんだ。


　その優しさは殺人者にだって関係なく与あたえられる。なら大だい丈じよう夫ぶ。きっと大丈夫だ。何ももう、やり残したことは無い。もう全て終わりでいい。終わりにしよう。
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　最後に、一番邪魔な奴やつに──死んでもらって。


　ずっと裁さばかれたかったんだと思う。十年前のあの日から、ずっと。


　人殺しの罪は重すぎた。


　あの日の母さんの気持ちが分かる。ソファの下で、ずっと小さな声で励はげましてくれて、身代わりに銃じゆう弾だんを受けても、大丈夫だよって、冬とう麻まのことは守るからって言い続けて。


　母さん、俺は、


　──大切な人を、守ろうと思います。


　意い識しきを右手に集中する。感かん情じようの全てを解かい放ほうする。触れているのは、屋上の、鉄てつ柵さく。


　ぐらり、と。


　視界が上に揺ゆれる。


　鉄柵の内部をドロドロにした。体重を掛けている俺はどうなるか。落ちていくだけだ。


　目の前に空が広がる。それはいつか見た空と同じ赤で、無む性しように長峰さんのハーモニカが聴ききたくなる。こんな時に、おしまいの時に、かなわないことを願ってしまう俺は──


　やっぱり馬鹿だ。どうしようもなく、馬鹿だ。


　チカラを使い過すぎたせいか、肩の痛みのせいか、折れた肋ろつ骨こつの痛みのせいか、とにかく眠ねむくて仕方が無い。もう眠ってしまおう。目を覚ますことはもう無いけど、最後に見た空が綺き麗れいで良かった。


　不意に引っ張り上げられる力。しかも左手を摑つかんでいる。


　痛い痛い！　千ち切ぎれるだろ左手がおい！


　ああ、油ゆ断だんした。


　そうだこの大きな手、正義を貫つらぬく男が黙だまって見過ごす訳が無いんだ。全く詰つめを誤あやまった。お間ま抜ぬけだ。笑える話だ。


　柔やわらかく、頭を抱き締められる。こっちは違ちがう人間だ。十年前とまったく同じように右手で、優しく。


　力が抜ける。だいたいもう余よ力りよくが無い。限げん界かいだ。全すべてが限界だ。


　このまま眠ってしまおう。もう観念した。俺はどうしようも無く馬鹿で、駄目な人間で、死ぬことだってまともに出来やしない。分かってたことだ。もう、ずっと前から。


　あたたかい胸むねにふと思う。


　72のＢ。なるほど、長峰さんは正しい。




　10　Ｓに戻る







　目が覚めたらベッドの上。窓まどから差し込む光が少しまぶしい。昼過ぎあたりだろうか。左肩に違い和わ感があるのは包帯を巻まかれているかららしい。胸のあたりの違和感は──と静かに体を起こす。


　ちょうど胸の上あたりでお嬢じよう様さまが眠っていたからだ。椅い子すに座すわったままで、体をこちらに預あずけている。黒くろ髪かみがシーツの上で綺き麗れいな曲線を描えがいている。寝顔のあどけなさを見れば、これが二年のカリスマ巫み城しろ都みやこだなんて誰だれも思わないだろう。さて、ここが俺おれの部屋で無いことは分かった。ならいったいここはどこだ？


「お、トーマス起きたか。傷は痛むか？」


　春はる太ただった。読んでいたらしいサッカー雑ざつ誌しを膝ひざに置く。


「……そっちこそ、痛まないのか？」


　春太の顔は絆ばん創そう膏こうだらけで、それでも隠かくしきれない青あざが痛々しく残っている。


「こんなのは慣れっこだっての。三日もすりゃ治る。トーマスの肩に比くらべりゃなんでもねぇ」


　まるで気にしてないというふうに春太が笑う。その声が大きかったせいか、お嬢様が目を覚まし、俺と目が合って慌あわてた様子で立ち上がる。いつも冷静なお嬢様らしくないが、寝起きだから仕方無い。


「──失礼、そのまま眠ってしまったようですね。藤ふじ倉くら、体の状じよう態たいは？」


「え、ああ、まだあちこち痛むけど、まぁ大丈夫かな。死んでないし」


「それはなによりです」


　お嬢様が柔らかく微笑ほほえむ。見る者を安心させる表情。このあたりは、さすがとしか言いようが無い。今まで何度もこの笑顔で敵てきすら味方につけてきたんじゃなかろうか、なんて想そう像ぞうしてみる。


「あれ、ちょっと都ちゃんあっさりし過ぎじゃねぇか？『私がずっと傍そばに居ます』なんてまるで事じ故こにあった恋こい人びとを想おもうような献けん身しんぶりだった割には淡たん泊ぱくすぎるんだっての」


「……秋あき月づき」


　顔を真っ赤にし、お嬢様は眼がん光こう鋭するどく春太をにらみ付ける。


「あれ？　言ったらまずかった？」


「……カンナの悪い癖くせがうつりましたね」


　春太は悪びれもせず、「あー、そうかもなぁ」と答える。


「そーいやここってどこなんだ？」


　尋たずねる。初めの疑ぎ問もん。いまいち状じよう況きようがつかめてないってのはどうにもおさまりが悪い。


「あー、トーマスは来たこと無いのか。別館医い療りよう棟とうだな。ちょっとした病院ぐらいの設せつ備びはある。もちろんこんな個こ室しつもある。なかなか凄すごいだろ？」


　いやお嬢様が言うならまだしも、お前が誇ほこらしげに言ってどうする。偉えらいのはあくまで巫城グループだ。


「都ちゃん、ちょっとこれから男同士の話すっから、席外してくれ」


　春太の目が少し真しん剣けんなものに変わる。


　ついに来たか、という感じだ。受けて立とう。もう動くのは口だけだ。


「──それは」


「大丈夫大丈夫、都ちゃんの悪いようにはしねえっての」


　春太の言葉にお嬢様が苦く笑しようする。


「十五分だけです。それ以上は待ちません」


　そう言うと同時にひらりと振ふり返るお嬢様。


　去り際ぎわにぼそりと、「まったく、秋月には全すべてお見通しですか」と呟つぶやき、春太がにやりと笑う。なんだなんだ二人だけで分かり合っちゃって。くそう、今度カンナに言いつけてやるからな。あること無いこと含ふくめて。エキセントリックに怒ど鳴なられるがいいさ！


「さて」


　ぱん、と手を叩たたいて春太は話を切り出す。そんなやり方が春太らしい。


「トーマス、ちょっとあの花びん割ってみてくれ」


　春太は窓の近くにある花びんを指で示す。花は飾かざられていないがいかにも高こう価かそうだ。


「まずいだろ、ここの備品壊こわしたら」


「いいだろっての。俺が弁べん償しようする」


「何千万もするようなやつだったらどうする？」


　春太は難むずかしい顔になってポケットをごそごそと探さがし始める。目的の物が見付かったらしく、それを床ゆかに置く。小さなプラスチック製せいのセントバーナードだ。


「……何だそれ？」


「チョコエッグに入ってるやつだな。樽たる付きだから結けつ構こうレアものだ」


　急に安くなった。ま、それでも、意い識しきを集中する──ふりだけ。目を瞑つむってそれらしく。もちろんセントバーナードはびくともしない。何も反はん応のうしない。


「……何も起こらねぇな」


「今日はその、エネルギー切れ、かな」


「エネルギーって何だっての」


「うーん、性せい欲よくとか？　男だし」


「エロ本でも買ってくるか？」


「カンナのおっぱい見たらなんとかなるかも」


「馬ば鹿か言うなっての。殴なぐるぞ」


　おお、最後ちょっと目がマジだった。良かったなカンナ、愛されてるじゃないか。


「ま、トーマスが今日は調子が悪いって言うならとりあえず信じるか。で、今回の事じ件けんに関しては上う手まく使った、と」


「そりゃもう」


　分かってるくせに。


「結局あれ、部屋に入らないと無む理りだろ」


　春太はそう言って、続ける。


「まぁ、頭を破は裂れつさせたって部分を信じたとしようか。でもな、ガムテープでぐるぐる巻まきにされたってのはどうなってんだ？　あんなの部屋に一回入らないと不ふ可か能のうだろ」


「……そうだな、ガムテープでぐるぐる巻きにしてから疑うたがいをそらすために能力を使った。ガラスも割った。これでどうだ」


　春太が苦笑する。まぁしょうがない。矛む盾じゆんだらけだ。無理がありすぎる。


「これでどうだって何だ。トーマス、思いつきを言うの止めろっての。だいたい自分が疑われるようにあれだけのことを言ったのは他でも無いトーマス自身だろ？」


「んー、大がかりなフェイク。疑われつつ疑いをそらす、みたいな」


「聞いたこともねえな」


「推すい理り小説なんかでさ、一番犯はん人にんっぽい奴やつが実は犯人じゃありませんでした、ってのよくあるだろ？」


「……トーマス、お前は疑われたかったのか疑われたく無かったのかどっちなんだ」


「ちょっと自分でも分かんなくなってきたとこ」


　春太はふぅ、と息を吐はいて、やれやれといった表ひよう情じようを向ける。


「更さらにトーマスの言った通りだとするか。ガラスはあくまでもアリバイ作りの細工だった、と。そうなるとおかしいだろ？　結局あの部屋は密みつ室しつだったってことに戻っちまうな。鍵かぎはいったいどうしたんだっての」


　さて鍵の問題。一つは長なが峰みねさんの部屋の引き出しの中。もう一つはみどりさんの口の中。予備の鍵はお嬢様が持ってる。となれば答えはこうだ！


「俺は物体を移い動どうさせる能力を持っていたのだ！」


「お！　なるほどそれなら──っておいトーマス、馬鹿にしてんのか」


　微び妙みようなノリ突っ込み。カンナの影えい響きようがこんなところにも。


「もういいだろトーマス。お前は犯人じゃない。少なくとも今回の事件で能力を使って人を殺したことはあり得ない。誰が考えたってそうなるんだっての」


　春太は言う。


　別に犯人なんかどうだっていい。ただ幸いここには二人しか居いない。そして春太は全すべてを知っている。なら今いま更さら隠かくそうとしたってあまり意味が無い。もう観念してもいいだろう、と思う。


「まずトーマスの誤ご解かいを解といとかなきゃいけねえなって思ってる。俺が屋上に居たのは別に犯人を追い詰つめるためじゃねえよ。俺、そういうの大嫌きらいでな。まぁ真相ぐらいは知りてえけど、せいぜいが好こう奇き心しんの野や次じ馬うま根こん性じようだ。どうこうしようってつもりはさらさら無い」


「なら──なんであそこに居たんだ？」


「それは単たん純じゆんな話でな。第三図書室の窓から見えたんだっての。その、パジャマ姿すがたの泉いずみがな。おかしいとは思ったんだが、都ちゃんが近くに居る手前あんま動く訳わけにもいかなくてな。で、都ちゃんがちょっと居なくなった隙すきに直感で屋上に走った訳だ。この時点では第三校こう舎しやの屋上な。そしたら第四の屋上でふらふら歩いてる泉を見付けて猛もうダッシュ、しかし間に合わなかった、と。トーマスに殴られたままになってたのはな、泉を見付けた時点で動いてたら、あんなことにはならなかったって後こう悔かいしたからだな。ま、俺としたらそれは致ち命めい的すぎるミスだったんだっての」


　誤解してた自分を最低だと思う。ただ、謝あやまってみたところでどうせ春太は「気にすんなっての」なんて言って笑うだけだ。だから心の中で謝しや罪ざい。頭を下げて、軽けい率そつだった自分を恥はじる。それでいい。そういうやつだ。春太は。


「春太は、いつ気付いたんだ？」


　今回の事件の、真相について。


「ああ、『ＳＰ』の話を都ちゃんから聞いたあたりだな」


「そりゃまた、えらく早い」


「トーマスのほうが早かっただろ？」


「ん、そりゃ、まぁ、ね」


　春太は軽く笑い、自分の解かい釈しやくを述のべる。


「椅い子すに書かれてた『ＳＰ』が本物。壁かべのほうは偽にせ物ものだなありゃ。で、本物のほうを考えてみると、椅子に座すわった状じよう態たいで、なんて都ちゃんが言った訳だ。すぐ分かった。逆だってな。椅子に文字書くなら逆だ。俺ならそうだ。書きにくいからな。それだけの理由だ。そして向かい合うように椅子を眺ながめている絵を想そう像ぞうする。何をしようとしているか。椅子の絵を描こうとしてるのか、登って高いところの荷物でも取るのか、どっかにロープを引っかけて──ま、こんな感じだ。『ＳＰ』は『ｄｓ』って考えたほうが分かりやすかったってのもある。長峰さん、ピアノ弾ひくだろ？　ならｄｓ、ダル・セーニョだ。はじめに戻もどるだったか？　自殺っぽいイメージだな」


　はじめに戻るのはダ・カーポだぞ春太、と心の中で突っ込みを入れる。ま、同じことだ。いつも死にたいと思っていた少年、死ぬことを望んでいた少年、長峰さんはその時点に戻る。セーニョのあるところまで戻るのが、ダル・セーニョ。


「長峰さんが自殺って分かれば後は簡かん単たん。まぁ俺はなんつーかその、帰き納のう法とか帰納的思考法ってやつが苦手でな。トーマスはどうだ？」


　どうだと言われてもその単語自体を漠ばく然ぜんとしか理解していない劣れつ等とう生せいはどう答えるべきか。こんなとこだ。


「それなりに」


　と言うと、春太は何か納なつ得とくしたような感心したような様子で頷うなずく。


「例えば米ひと粒つぶなら誰だれだって食えるだろ？　でもってどんなにメシを食った後でもあと米ひと粒ぐらいなら食える、なんて言う。これはまぁ、そんな気がするな。これを帰納的にパタパタっと倒してやると、人間はいくらでもメシが食えることになる。おいおい大食いチャンピオンかよ！　って話だな。つーかチャンピオンでも無理だっての」


　いや春太。お前ならそれが可能な気がするんだが、と言おうとして飲み込む。


　ま、あくまでも例え話。突っ込みはほどほどに。


「そんな訳でな、俺はいつだって結けつ論ろんが先だ。長峰さんが自殺した──正しくは自殺未み遂すいだけどな。それから《パートナー》のみどりさんが殺された。一番犯人に相応ふさわしい人間は誰か？　そう考えるとな、最愛の兄が自殺した責せき任にんを《パートナー》に負わせて、ってストーリーがすぐ思い浮うかんだ。どうしたって一番恨うらみを買いやすいのはみどりさんだろうな。そういうのも含ふくめて《パートナー》な訳だから。つまり長峰亮りよう平へいの妹、長峰泉が犯人だ、と」


「……単純すぎないか、それ」


「単純すぎるな。ただ、ひねらずに考えるとそうなる。そうなるようになってんだな、奇妙なぐらいに」


　間ま違ちがってなかった以上文もん句くは言えない。春太は凄すごい。ある意味凄い。解答に至いたる道みち筋すじが簡かん潔けつで早い。春太の前ではトリックも密室もまるで意味が無い。


「なら今度はトーマスがどう考えたか聞かせてくれ」


「何だそれ？　別にいいだろそんなこと」


「単なる好奇心なんだっての」


「……野次馬根性」


「その通りだな」


　やれやれ。まぁいいや。春太のやり方じゃ分からないことが多すぎる。そして俺じゃなきゃ分からないことも多すぎた。


「まずいつ気付いたかって話から。これはかなり早い段だん階かいのことで、後から考えてそうだったのか、って気付いたことだ。春太は知らなかったことだから気付きようも無いんだけど──ガラスが割われたとき、泉ちゃんは俺の部屋に居たんだ」


「ん？　お前らそういう関係だったのか？　都ちゃん報むくわれねぇな──ってちょっとそれおかしくないか？　ガラスが割れたときに長峰さんの部屋に居なかったってのは」


「ま、それはまた後で。ガラスの割れた音がして、泉ちゃんは窓まどを開け周囲を確かく認にんした。そのときこう言ったんだ。にーさまの部屋です！　ってね。おかしいだろ？　Ｓ棟の窓にはベランダが無いから、壁とガラスは一平面上にある。なら窓から飛び出したみどりさんの頭が見えたはずなんだ。しかも顔に穴あなが空いていたなんて凄せい惨さんな状態で、その顔がこっちを向いていたはずなんだ。暗くてよく見えなかったんだろうか？　それもおかしい。全く言げん及きゆうしないなんておかしすぎる。そこがきっかけ、かな」


「なるほどな。でもなんで泉はそんなふうに言ったんだろうな。別に、そうだなぁ、みどりさんが！　みどりさんの頭が！　なんて言ったところで別に自分が疑われるって訳わけでも無いだろうにな」


　これは難むずかしいところだ。一応自分なりの答は出ている。ただ納得がいかない点があるとすれば、それが泉ちゃんのキャラに合わないということだ。もちろん俺は泉ちゃんのことを全すべて分かってる訳じゃない。理想を押しつけてるだけだとも考えられる。


　もし考えた通りなら、あの夜、泉ちゃんは計算ずくで部屋に来たってことになる。出来ればそう思いたくない。人を殺してしまって、もうどうしようもなくなって、誰かに助けてもらいたくて──そんな気持ちだったはずだ、なんて今でも思ってる。それは俺だけの真実なのかもしれないけどそれでいい。世界は優やさしい噓うそで出来てるほうがいい。本当のことなんて、どうだっていいんだ。


「泉ちゃんにはね、やるべきことがあったんだ。そのためには俺に部屋から出て行ってもらう必要があった。なら漠然と不安を篝あおったほうがいいだろうと泉ちゃんは考えた。そんなところかな」


「ん？　やるべきこと？　何だそりゃ」


「密室を完成させること」


「……トーマス、俺にも分かりやすいように説明してくれ」


「オッケー、もうさくさく行こう。初めから順を追って。そのほうがきっと早い。単なる兄妹間の直感だったのか、それとも長峰さんが、第一発見者が泉ちゃんになるよう何か言っていたのか、そのあたりはよく分からないけどとにかく泉ちゃんは部屋で自殺している長峰さんを見てしまった。実じつ際さい、長峰さんは生きていた訳だけど──気が動転してたのかもしれない。部屋の鍵かぎは開いていたのかもしれないし、みどりさんに鍵を開けてもらったなんてことがあったのかもしれない。どっちだって別に構わない、次の展てん開かいはまったく同じだ。泉ちゃんはみどりさんを絞こう殺さつする。動機はきっと春太の言った通り。使ったのは長峰さんが首を吊つるのに使ったロープかな。泉ちゃんは今でもそのロープをどこかに持っているのかもしれない。そういったものを持っててもあんまり不自然じゃないのが泉ちゃんだ。そしてみどりさんを殺した後、泉ちゃんは鍵を奪うばってそれを使用することに決めた」


　まずはここらで一休み。あんま得意じゃないんだよな、語るのって。ついでに言えば好きでもない。春太が相手じゃなきゃこんなことしてない。要するに、誤ご解かいしてあんなにも殴なぐってしまったことをちょっと、いやかなり申し訳無く思っている訳で。


　くぅ、やたらに貼はられた絆ばん創そう膏こうが見せつけているようにも思えてきた。


「おいおいトーマスもったいぶるなよ。早く続きを話せっての」


　更さらに追い討うち。はいはい分かりましたよほんとにもー。春やんせっかちやな！　なんつって。出来ればカンナの声でよろしく。


「春太はこんなの知ってるか？　ペットボトルに水とドライアイスを入れてふたをする。さてどうなるか？」


「なんかニュースでそんなの見たな。爆ばく発はつするんだったか？」


「オッケーその通り。窓ガラスを割ったのはそれと同じやり方」


「部屋自体の空気が膨ぼう張ちようしたとかそういうことか？」


「あー、そういうことじゃなくて。言い方が悪かった。つまりペットボトルの替かわりがあの部屋にはあったってこと──みどりさんの頭がそれだ」


　訳が分からないといった様子の春太に説明を加える。


「みどりさんの顔がガムテープでぐるぐる巻きにされてたのは、空気が漏もれるのを防ふせぐため。舌したが傷きず付つけられていたのは触しよく媒ばいの意味もあるけど、出血量の多い舌を傷付けることで食道や気管へのルートを埋うめてしまうため。口の中には気化して体積が大きくなる何らかの薬品を入れておく。これで出来上がり。ああ、窓ガラスがちゃんと割れるよう、みどりさんの頭を窓にぴったりと寄よせておくことも忘わすれずに。しばらく時間が経たてばドカン！　と爆発する」


「そんな薬品があっさり見付かるもんなのか？」


「みどりさんが薬学の専せん門もん家かだってことを考えれば、部屋にいろんな薬品があっても不思議じゃない。それに泉ちゃんは長峰さんの妹だから、その体を心配してある程てい度ど薬学の知ち識しきを得ていたと考えてもおかしくない、ってあくまでも想そう像ぞうだけど」


「ま、ちょっとは想像が入るのは仕方無いかもな」


「なんだ春太、お前は結論しか考えなかったくせに」


「んー、俺は結論だけ分かれば後は動くか動かないか決めるだけだからな。それでいいんだっての」


　適てき当とうすぎる。春太が刑けい事じにでもなったら、お前がやったんだろ！　吐はきやがれ！　なんてことをするに違ちがいない。結論が正しけりゃそりゃ吐くだろうけどさ、それって何かさ、良くないよきっと。人にん情じよう派はがいいね。カツ丼どん食わしてくれるような。あー、なんか無む性しように食べたくなってきた。ここって食べ物持ち込み禁きん止し？


　知らない。後で聞いてみよう。気を取り直して続けよう。


「そして部屋の鍵を閉しめた泉ちゃんは──」


「お、ちょっと待った！」


　話を途と中ちゆうで切って質しつ問もんするところもカンナとそっくりだ。お似に合あいだ。見事な似たものカップルだ。


「そうなるとトーマス、長峰さんに巻かれてた包帯はただのカムフラージュか？　本来の目的を分からなくするための」


「もちろんそういう部分もあると思う。だけどこう考えたほうがしっくりくる。──自分が今しようとしていることを兄に見て欲ほしく無かった。血文字で『ＳＰ』を残したのもきっと同じような意味。兄は自殺なんかしていない。だから残されたメッセージはダル・セーニョじゃない。別の物だ。兄は殺されたんだ、なんてとこかな」


「なるほど。なんか聞いたことある話だな」


「４０３号室の鍵を閉めた泉ちゃんは自分の部屋へ。血で汚よごれた手を洗あらっておかなくちゃいけないから。それから俺の部屋にやって来る。みどりさんの頭が爆発し、窓ガラスが割れる音を聞く。──これで窓ガラスが割れた時には４０３号室に居なかったことが証しよう明めいできる」


　ただこの不ア在リ証バ明イは、前ぜん提ていの間違った推すい論ろんの中でしか意味を持たない。窓ガラスが割れたとき、犯人は４０３号室の中に居たという間違った前提。


「長峰さんの部屋で何か起こったことを知り、俺は慌あわてて部屋を出て行く。そこで泉ちゃんは持っていた鍵を落として、密室完成」


「ん、落として、ってどういうことだ？」


「５０３号室の窓から真下を見れば、ぽっかり口を開けたみどりさんの顔があった。もう一つの鍵はどこにあった？　それはみどりさんの口の中だ。つまり、そーゆーことだ」


「そーゆーことか」


「そーゆーこと」


「お疲つかれさん、だな」


「どういたしまして」


　春太はにっと笑うと椅い子すから立ち上がり軽く伸のびをする。


　長身が更に大きく見えて、天てん井じように穴を空けてしまわないか不安になる。


「じゃ、昼休みももう終わるしな。帰るとするわ。トーマス、ちゃんと養生しろよ」


「あれ、そういや春太、昼メシは食わなかったのか？」


「朝のうちに食い溜だめしといた」


「……ここに来るために？」


「当然だろっての」


　何よりも昼食を愛する春太の行動とは思えないが、これが優ゆう先せん順位ってやつか。


　泉ちゃんにとって最も優先されたのは兄である長峰さんの存そん在ざいだった。だからみどりさんといくら親しくしていても、その命を奪うばうことが出来た。大切な人を失ったことのつらさがそんなことで埋うまるってことは無いって分かっていても、何かに怒いかりをぶつけたくなる。そのことは、そんな経けい験けんがあったからよく分かる。


「最後に一つだけ、トーマスに言っときたいことがある。いいか？」


　春太が顔を近付けてくる。ぼこぼこの顔がプレッシャーになり、反はん射しや的に頷うなずく。


「泉を庇かばおうとしたトーマスの気持ちは立派だと思う。凄すげぇと思ってる。でもな、だからっつってお前が死んでいいってことにはならねぇだろ？　過か去こに何があったかなんて知らねぇけどな、大切なのは先のこと、未来のことだ。どう生きるかだ。だいいち、トーマスが死ぬのは俺が嫌いやだ。俺は、お前のことが好きだからな」


　よくもまぁこんなくさい台詞せりふをさらりと、とは思うが素す直なおにありがとうと答える。なんだかそんな気分だ。春太はぼこぼこの顔で精せい一いつ杯ぱいの笑顔を向けると、「またな」と一言。そしてドアへと向かう。


　開いたドアから長い髪かみが見えた。ずっと部屋の前で待っていたんだろうか。ひょっとしたら聞き耳をたてて──なんて、あまりにキャラと違ちがう想そう像ぞう。


　ちょうどお嬢じよう様さまと入れ替かわる時、春太が、


「都ちゃん、今回の真相、もうカンナには話していいか？」


　と尋たずねる。真相？　なんでお嬢様にお伺うかがいをたてる必要が？　そのあたりは古い付き合い故ゆえの事情があるのかもしれない。例えばカンナは精神的に不安定だとか。いずれにせよ、あまり話して気持ちのいいことじゃない。話さなくてすむならそれでいいと思う。


「三十分だけ待ちなさい。それからなら──ちょうどいいでしょう」


　思わせぶりなお嬢様の台詞に、春太が「ん、了りよう解かい」と応こたえる。ちょうどいい？　何のことだ。頃ころ合あいとかあるのか。煮に物ものじゃあるまいし。言うなら言う、言わないなら言わない、どっちかはっきりしなさいお嬢様！……なんて言えないけどさ。


　ドアの近くで、巫城のお嬢様はこっちに視し線せんだけを向けてくる。


　そして、静かに一言。


「長峰が目を覚ましています。会いにいってくれますね？」


「え？　昏こん睡すい状じよう態たいだったんじゃ──」


「うちのスタッフは優ゆう秀しゆうですから」


　優秀ですから、のあたりをやけに強調する。


　──長峰さん。


　言いたいことがありすぎる。言ってやらなきゃいけないことがありすぎる。あの死にたがりの兄に、分からせてやらなきゃいけないことがたくさんある。会いにいくかどうか？　そんなの、もちろん、答えなくたって決まってる。





　同じような部屋だった。


　ただ、圧あつ倒とう的に物が少なかった。閑かん散さんとしている。あるのはベッドだけ。まさしく寝ねるためだけの場所。そして窓まどに鉄てつ格ごう子し。いかにもだ。いかにも過すぎる。こんなところで寝てたら余よ計けい気が滅め入いるんじゃないのか？　とはいえ、事じ情じようが事情。仕方が無いといえば仕方が無い。それでも──また、一いつ緒しよに居いられたらいいと思う。居られるようにならなきゃいけないと思う。


「ああ、藤倉くん、よく来てくれたね」


　かすれ気味の声で薄うすく笑う。顔は青白く、生気が無い。少し悲しそうに見える。無む理りして表情を作っているのが痛いた々いたしい。ひょっとしたらそのまま死んでしまったほうが、長峰さんは幸せだったのかも──なんて思う。思ってしまう。救ってしまったのは、こっちの我わがままに過ぎないのかもしれない。長峰さんにとってはいい迷めい惑わくなのかもしれない。どうせ長くないなら、自分で死を選びたかったのかもしれない。それを止めたって、たいして、結局、でも、それでも──


「藤倉くん？」


　言いたいことがあったはずなのに。伝えたかったことがあったはずなのに。どうして、こんなふうに、いつも、肝かん心じんなときに──


　俯うつむいていた。ぼやけた視し界かいの中で、雫しずくで濡ぬれていく床ゆかをただ眺ながめていた。喉のどが詰まって、声が出なかった。どうしたらいいか分からなかった。どうしようもなかった。ただ、長峰さんが生きていて良かった。それだけだった。本当にそれだけだった。それだけで、涙なみだが止まらなかった。


「長峰に、伝えておかなければいけないことがあります」
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　すぐ横で声が聞こえた。お嬢様だった。凜りんとした声だった。確かな意い志しを持った、揺ゆるぎない声。残ざん酷こくな台詞が出てくるとは、思いもしなかった。


「貴方あなたが自殺してしまうと、大変なことになる可か能のう性せいがあります。そうですね、例えば、自殺の責任をみどりに負わせて、貴方の妹である泉がみどりを殺すような──」


　摑つかみかかっていた。無む意い識しきだった。体が勝手に動いていた。言わせちゃいけないと思った。どうしてそんなことを言うんだと思った。


　お嬢様の背せ中なかを壁かべにぶつける。そのまま襟えり首くびを捩ねじ上げる。げほ、と声を漏もらすのを見て少し冷静になる。それでも、服は摑んだまま離はなさない。優やさしいお嬢様のことだ。何か考えがあってのことだとは思う。それでも、今言うべきじゃないはずだ。こんな長峰さんを前にして、そんな現げん実じつを突つきつけるべきじゃない。だから──言わないでくれ頼たのむから。もう少し後でいい。ゆっくりでいいじゃないか。なんとかなるから。なんとかするから。俺おれも協力するから、頼むから──


「離しなさい」


　首を振る。子こ供どもじゃあるまいしと思う。かっこ悪いと思う。それでも、離す訳には、


「……下着が見えて恥はずかしいですから」


　反はん射しや的に離してしまう。こんな俺最低だ。本当に最低だ。最悪だ。何だそれ。何やってんだ。馬ば鹿かだ大馬鹿だ。まったく何の役にも立ちゃしない。何も出来ない俺って何なんだ。


「藤倉の態たい度どこそ、問題だったのではありませんか？」


　上着を整えながら、冷静にお嬢様は言う。


　態度？　お嬢様に歯向かったことを批ひ判はんして──いや違ちがう。


　長峰さんの方に顔を向ける。虚うつろな視し線せんのまま、左手が眼がん帯たいのあたりをさまよっている。どうしていいか分からない、そんな雰ふん囲い気きに見える。長峰さんは左手で顔を覆おおうと、突とつ然ぜん──壊こわれたように笑い出した。ふはは、はは、ははは。それは心底愉ゆ快かいそうに。そして、ぽつりと呟つぶやく。


「はは、なるほど──、泉らしい」


　……何だそれは？


　そこで、何かが切れた。


「てめぇ長峰！　なんだその態度はこのふざっけんな！　何笑ってんだ何がおかしいってんだ！　あのなぁもともとあんたが自殺なんかしなきゃ何でもなかったんだろうが！　なんで分かんないんだよなんで気付かないんだよ！　ちょっとは考えろよ想そう像ぞうしろよ。あんたのこと大切に思ってる人がどれだけ居ると思ってるんだよ！　たったひとりで生きてるつもりなのか？　ひとりで生きてるから死んでもいいって思ってるのか？　ああもうそりゃそーだろうよ。こっちのわがままだって分かってるさ！　死にたいやつ止めるのが正しいかなんて分かんねーよ！　全然分かんねーよ！　でも死んで欲ほしくなんかないんだよ。生きてて欲しいんだよ。一いつ緒しよにくだらないこと話して馬鹿みたいに笑ったりしたいんだよ。それぐらい分かってくれよ！　とにかくなぁ、泉ちゃんは生きてんだ。一緒に居てやらなきゃいけないんだ！　あんた兄貴なんだろ？　今までもこれからも、ずっと──」


　気がついたら白いシーツが赤く汚よごれていて、どんだけぶん殴なぐったんだと思ったらほとんどが俺の傷きず口ぐちから飛んだ血だった。殴られたはずの長峰さんは涼すずしげな表情のままで、頰ほおの痛みもまるで気にしてないように見える。


　不意に今まで見ていただけのお嬢様が静かに近付いてきて、もの凄すごい勢いきおいで右手を振るった。脳のうが揺ゆれて一いつ瞬しゆん記き憶おくが飛びそうになる。平手打ちをくらったのは俺だった。


「藤倉も、人のことは言えないでしょう？」


　それで少し冷静になる。


　……なるほど。そりゃそうだ。昨日あんなことした人間が言える台詞せりふじゃない。何を偉えらそうに、まったく。


　お嬢様は小さく笑って言う。


「もし今でも、自分のことを死ぬべき人間だ、なんて思っているなら──もう一回叩たたいても構かまいませんけど？」


「……そんなこと」


　もう思ってない。だから軽く頷うなずく。それで伝わった──と思ったら今度は裏うら手てで思いっきり叩かれた。音が耳の奥おくでうねる。頰がしびれて、痛いたいというより感覚が無くなったような感じがする。……お嬢様、単に叩きたかっただけじゃないのか？


「さて長峰。自分の死がどれだけ周りに影えい響きようを与あたえるか、分からない貴方では無いでしょう？　前々からみどりは言っていました。亮平さんが死んだら、私も死んじゃうかもしれない、と。かたちは違うかもしれませんが、これは貴方が死んだ場合に作られ得る可か能のう世界の一つ。後こう悔かいしているのでしょう？　それなら、貴方がこれからどうすべきか、分かりますね」


「分からない、なんて言ったらどうなるのかな？」


「今度は私がぶん殴ります」


「……それは困こまるね。死にかねない」


　長峰さんが自じ嘲ちよう気味に笑う。


　満足げな表ひよう情じようの巫城のお嬢様は、軽く右手を上げ、やたら芝しば居い掛がかった調子で言う。


「それではもういいでしょう。──入りなさい！」


　なんか時じ代だい劇げきっぽいな、なんて思った瞬間。


　ぱんぱーん！


　と陽気なクラッカーの音がして、


「にーさま、お誕たん生じよう日びおめでとうございますっ！」


　忘わすれる訳の無い泉ちゃんの声。同時に勢い良くドアが開き、すぐ駆かけ寄って来たのはやっぱり泉ちゃんで、そして──


「お誕生日おめでとうございますー。って、一日遅おくれですけど、ね」


　短くした髪かみを気にして、少し照れ臭くさそうに微笑ほほえむ。


　みどりさんだった。





　　　　□□□





「おかえりなさい、トーマさんっ！」


　クラッカーを投げ捨すてて、跳とびついて抱だきついた。トーマさんが何か言おうとするから、お腹なかのあたりをぎゅーってする。今はもうちょっとだけ、このままでいたいって思う。


　第三校こう舎しやから飛び降おりたら安全って聞いてた。きっと都さんがいろいろ用意してたんだと思う。でも、第四校舎の屋上を選んだ。トーマさんが来てくれるなら、そこしかないって思った。いつも傍そばに居たから、一緒の時間を過すごしたから、ずっとトーマさんのこと考えてたから、よく分かった。


「迷めい惑わくかけたね」


　にーさまの声が優やさしい。


　今回、見つけたとき危あぶなかったにーさまを的てき確かくに処しよ置ちしたのはみどりさんで、もしみどりさんが居なかったら、にーさまは死んじゃってた。みどりさんが居なかったら、にーさまがこんなに早く目覚めるなんてことも無かった。でも、にーさまはそのことを言ってるんじゃないって思う。もっとずっと、基き本ほん的なこと。大切に想おもってくれる人への、感かん謝しやの言葉。


　それから、ぱちん、と音がして。


　見れば、みどりさんがにーさまに平手打ちをした後だった。


「本当は、これぐらいじゃ、許ゆるさないつもりでしたけどー」


　みどりさんは微笑んで、「言いたいことは、冬とう麻まくんが言ってくれましたから」


　今回のことで、みどりさんとにーさまの関係も、良い方に行くんじゃないかなって思う。


　今まではどうしても、みどりさんのほうがついていくばっかりだった。でも、にーさまには、引っ張ぱっていく人が必要だから。それがみどりさんになればいいなって思う。きっとなれるって思う。だって、にーさまのことを一番大切に思ってるのは、みどりさんだから。


　不意にトーマさんのおっきな腕うでに包まれる。


「はは、ははは、なんだか、分からないけど──良かった。みんな生きてて、無事で、元気で……はは、なんだこりゃ、訳分かんねぇまったく、とにかく、良かった……」


　笑いながら泣いてるトーマさんの背中をぽんぽんって叩く。みんな居るよって、これからも一緒だよって、いっぱいいっぱい大好きだよって──伝わればいいなって、ううん、きっと伝わってるって思う。


　その時、どたどたどたって足音がして、


「なんやなんやなんや！　いったいそれどーゆーこっちゃねん！」


　ドアが壊こわれそうな音と一緒に開いて、


「みやちゃん！　うちのこと騙だましたんやて！　いったいそれどーゆー……」


　そこでいったんストップ。


　そしてクライマックスどん。


「うわっ！　なんで？　なんでみどりはん生きとるんやーッ！」


　その声はかなり遠くまで届とどいたらしくて、それから数日間こんな噂うわさがたった。


　呪のろいの声が医い療りよう棟とうから聞こえた、って。
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「まったく、うちがこんなもんで勘かん弁べんすると思っとったら大間ま違ちがいや！」


　お嬢じよう様さまが空いた器うつわを運んで替かわりを持ってくる。カンナは今日四杯はい目のびっくりストロベリーパフェにかぶりつき、クリームを豪ごう快かいに飛び散らす。大惨さん事じになっているのはカンナの顔とテーブル周辺と隣となりに座すわる春はる太たの右みぎ肩かただが、それぞれはまったく自じ己こ主しゆ張ちようすることなく、黙もく々もくとびっくりストロベリーパフェは減へっていく。


「カンナさんはいいですよ。私なんて──」


　八や千ち代よちゃんは両手に湯飲みを持ったままわなわなと肩を震ふるわせる。


「都みやこ様の《パートナー》でありながら何も教えて頂いただけず、更さらには親友と思っていた泉いずみにまで……。もう泣けてきます……」


　泉ちゃんがささっと駆かけ寄ってハンカチを渡わたす。八千代ちゃんはちーん、と思い切り洟はなをかんで、「こんなんじゃ、許ゆるさないんだから……」と呟つぶやく。おろおろする泉ちゃん。精せい一いつ杯ぱいご機き嫌げんを取ろうとしてそっぽを向かれている。


「うちかて春やんから何も教えてもろてない！」


　ばん！　とカンナがテーブルを叩たたいて立ち上がり、その音ががらんとした食堂に響ひびく。御み城しろ学園第一食堂は、今日放課後はＳ棟とうメンバーによる貸かし切きり中になっている。ただ長なが峰みねさんは医療棟に入ったままで、みどりさんはもちろん長峰さんの傍そばに居いる。


「んぁ？　俺おれだって何も知らされてなかったっての」


　カンナを見上げて春太が言う。カツ丼どんのカツを口にくわえながら喋しやべるあたり器用すぎる。更にいえば、クリームが明らかにどんぶりの中に飛んでいるのを全く気にしていないあたり粗そ雑ざつすぎる。味なんてどうでもいいのか春太。


「でも途と中ちゆうで分かったんやろ！　ならなんですぐうちに教えへんのや！」


「ちゃんと教えただろ？」


「遅おそすぎるわいアホ春っ！」


　クリームが今度は春太の顔に飛ぶ。さすがに目に入れば気になるらしく、軽く瞼まぶたのあたりをこする。春太は「分かったのが遅かったんだって……」と反はん論ろんするがカンナはまったく聞いちゃいない。


「だいたいや！」


　今度は怒いかりの矛ほこ先さきがカンナの右側に控ひかえているお嬢様へ。


「うちの実家利用しといて、うちになんも相談無しっちゅーのはどーゆーこっちゃ！　だいたいなぁ、うちが協力しとったらあんなふうに部分部分をガムテープで繫つなぐなんてお粗そ末まつなもんにはならんかったはずや！　ああもう無む駄だ遣づかいや無駄遣い！　今回のことでガムテープ資し源げんがどんだけ減へったと思とるんや！」


　お嬢様の黒い制せい服ふくに白の斑はん点てんが飛ぶ。それでも微び動どうだにしないお嬢様はさすがとしか言いようがない。それにしてもガムテープ資源？　なんともピンポイントな資源問題なことで。


　さて、みどりさんが死んだと思わせたトリックについては、ほぼカンナの言った通り。簡かん単たんに言えば、あれはみどりさんじゃ無かった。更に言えば人間ですら無かった。巫み城しろのお嬢様が部屋に入ることを止めたのはそういうこともあるんだろう。近くで見ることでばれてしまわないように、という配はい慮りよ。どんなに精せい巧こうだって限げん界かいはある。


　つまりあれは、ちょうどお嬢様の左手のような、本物そっくりの体の部分が集まったつぎはぎの人形。何な故ぜ顔が破は裂れつさせられていたか？　それは凄すごく単たん純じゆんなことだ。頭部についてはかなり使える部分が少なかったから。つまり、無い部分は無くなってしまったように見せなければならなかった、ということに尽つきる。頭部は頭部に出来るだけ見えないようにする必要があった。


　そしてぐるぐる巻きのガムテープは、本来は別個のものとして存そん在ざいする手や足や体を、人間に見えるよう繫ぎ止めるために必要だった、というただそれだけのこと。春太が言っていたことを思い出す。『みどりさんの手足、折られてたってことないか？』ひょっとしたら春太はあの時点で全すべてを見み抜ぬいていたのかもしれない。


「そろそろ許してやれっての。みどりさんにせよ泉にせよ都ちゃんにせよ、長峰さんとトーマスをなんとかしてやりたいってことからの行動な訳だろ？　そもそも《トップ３》なんてそんなもんだし」


　どんぶりから手を離はなして春太が言う。確かく認にんするまでも無くどんぶりは空だろう。


「春やんは途中で気付いとったからそんなふうに言えるんや。全部終わってから知らされるっちゅー疎そ外がい感分かるか？　あー、春やんはそりゃ分からんわな。優ゆう秀しゆうやからなー、ちっとも気付かんでいろいろ心配したうちとは違うもんなー」


「……あのなぁ」


「よし決めた！　うち今日からトマぴょんの《パートナー》になる！　のけもんはのけもん同士で仲良くしよな！」


　いきなり話題を振られてもなぁ……。今日だけは目立たないままで居させてくれカンナ。頼たのむから。んな訳で適てき当とうに頷うなずく。


　さて俺が今日一度も会話に参加していないのは何故か。……つまりは。


　あれだけの大立ち回りをぶちかましたわりにホントにまったくこれっぽっちも役に立ってなくて、その上間違いまくった推すい理りを披ひ露ろうして悦えつに入ってた大馬鹿がどの面つら下げて皆みんなの前に顔を出せるって言うんだよ！　ってなことで。……あー、恥はずかしすぎるかっこ悪すぎる。どうしようもなく馬鹿すぎる。だからいちばん端はしっこで目立たないようにしてたのになぁ……。ああ、カンナがもう絡からんでこないことを祈いのろう。


　密みつ室しつのトリックについては春太曰いわく「あー、あれな。すっげえ簡単。つまりは一番に部屋に入ったやつがそれらしく鍵かぎを見せた。そんだけだな」


　なんだそりゃ。分かっていながら間ま違ちがった推理を延えん々えんと聞いてたってのはどういうことだ春太のやつめ。ともかく要するにあの時部屋に一番に入った人間──黒服に化けていたのはみどりさんでした、と。髪かみを切っただけで分からなくなるとは何たる不覚……。


　どん！


　テーブルが叩かれる音本日二度め。


「《パートナー》変へん更こうなんて、そんなのぜったいだめですっ！」


　涙なみだ目めの泉ちゃんだった。


　しかし具合の悪いことにテーブルを襲おそった衝しよう撃げきは湯飲みを跳とびはねさせ、中の緑茶が八千代ちゃんを襲しゆう撃げき。


　泉ちゃんはまったく気付いていない。


　ずぶ濡ぬれの八千代ちゃんの肩は今までよりずっと震ふるえている。それはもはや岩に打ち付ける波のごとし。完全に怒おこっていることがもう分かりすぎるほど分かる。後ろ後ろ！　なんて誰だれか言ったほうが良くないか？


　不意に誰かに体をテーブルの下に引っ張ぱり込まれる。その瞬しゆん間かん、


「こらぁーっ！　いずみぃ─────────っ！」


　上から八千代ちゃんの声。そしてがしゃんとかばりんとかずがんとか──もうなにがなんだか分からない音の応おう酬しゆうに「よっしゃ！　そこやそこや！　やってしまえ！」とカンナのはやしたてる声が混まざる。春太は無事だろうか。黙もく々もくと天てん丼どんあたり食ってたら──もう尊そん敬けいするしかない。


　テーブルの下に引っ張りこんだのは、巫城のお嬢様だった。


「八千代にも困こまったものですね」


　くす、と楽しげに笑う。あんまり困っているようには見えない、なんて野や暮ぼな突つっ込こみは無し。Ｓ棟の連中が好きなんだって、表情ですぐ分かる。


「《パートナー》変更、本気で考えてみますか？」


「……え？」


「そうですね。た、例えば……」


　どうやら言いにくいことらしく、口の中でもごもごするばかりで話が進まない。


　料理の腕うではともかく、これからも泉ちゃんで問題無し、とは思ってるけど。焦こげ焦げの目玉焼きは我が慢まんの予定。さっきカンナが言ってたのは所しよ詮せん思いつきだし──


「わ、私、を……えーと、その、《パートナー》にしてみても、なんて思っているのですがその、藤ふじ倉くらが嫌いやでしたら無理にとは」


「……はい？」


　いまいち状じよう況きようが摑つかめないのは、頭がよろしくないせいだろうか。


　それ以前に、真っ赤になって俯うつむく巫城のお嬢様に何と声をかけたらよいものか。


　落ち着いて今の台詞せりふを整理しよう。えーとなになに、お嬢様が、俺の、《パートナー》？


　待て待て待て待てちょっと待て！


「それって、その」


「もともとは私がなるつもりだったんです私の場合は傍そばに誰かが居いればいいってだけのものですからでも私が近くに居ることで藤倉が嫌なことを思い出したら問題だとか思い直して泉に結局任まかせてしまってああもう臆おく病びような自分が嫌に──」


　……ゆっくり喋しやべってくれないだろうか。その、つまり？


「ごめん、お嬢様、その──」


「都です。まったく藤倉は何度言えば分かるのですか」


　睨にらみ付けられる。ただこれでようやくお嬢様も冷静に戻もどる。


「そもそも《トップ３》って何なんだ？」


「もう、藤倉には話してもいいのかもしれませんね」


　テーブルの下で、今までずっと疑ぎ問もんだったことが明かされるとは思いもしなかった。なかなか滑こつ稽けいだな、なんて思う。ま、事じ件けんであんだけ醜しゆう態たいをさらしたんだ。ラストシーンもせいぜいこんなもんだろう。ＢＧＭは皿の割われる音。なんともお似に合あいだ。


「結けつ論ろんとしては、何らかのトラウマを抱かかえた人間が《トップ３》になっている。そういうことになります。要するに、《トップ３》なんて名めい称しようは、隔かく離りされたような位置にあるＳ棟に偏へん見けんを持たれないように後付けしたものです。《パートナー》は《トップ３》を精せい神しん的に安定させるのがその目的です。成せい績せきについては個こ々この努力でなんとかした、ということになります」


「だとすると、都も？」


「ええ」


　お嬢様は小さく微笑ほほえむ。


「私の場合、傍に誰か居ないと不安になるんです。ですからあの時は大変でした。秋あき月づきが突とつ然ぜん居なくなって、やっと藤倉を見つけたと思ったら急に走っていって──後ろから必死で、待って、止まって、って言ってたの、気付きませんでした？」


　そういえば、そんな声を聞いたような気もする。ただあの時は無む我が夢む中ちゆうで走ってて、何にも聞こえなかったような。まぁ、これは過か去この話。


　──それにしても。


　きっとお嬢様のトラウマは、十年前の事件が原げん因いんだ。


　それでも変にひねくれてなくて、まっすぐ前を見てて、他人のことをちゃんと考えられるあたり、見習わなきゃいけない。きっと大切なのはこれからのことだから。


　……成績のことは後々考えることにして。


「藤倉、私は──」


　気付けば、すぐ目の前に巫城のお嬢様の顔があって、どきりとする。


　思いつめたような声が心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにする。


　その瞳ひとみはかすかに潤うるんでいて、視し線せんが外せなくなる。


「二人でなら、乗り越こえられると思っています。一度背せ負おった罪つみは、簡単に消せるものではないことは分かっています。それでも、消せない罪だとしても、貴方あなたとなら背負っていける、そう思っています。少しは気楽になりませんか？　必要なら、いつでも頼たよって、甘あまえてもらって結けつ構こうですから」


　言い終えて、照れ臭くさそうに微笑む。


　結局のところ、許されることなんてないのかもしれない。そもそも許されるべきじゃないのかもしれない。でも、それでも生きていかなきゃいけないから。死ぬことでなんて、何にも解決しないから。大切な人のためには、生きていることがずっと重要だから。


　もし背負った罪で、生きるのが辛つらくなった時、支ささえてくれる誰かが傍に居てくれるなら──それはきっと、幸せなことだと思う。


　さて、これでかっこいい台詞せりふの一つでも返せれば、最高のエンディングな訳だが──


　ずがばきっ！


　ここが何ど処こかって忘れちゃいけない。所詮はお間ま抜ぬけなテーブルの下。


　頭上でテーブルが真っ二つに裂さけ、落ちてきたのはカンナだった。


「……あたたたた、あんのクソボケ和服、思いっきり投げよったな！」


　腰こしを目一杯打ちつけていながら、カンナはやはり立ち直りが早い。


「おっ！　みやちゃんトマぴょん内ない緒しよ話か？　いかんなーいやらしいなー。楽しい事ならうちも混まぜてもらわないかんな！　せやせや、いい機会やし言っとこ。長峰はんがＳ棟に戻ってきたら、誕たん生じようパーティー決行や！　こーなったら盛せい大だいにやるでー。もちろん費用はみやちゃん持ち！　うちら騙だました責せき任にん取ってもらうで！　な、トマぴょんええやろっ！」


　迫はく力りよくに押おされて思わず頷うなずく。お嬢様がそれを見て笑う。遠目に見える春太はやっぱり呑のん気きにどんぶりを抱かかえていて、八千代ちゃんは奇き妙みようなファイティングポーズを取っている。そして泉ちゃんはというと、クリームまみれでへたりこみ、


「えうー、トーマさん、何ど処こですかぁ……」


　なんて泣き出す寸すん前ぜん。


「泉ちゃん、こっちこっち」


　と呼びかけると、たたっと駆かけ寄よってきて、クリームでべたべたのままダイビング。服が汚れても気にしない。そのまま受け止める。


「えへへー、トーマさんと泉はこれからも一緒ですっ！」
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「おっ、なんやいずみん愛の告白か？　ええんかみやちゃんこのままで！」


「……そんな、私は、別に」


「別にやあらへん！　恋れん愛あいはなぁ、押して押して押しまくったモンの勝ちやで！　うちかて昔は──」


　そこで、ごん、と皿がカンナに直撃。


「ふふふ、油ゆ断だん大たい敵てきですよ。カンナさん」


「このっ！　クソボケ和服ーっ！　もう許ゆるさへんからな！」


　再ふたたび食堂内が騒さわがしくなる。遠くで春太が「あれ？　おかわりってもう無し？　物足りねぇなぁ……」なんて言ってるが誰も聞いちゃいない。


　それはおそらくこの学園の目的で、たぶん《パートナー》の存そん在ざいもそういうことで、結局、向こうのやり方にはめられたってことは分かってるけど、それでも。


　収しゆう拾しゆうのつかない喧けん騒そうの中、凄すごくあっさりと、何の迷まよいも無く、単たん純じゆんにこう思う。


　──こんな毎日も、いいかな。





　　　　□□□





　にーさまが医い療りよう棟とうから抜け出したって聞いて、すぐにＳ棟から飛び出した。


　場所は分かってる。第四校こう舎しやの屋上。たぶん、あの人が一いつ緒しよだって思う。


　扉とびらを開けて、一面に広がる赤の世界。飲み込まれそうな夕ゆう暮ぐれの中に、にーさまと、その人は居た。ただ静かに、二人で並ならんで。


　しばらく前までは、よく見てた光景。


「いーずみっ、早かったね。はいこっちこっちー」


　呼よばれるままに近付くと後ろから抱だき締しめられる。こんなところも変わらない。こっちに居たときとまったく同じ。


「んー、ひさびさの泉の感かん触しよくは、やっぱりいいよねー」


　ひさびさって、つい最近も来てたはずなのに……。


　そんな想おもいを見み透すかすように、


「一日空けばひさびさってこと。だってさ、毎日だって触ふれてたいんだもん」


「だったら戻もどってくればいいんですっ」


「いやいやそーゆーワケにはいかなくってさ」


　と言いながら頰ほおを寄せてくる。綺き麗れいな横顔だなって思う。どう見ても女の人にしか見えないから世の中って分からない。


「ここはね、旅人にとっての一里塚づかみたいなところだから。居い心地ごこちはいいけど、いつかは出て行かなきゃいけない。なら慣ならしていかなきゃいけないでしょ？　特に泉のバカ兄貴なんてぜんっぜん自立しないんだから」


「ひどいこと言うなぁ」


　小さく笑ってにーさまが言う。


「ホントのこと言ったまで。みどりも居ることだし、いつまでもべったりって訳にはいかないでしょ？　まったくバカ兄貴は女の子の扱あつかいも下へ手たっぴいだし──」


「にーさまのことそんなにバカバカ言わないでください！」


　ちょっと不器用なだけだもん。すっごく優やさしいから、だから、遠えん慮りよしちゃうだけで。


「おっと失礼、優ゆう秀しゆうな妹様っ」


　大げさに頭を下げて、それからいたずらっぽく笑う。


　むー、今度は泉のこと馬ば鹿かにしてるような気が……。


「さて、今回のことは、さすがに天才長峰泉が組み立てただけあって大掛がかり。まさしく一大イリュージョン！　ま、結果には感かん謝しやしてるかな。ようやく亮りよう平へいの意い識しきがみどりに向いてくれそうだし、あたし居なくてもなんとかなりそうだってことになってきたし。あれも予想以上にいいねー、藤倉冬とう麻ま。まっさか病人を殴なぐり倒すとは思わなかった！」


　けらけらと愉ゆ快かいそうに笑って、言葉を続ける。


「目的は藤倉冬麻と亮平を救うため、かな？　計画したのは泉だね。藤倉には自分を犯はん人にんと思わせつつ、全体を収しゆう束そくさせる。お見事な処しよ理り能のう力りよくとしか言いようが無いねこりゃ。ただ言いたいことがあるとすれば──相変わらず危き険けんすれすれのやり方ってこと。そりゃ効こう果かは大きいけどさ、うーん、なんだかね。高校生男子なんて色仕じ掛かけで一発だって言ったでしょ？　それじゃ駄だ目めだった？　あー、幼よう児じ体型は藤倉の趣しゆ味みじゃなかったかそいつは残念無念」


「幼児体型なんかじゃ──」


「はいストップストップ。体型自じ慢まんはここまで。Ａカップぎりぎりとかそんな話題をしに来たんじゃないから。で続き──ほとんどの準じゆん備びは都ちゃんか。金と人が要いるからね、適てき材ざい適所でかなりの適役。カンナはノータッチ？　あれはあれでいい人材なんだけど、口が軽いのが難なん点てんかな。意外だったのは、みどりが動いたってことか。みどりも変わってきつつあるのかもしれないね。あたしが居なくなったことがその原げん因いんだったら、サイコロの目が良いほうに転んだってことだね」


　目を細めた表情が嬉うれしそうに見える。


「亮平、みどりにはちゃんと感謝してる？」


「それは、もちろん」


「ちゃんと真正面から向き合ってる？」


「……それは鋭えい意い努力中、かな」


　げし、とにーさまの脇わき腹ばらにキックが飛ぶ。


「あー、まぁ亮平が不器用なのは今更だからいいけどね。でも、ちゃんとみどりにも、あたしにしてたように甘あまえるように。変にかっこいいところ見せようとしなくていいから。人間はね、強くなくていいんだよ。無理に強くあろうとしなくていいんだよ。一人で生きてるんじゃないんだからさ」


　くす、と小さく笑って、


「好き合ってるなら、甘えられたほうも幸せなんだよ」


　それからポケットから取り出したのは、薄うすいピンクのハーモニカ。突とつ然ぜんにそれを口にすると、音楽が溢あふれる。トロイメライだった。


　赤く染そまった世界で優やさしい音を聞く。まるで夢ゆめの中に居るみたいに、ただぼんやりと、ゆっくりと太陽が落ちていくのを眺ながめる。


　ちょうど太陽が見えなくなるのと同時に、一曲が終わる。周りがふっと闇やみに包まれる。


　不意にひらりと風が吹ふいて、夕ゆう暮ぐれのトロイメライは消えていく。


　その時にはもう屋上にいるのは、泉とにーさまの二人だけで、まるでついさっきまでが夢だったのかも、なんて思う。それでも背中のあたりは確たしかにあったかくて、夢なんかじゃなかった、ってはっきりと分かる。


　だから小さくまたねって呟つぶやく。


　それは自分勝手な再さい会かいの約束だけど、あの人なら、どこかでちゃんと聞いていて、またふらりと会いに来てくれるって──そう思う。


「明日はいい天気になるね」


　にーさまが言う。


　綺き麗れいな夕暮れの次の日は、決まっていい天気になる。だから明日はトーマさんと泉と、にーさまとみどりさんで、遊園地──は無理かもしれないかな？　だったら、中庭へピクニックに行こう。もちろん、みどりさんとにーさまは、大きな日ひ傘がさで相合傘。


　これはもちろん夢じゃなくて、確かな明日のこと。





　エピローグ







　ベンチに体を預あずけて空を見上げる。


　雲一つ無い空はどこまでも青くて、見ているだけで気持ちが落ち着いてくる。


　陽気な音楽と、通り過ぎる人たちの楽しげな笑い声。


　望んだ穏おだやかな休日ってのはこんな雰ふん囲い気きで、少なくとも絶叫と眩暈めまいと吐き気の同居するようなものじゃ無かったはずなのに──ってちゃんと断ことわれない俺が悪いってことは分かってる。分かってはいても、「トーマさん、もう一回乗りましょう！」「え？　その、なんなら泉いずみちゃん一人で乗ってきても……」「いっしょは嫌ですか？」「いやそうじゃない、けど」「泉はトーマさんといっしょがいいです」なんて上うわ目め遣づかいで言われてしまうとそこでもうノックアウト。乗り物酔よいするなんて事実は忘ぼう却きやくの彼方かなた。ああそうさ責任は泉ちゃんに甘い自分にあるって分かってるさ！


　だから自分の責任においてベンチで一休み。喉のどが渇かわいたから、といかにもな理由をつけて、泉ちゃんとみどりさんには買い出しに行ってもらっている。そしてここに来ているのはもう一人、Ｓ棟に戻って来た長なが峰みねさんで合計四人。


　夏休み前の休日を利用して遊園地に来ていた。許可を取るべく奔ほん走そうしたのはみどりさんで、巫み城しろグループの管かん轄かつするところならば、ということでようやく許可が出たらしい。泉ちゃんが喜んだのは言うまでも無く、「遊園地です！　遊園地ですよっ！　泉すっごくすっごく楽しみです。ぜったいぜったい楽しいです！　トーマさん、急いで用意しましょう！」と弾はずんだ声が今でも思い出せる。


「あれに五回も乗るなんて凄すごいね。見ているだけで酔いそうだよ」


　すぐ隣で長峰さんの声。


　ひらひらのついたピンクの日ひ傘がさがやけに不似合いだが、本人はそのあたりあまり気にしていないらしい。ちなみに長峰さんの言う『あれ』とは『超絶絶叫スーパースパイラルコースター』のことであり、スーパースパイラルの名に恥はじないぐるぐるっぷりはもう充分に堪たん能のう済ずみだ。本当のことを言えばさっきので六回だが、もはや五回も六回もたいして変わらないので言わないでおこう。


「泉への愛がなせるわざかな？」


　長峰さんが小さく笑う。


　頰ほおのあたりが急に熱くなるのを感じるが即答は無し。恋愛感情って言っていいかはまだ分からない。確かに泉ちゃんは大切な人で、泉ちゃんの笑顔のためならそりゃ何だってやってやろうって気持ちなのは間違い無い事実だけど。


「そういえば、最近は都みやこともいい雰囲気らしいね。僕としては、最愛の妹を選んで欲しいところだけど──、こればっかりは藤ふじ倉くらくん次第だね。だからって結論の先さき延のばしは良くないよ。それじゃただの軽けい薄はくで優柔不断な浮気者だからね」


　……くぅ、痛いところを突つかれた。結論が出ていない以上どうにも答えようがない。


　ここは軽く反撃してやり過ごそう。幸いにしてネタなら持ってる。


「長峰さんこそ、あの人はどうしたんですか」


「……あの人？　みどりのことかな」


「いやそーじゃなくて、その、音楽室で抱き合ってたところ見たんですよ──って覗のぞこうと思って覗いた訳じゃなくてその、たまたまで、えーと、少し紫むらさきの入った髪の」


　そこで長峰さんは愉ゆ快かいそうに、


「はは、なるほどあれか。なるほど、誤ご解かいされても仕方無いのかもしれないね。言ったと思ってたんだけど、僕の勘違いかな。──あれが阿あ久く沢ざわだよ。ついでに言えば男性だね」


　阿久沢さん？　想像と違いすぎてる。もっとこう、筋肉もりもりで腹ふつ筋きんが割れてて、「今日も熊くまと格かく闘とうしてきたぜガハハ！　とりあえずむしゃくしゃするからお前を殴なぐらせろ！」ってな人じゃなかったのか？　学園内の噂うわさと外見があまりにも違いすぎる。


「あれ、女じよ装そうなんですか？　どう見ても女の人にしか──」


「その発言は危あぶないよ藤倉くん。本人が聞いてたら今頃、腕くらいは確実に折られてる。阿久沢はただああした格好が好きなだけだよ。男女平等を身をもって示しているのかもしれないね。うん、そう考えると奥が深い。ちなみにあの時にね、阿久沢からきみの情報をいろいろ聞いたんだ。なんでも危ないやつだから気をつけろって。絶対に体に触ふれさせるなってね。でも結局、すぐに握あく手しゆしたのは──泉があんなに懐なついていた藤倉くんが、悪いやつな訳無ないって思ったからかな」


　音楽室での会話を思い出す。


「……まぁいいかな、なんて言ってませんでした？」


「あ、バレてた？」


　長峰さんが笑って、つられてこっちも笑う。


「どうも雰囲気に流されやすいのかな。そういえば、最近はみどりに引っ張られてばかりだよ。でもそのほうがいいんだろうね。これは──泉のおかげかな」


　長峰さんの視線の先には、両手に紙コップを持ち、とてとてと駆かけてくる泉ちゃんが居た。


　すっと男の人が横切って、危ない！　と思った瞬間、べしゃりと転ぶ泉ちゃん。紙コップは地面に転がって、泉ちゃんは今にも泣き出しそうな雰囲気。


　急いで行かなきゃ、と体を起こすより早く、追い付いたみどりさんが泉ちゃんの頭を撫なでて、さっと鞄かばんから缶ジュースを二つ取り出す。すぐに表情が明るくなって、立ち上がった泉ちゃんは缶を両手に駆けて来る。


「ひと安心かな。みどりは用意がいいね」


「……兄として、泉ちゃんに転ばないよう指し導どうしといてくださいよ」


　長峰さんはゆっくり立ち上がると、


「あんなふうに慌あわてる泉は珍めずらしいよ。きっと、藤倉くんに少しでも早く会いたかったんだろうね。──ほら来た」


　泉ちゃんが跳とびこんでくる。その勢いでベンチから落ちそうになる体をなんとか両手で止める。よくあることながら危ない。今度ちゃんと言っとかなきゃな、なんて思う。


「お待たせしました！　泉ただいま到着ですっ！」


　満面の笑みを浮かべる泉ちゃんに、「お疲れさま」と言って頭をぽんぽんと撫でる。


「泉、すっごく急ぎました。これからいっぱいいっぱい、いろんなものに乗りましょう！」


「……た、例えば？」


「超絶絶叫スーパースパイラル──」


「その前に、そろそろお昼にしなきゃいけませんよー」


　みどりさんがふんわりとした笑顔で言う。


「もうそんな時間かな」


「はい。お弁当もちゃんと用意してありますよ」


「泉もちゃんと用意しましたっ！」
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　泉ちゃんは、ぴょんと離れると、みどりさんの鞄から水色の弁当箱を取り出す。


　えへへー、と泉ちゃんは笑って、「料理の腕は上がったのかな」と長峰さんが尋たずねる。みどりさんが「泉ちゃんは、昨日遅くまで準備してましたから」と続けて、それに泉ちゃんが「自信作です。トーマさんの好きなものをいっぱいいっぱい入れました！」と答える。


　きっと焦げ焦げの目玉焼きがいっぱい入ってるんだろうな、とは思いつつ、


「よし！　楽しいランチタイムといこう！」


　元気良くベンチから立ち上がる。





　雲一つ無い空はやっぱりどこまでも青くて、陽気な音楽は続いている。


　相あい合あい傘がさの長峰さんとみどりさんは、少し前を歩いていて、楽しげな会話はこっちまで聞こえてくる。


　不意に泉ちゃんと視線が合って、なんとなく二人で笑い合う。


　あっさりと前言撤てつ回かいしておこう。


　望んだ穏やかな休日ってのは──そう、それはきっとこんな休日。


　大切な人の傍そばに、ずっと居られる日々のこと。







　あとがき







　自分の文章が癖くせのあるものであることは自じ覚かくしており、読む人を選ぶであろうことは容よう易いに想像できます。であるからこそ、この本を手に取っている貴方あなたは選ばれた人間で間ま違ちがい無ないのです（拡かく大だい解かい釈しやく）。集まったら凄すごいパワーが溢あふれる予定です（誇こ大だい妄もう想そう）。いっそ知らない国で一緒に暮らすとかどうですか。変なこととかしないから。しないと思う。たぶんしないんじゃないかな？　したらその時考えよう、うむ。なんなら一緒に食事でもオッケーです。僕の好物はコロッケなのできっと安上がりです。ソースをどばどばかけてご飯をもしゃもしゃ食くいます。五分五分の確率で大盛りを主張するので、百円ぐらい多めの予算が必要です。奢おごってもらう気満々なのは人としてどうなんでしょう。おいおい考えるとします。


　自作についてですが、どうにも厄やつ介かいな作品だったらしく、授じゆ賞しよう式しきのとき、「まだ直しが終わってなくて……」と捨て犬のような目で他の受賞者の方に話してみたところ、「え？　もう終わってるけど」といったふうに返され、本当に捨て犬みたいな心地ここちになったことを覚えています。終わっていないのはちなみに僕一人でした。こりゃ一人だけ本が出ないな、と思いました。ただそれは、直すスピードが僕だけ遅おそかったということかもしれず、だとしたら厄介だったのは僕個人の能力だったのかもしれません。遅ち筆ひつというよりも、締しめ切きりぎりぎりまで動かない性格をどうにかせねばと思います。でも言い訳もあるんです。最近ようやくうちの三み毛け猫ねこがお腹なかの上で眠ってくれるようになったんです。いったん乗られてしまうと、そりゃ動くのなんてもってのほかです。普段わがままなだけに、今度いつそんな機き会かいがあるか分かりません。なによりふかふかであったかくて眠くなります。世界に幸せな眠りがあるとしたらこのことだと確信しています。……全く言い訳になっていない気がします。猫のせいにしてどうするんですか。益ます々ます人としてどうなのかという雰ふん囲い気きです。ところでこの本はちゃんと一月に出ているのでしょうか。もの凄く不安です。出ていなかったら、猫に八つ当たりです。傷を負おうのはほぼ確実に僕のほうになる訳ですが、闘たたかいを挑いどむということはそういうことであり仕し方かたの無いことなのです。


　さて、ある程度本の内容にも触ふれておかねば、と思います。あとがきとは本来そういうものだったような気がします。本作は学園物で密室でミステリーです。あと眼鏡めがねっ娘こでお嬢様で和服でちびっこでほんわかお姉さんです。これで全てを言い尽つくしたような気がしますが、せめて主人公ぐらいには触れておいたほうがいいようにも思います。ひたすら動く主人公です。逆に、ひたすら動かない主人公です、と言ったほうが興味をそそられるかもなんて思いますが、それは置いといて──男の子頑張ってます。若じやつ干かん空回り気味ですが、そこは愛あい嬌きようです。


　では最後に、この本の出版にあたってお世話になった方々へお礼を申し上げたいと思います。


　まず誰よりも何よりも井いの上うえ雅まさ彦ひこ先生。お名前のついた賞を頂けたこと、光栄に思います。もはや勝手に弟子になった気分でいます。賞を返せと言われても、もう返せません。その名に恥じぬよう日々精進を重ねていくつもりなので、許して欲しいと思います。


　また選考委員である有あり栖す川がわ有あり栖す先生、竹たけ河かわ聖せい先生にも感謝するばかりです。本当にありがとうございました。


　ミステリー文庫編集長様、及び担当様には迷惑をかけっぱなしで、もう何と言ってよいものか分かりません。ありがとうございます書きますとにかく頑張ります。手が遅くって本当にすいません……。この本を出版するにあたって関かかわった全ての方々にも、きっと大小様々な迷惑をかけていると思います。今後は出来るだけそんなことが無いように気をつけたいのですが、なにせ僕の能力が能力なので少々は大目に見て頂けると助かります。


　イラストを担当してくださった日ひ吉よし丸まる晃あきら様。僕の仕事が遅かったせいでかなり厳きびしいスケジュールになったと思われます。本当にごめんなさい。そしてありがとうございます。


　なんだか最後はお礼ばっかりになってしまいました。本当に嬉うれしいことってなかなか上手く言葉に出来ないなぁ、って思います。単に僕の語ご彙いの問題なのかもしれませんが。


　そして最後、本当に最後に──この本を最後まで読んでくださった貴方へ。


　ありがとうございました。これからも頑張ります。










壱いち乗じよう寺じかるた













　薦






井上　雅彦







　２００３年度・富士見ヤングミステリー大賞の最終選考に残った作品は、これまで以上に愉たのしませてくれる作品が多かった。選考委員としてというより、あくまでも、一読者として、愉しもうと臨のぞむのがいつもの流りゆう儀ぎだが、今回は本当に愉しく読ませていただいた。


　そのなかで今回、特に私を愉しませてくれた作品は〈強い文体意識を持ったもの〉であり〈世界が深く描かれているもの〉だった。私が推おしたのは、その三作品だった。


　うち一本は、私を含めた選考委員の三人全員が推し、文句無く《大賞》となった。田た代しろ裕ひろ彦ひこ氏の『平ひら井い骸がい惚こつ此この中なかニ有あリ』である。


　もう一本は、他選考委員のひとりも推していて、《佳作》となった。


　残る一本は、私しか推さなかった。他選考委員は誰ひとり推さなかった。


　是ぜ非ひにおよばず、とも思う。


　確かに、欠点が無ないとは言えない。特に、本格ミステリとしては。


　一人称で貫つらぬかれた、この文体の癖くせも強い。強きよう烈れつな個性だ。「読者を選んでしまう……」ことになるかもしれない。


　それでも──この作品は、捨てがたく思った。


〈文体意識〉では、《大賞》作品とも比ひ肩けんしうる。


　一見猥わい雑ざつなモノローグのなかに、浮かびあがる幻想ヴイジヨンは、極きわめて美しい。


　そしてなによりも、この作品に貫かれた主人公のエモーションの熱い勢いきおいは、最終選考に残った他のどの作品をも凌りよう駕がしている。


　実はこういう作品を読んでみたかったのかもしれない、とさえ思った。


　完成された様式美とは、まったく異なる作風の所以ゆえんは、小説教室などで学ぶ創作作法とはおそらく無む縁えんの、自己流だからなのだろう。


　素晴らしい原石ではないか。そう思った。


　これからの小説界を面白くできる才能ではないのか。そうも思った。


　この創り手の可能性を、見届けたくなっていた。


　強く推した結果、この作品には、私の名前が記しるされた賞──いわば、国際映画祭などの《審しん査さ員いん特とく別べつ賞しよう》のような役割の賞──が授じゆ与よされることとなった。


　作品の名は、『死には偽にせ物ものの救いを』。


　これが、本書『さよならトロイメライ』のオリジナル原稿である。


　こうして、恐るべき原石・壱いち乗じよう寺じかるた氏を、紹介する運びとなったのである。





　なお、もう、ひとことだけ申し添そえておきたい。


《井上雅彦賞》受賞作の『死には偽物の救いを』から、本書『さよならトロイメライ』に至るまでには、数多くの変更が為なされている。厳げん密みつにいえば、異ことなる作品といってもよい。


　オリジナル版では、すべて主人公・冬とう麻まの一人称で語りつくされていたのが、今回は別人物の視点によるシーンが鏤ちりばめられている点。オリジナル版では、実は、かなり濃のう厚こうだったポルノグラフィー描写が、希き釈しやくされている点。欠点としてあげられていた密室トリックの不ふ備びが補ほ完かんされている点。そして──最大の相そう違い点てんは、結末の付け方である。オリジナル版『死には偽物の救いを』では、ラストのどんでん返しは、超自然的な方法によってなされたものだった。


　すなわち、元の物語の流儀はミステリというより、幻想小説。〈理〉より〈美〉の小説なのだった。実は井上としては、この部分が非常に気に入っていたのであるが──富士見ミステリー文庫のレーベルとしては、前ぜん衛えい的てきすぎて、かなり困ってしまう結末であったらしい。（本書が精せい緻みつな〈仮面〉なら、オリジナルは美しい〈怪物〉。もし〈怪物〉のほうを読みたいという方は、編集部にご一報を！）。したがって、今回、『さよならトロイメライ』として文庫化されるにあたって、この物語は、かなり〈理〉の小説に近づいている。しかし──読者諸氏は、もう気がつかれておられるのではないだろうか。この作品さえも〈理〉で割り切れる物語ではないことを。そう。隠しようもない魔力の流儀が、本書にも、濃のう厚こうに漂ただよっているのである。


　熱さ、せつなさ、美しさ、物凄さ──。独自の彩いろどりを発色する原石の火花とともに。


　壱乗寺かるたという才能の可能性を、これからも見届けていただければ、幸いである。






　解説






富士見ミステリー文庫編集部







　いかがでしたでしょうか？「さよならトロイメライ」。


　井いの上うえ雅まさ彦ひこ氏の解説、著者のあとがきにもある通とおり、本作はなかなかクセのある作品です。


　一人称で語られる饒じよう舌ぜつな文体、その独どく特とくのリズム。もしかしたら、好き嫌いがハッキリとわかれる、いわゆる読み手を選ぶ類たぐいの作品かもしれません。





　でも。


　その〝クセ〟こそに何だか妙に惹ひかれてしまった……。


　ここまで読んだあなた、まさにその通りではありませんでしたか？





　今までの富士見ミステリー文庫にはなかった、新しい風。


　第三回富士見ヤングミステリー大賞〈井上雅彦賞〉を受賞した本作。その応募原稿を読んだ時、我々はそう、感じました。


　けれん味たっぷりな、読者を選ぶ作風。それは逆にいえば、いわゆる〝普通の作品〟より強い持ち味があるということでもあり──。


　今はまだ荒削りだけど、きっと、ミステリー文庫に新しい風を吹き込んでくれるに違いない。





　そう。本作は、そんな〝可能性〟を感じさせる作品でした。





　物語は、主人公・藤ふじ倉くら冬とう麻まが、突とつ如じよ現れた美少女転校生に拉ら致ちされるところから始まります。突然連れてこられた謎の学園。冬麻の過去に関わるらしい理事長令れい嬢じよう・都みやこと、冬麻の〈パートナー〉だと名乗る少女、泉いずみ。キャラの立った登場人物と軽けい妙みようなノリで語られる学園の風景の裏で、時折垣かい間ま見えるどこかノスタルジックな空気感。夕ゆう暮ぐれの屋おく上じよう、暮れる空気に溶とけていくトロイメライの音ね色いろ──。そのギャップもまた、本作の魅力の一つです。





　選考委員の一人でもある井上雅彦氏が、自身の名を冠かんした賞を授じゆ与よし、編集部としてもこの才能に賭かけてみよう、と思わせた「さよならトロイメライ」。


　応募作に若じやつ干かん、設定などの面で変化を加えましたが、作品の持つ本質的な空気感、は変わっていないはずです。





　壱いち乗じよう寺じかるたは、これからが勝負の新人です。どうかみなさん、あたたかい目で見守ってあげてください。




さよならトロイメライ





壱いち乗じょう寺じかるた
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